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• 大正 5年 4月

大正10年 3月

大正15年 4月

昭和4年4月

昭和 7年4月

昭和13年10月

昭和14年11月

昭和15年 1月

• 昭和20年 1月昭和20年10月

昭和21年11月

昭和24年 7月

昭和27年 4月

昭和29年 7月

昭和33年 3月

昭和36年 5月

昭和41年 5月

昭和41年8月

昭和42年4月

昭和42年 8月

昭和43年 9月

昭和45年 8月

● 昭和47年 4月
昭和48年 8月

昭和49年 7月

革

綿織物並びにその他染色布の輸出奨励を目的とし、煤商務大臣より和歌山市本町9丁目に

工梨試験場設立認可を得て開設、 エ務 ・図案 ・庶務の三部を迎く 。

試験場を廃止する。

和歌山市一番丁1番地に和歌山県醗造試験ilhを開設する。

和歌山児工業試験楊と改称し、庶務 ・蛾造 ・染色及ぴ漆器 （海南市）の四部を四〈 。

機械部を増設する。

化学部を設け染色部に併四する。

和歌山市宇須139番地に新築移転し、庶務部 ・染色部 ・煎造部 ・漆工部（在、海南市黙江）

・機械部 ・応用化学部の六部で業務開始する。

漆工部が分離し、和歌山煤漆器試験場として独立する。

和歌山県戦時工業指＃所と改称し、総務部 ・繊維部 ・化学部 ・金屈部 ・木工部及ぴ機械工

旋成部を沼き総力戦時体制をとる。

大束亜戦の敗戦にともない10月18日再び和歌山媒工業指導所と改称し、庶務課 ・繊維部 ・

木工部 ・醍造部 ・化学部 ・エ作部 ・食糀加工部 ・機械工養成部の一諜七部とする。

研究指＃を強化するため、従来からの経済部長の当所所長廉務をやめ、尋任所長制を採る

庶務課 ・繊維部 ・木工部 ・食品部 ・化学部 ・機械部の一課五部制とする。

和歌山県工業試験拗と再び改称する。

繊維部を裁維部と染色部に分つ。

業務愈々拡大されるに併なって設沼規則を定め、勘長の外に次長を設け、総務課 ・繊維部

・染色部 ・木材工業部 ・食品部 ・化学部 ・機械金属部の一課六部制とする。

化学部に皮革研究部門を設け、専任技師を骰〈 。

木材工業部を木材工芸部と木材／］［l工部に分つ。 （一課七部となる。）

和歌山市雄松町 3丁目に皮革研究所を新築する。

皮革部を新設し皮革関係業務の発展を期す。 （一課八部となる。）

和歌山市小む60番地に工業試験場新庁舎が完成し業務を始める。

機構改革を行ない、技監 ・副部長の職を新たに設ける。

機構改革を行ない、総務課に庶務係と管理係を置く 。

機構改革を祈ない、 寺門研究且の職を新たに沼〈 。

機構改革を行ない、木材工芸部と木材加工部を合併して木材工業部とし、新たに高分子部

を設ける。 （一課八部）

技術情報業務を始める。

総務課を総務企画課に改める。技術梢報主任を設ける。皮革部を皮革分場に改める。

2 敷 地と 建 物

所 在 地 本 場 和歌山市小む60番地 @!>649-62 誼話和歌山 (0734)77 -1271(/t) 

皮革分場 和歌山市雄松町 3丁目3の 2 @!>640.'追話和歌山 (0734)23-8520 

敷 地 (m') 建物（延）（m')

本 瑞 8,264 98 4,869.92 

皮革分場 269 34 440.64 

計 8,534 32 5,310.56 
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3 組織 と 職 員

(1)組織

』
揚 長一次

庶

ロ総務企画諜--[管

長 技術梢報
l 
維部

染色部

務係

理係

学

技監

化

食
品

部

部

分場長

木材工業部

機械金属部

麻分子部

皮革分場

(2) 業務 内容

総務企画諜 各種依頻試験受付、子鉢及ぴ決灯並ぴに会計、職只の身分服務、人ボ、文内の収受発送紺

さん保存、庁舎管理、総合調整及ぴ企画、そ、の他、庶務一般。

技術梢報 梢報収梨、提供。

繊維部 合成繊維の試験研究、編織の試作研究、編緻工場の生産管理、編綿布の仕上加工、編織工

出の実地指導、繊維に関する物理的な依頼試験。

染色部 編織物及ぴ糸の内'i練標白、染色、捺染、仕上に関する試験研究、分析、鑑定、依頻試験及

ぴ相談。染色仕上加工業関連の公害防止技術の研究及ぴ相談、試験。

化学部 有機合成研究、無機化学研究、機器分析法研究、公害防止技術研究、依頼分析。

食 品 部 泊酒に関する試験研究、洒類、食酢の試験研究、幣油味噌の試験研究、食品加工の試験研

究。

木材工業部 デザイン研究、木製品生産技術（木材加工技術、接芍、祐装技術）の試験研究、材料試験

加飾技術の試験研究、依頼試験。

機械金属部 鉢物の試験研究、機械加工の自動化省力化、溶接の試験研究とJ1 Si容接技術検定試験、

払5分子部

皮革分場

籾密測定、治具加工、振動瑳音の測定と対策調査、依穎試験、鉄鋼分析。

合成樹脂、プラスチック成形加工、真空蒸滸及ぴ加飾の試験研究、分析、鑑定、物理試験

皮革及ぴ副産物利用に関する試験研究調査、皮革に関する技術相談指導、皮革に関する分

析、試験、鑑定。 ~ 

(3)職員現 況
（昭和56年 3月31日現在）

場 次 馨 技 繊 染 化 食 木 機 高 皮 合
長 術 材 械 分 革

区 分 企 維 色 学 品 工 畠技 画 梢 業 子 分

長 皿臣 課 報 部 部 部 部 部 部 部 場 it 

小務吏且 1 1 4 1 7 

技術吏且 2 1 3 6 6 7 4 4 7 3 4 47 

現業技能且 3 2 1 1 7 

1 3 8 3 8 6 7 4 5 8 3 5 61 
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(4)職員名簿

所艇 ・職名 氏 名 所屈 ・職名 氏 名 所屈 ・職名 氏 名

場 長 神戸登喜朗 技 師 角 谷秀昭 木材工業部

次 長 湯川広一 現業技能且 尾藤たみ r・ 部 屁 小川幸夫
技 監 中城 真． 紡 織 工 尾崎早見 副 部 長 浦野健三

... 
II 謙 田健一

染 色名11
技 師 北口 功

II 、ド田煎悛
総務企画諜

部 長 田村柏男 現業技能且 fiij川鶴太郎

． 

諜 長 栗本和雄 専門研究且 久保田静男 機械金屈音II
企画月（庶務係長） 利光 三樹男 ＂ 谷 正博

部 長 松原康雄
主 ’li 中JII 静技 技 師 谷口 久次 副 部 長 岩鶴 昭

＂ 坂口迪＋ II 中岡元 M II 中村 謀
用 務 且 中前 一 枝 II 大萩成男 技 師 林 健太郎
（管：埋係長）Jt 栗本和雄

II 永坂博文
技 師 岩田 千広 化学部

II 田 ロ義究
自動Ili運転手 1片岡 II召児 部 k 前田昭 二 II 占田 I叉
屯話交換手 ，荏野靱f

副 部 長 前田聞一 現 業 貝 大久保 保

技術惜報 専 l"I研究且 沢田悛彦 高分子部

技術梢報主任 阪上悛夫
技 師 三 原英 f 部 長 内田 呂宏

専門技術且 泊j橋，；L - II I I] 岡忠治 技 師 岡本良作

専門研究且 洒井宏直
II 新山 、1交利 II 山 口和三

II 小畑悛湖
皮革分場繊 維部

食品部 分場長兼 中城 真
部 長 薮内 武

副分場長 池田郁太郎
副 部 長 神前 持 部 長 直岡 登

尋門研究貝 石原矩武
専門研究且 上川 二三雄 副 部 長 南 広己

＂ 宝山大喜
技 師 坂崎 尖 技 師 中内道世

技 師 由良好史
II 村田 米蔵 ＂ 

池本重明 主 1i 中島 克幸

4 予算の執行状況

昭和55年度 （収入の部）

科 目 予 n: 額 調 定 額 収 入 済 額. ． 国庫支出金 23,052,000 20,166,000 20,166,000 

使用料及ぴ手数料 18,612,000 23,820,150 23,820,150 

財 産 収 入 1,551,000 1. 971,560 1,971,560 

諸 収 入 100,000 266,280 266,280 

般 財 源 347.684,000 

,lt 390,999,000 46,223,990 46,223,990 

（支出の部）

科 目 千 ri: 額 支 i 1 i 済 額 残 高

人 件 tt 312,131,000 312,131,000 

゜,Ji 業 1t 42,438,000 42,438,000 

゜設 備 '/!( 38,595,000 38,595,000 

゜Ii I• 393,164,000 393,164,000 

゜
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II 事業内容

l 業務の概要 ゥ技術梢報：li業
技術梢報誌発行年間 8回 (No.68~75)

(1) 国庫補助事叢等の概要 和歌山県工業試験場報告発行 1回

昭和55年度は次の諸項目について国庫補助事業等を 工 技術指＃施設設貯 9じ業

行った。 （ア） 木製家具建具塗装技術の高度化指祁

ア 巡回技術指荘事業 （イ） 多品種少祉生産に対応する編織製品の店付加価

（ア） 一般巡回技術指辞事業 1直化の指導

実施対象名 企業数 実施対象名

熱管理 3 機械工業

技術梢報 5 窃分子工業

染色工業 10 合計

木材工業 10 

企業数

5 

5 

38 

オ 巡回技術指追施設設沼ボ業

木製品塗装技術の店度化指袢

(2) 技術アドバイザー指導事業（県単）

24企業、 94日間

(3) 技術情報事業

中小企業における技術梢報の必要性はますます増大

しているが、各企業においてそれぞれ梢報を収媒し、

（イ） 簡易巡回技術指導事業 選択するのは、可成り困難である 。 これに対処するた~
め、昭和48年に国庫補助を受けて技術梢報ボ業を開始

実施対象名 企業数 実施対象名 企業数

技術情報 10 機械工業 25 

繊維工業 71 謀分子工業 15 

染色工業 10 皮革工業 10 

食品工業 83 合計 234 

木材工業 10 

（ウ） 公害防止巡回技術指＃事業

実施対象名 企業数 実施対象名 企業数

繊維工業 6 機械工業 5 

染色工業 10 高分子工業 6 

化学工業 10 合計 37 

イ 技術指＃育成事業

（ア） 技術普及講習会

a プラスチック成形製品の品竹向上 （指定テーマ）

b 木製家具建具の塗料と塗装技術

c 鋳造技術（鋳型管理について）

d 簡易で2割節滅できる省エネルギー具体策、染

色工業の現況と見通し

e ニット生地の新製品開発について、及びオフコ

ン利用による中小ニット製造業の生産管理シス

テムについて

f 水質汚i蜀負荷批の測定方法

合計 6テーマ

（イ） 全国技術指荘研究会参加 1名

（ウ） 技術指導貝妾成研修

生産工程の貸力化コース(1ヶ月） 1名

省エネルギー (1週問） 1名

し、以来惜報の収集及び提供を行ってきた。

55年度の北業の総括を下表に示す。

事業名 内 容 件 数

査料収巣 購入図書 （文速等） 8種

交換、寄贈誌、固害 1060fll]-

情報提供 調査 187件

Ot410件） 閲覧 108 

コビーサーピス 86 

クリアリングサーピス 29 

指荘相談 情報提供方法について 11 

出版事業 技術梢報誌 8回

和歌山県工業試験枯｝報告 1 

巡回指導 一般巡回 5エ堪

簡易巡回 10 

依9人頼態試験,WI業査務 （内部調査） 4部

ネットワーク 研究抄録提供（中小企業下業団） 19件

事 業 技術指導ポ例リスト提供（ II ) 32 

中小企業事業団との連絡 18回

他エ試との連絡 11 

JICST.J AP A TICとの連絡 18 

講習会 JOIS普及講習会 3社

会 議 技術梢報運営委貝会 10回

中小企業＇忙業団関係の会議 6 

JICST研究会 6 

(4) 繊維部

本県繊維業界をとりまく印境変化はますます厳しさ

を加えている。このような状態に対応してい〈ため産

地振典に基づき新製品開発、高品質化、技術の向上に

4 -
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焦点を合わせ次の試験研究及びli業を実施した。

ア オムツ生地の開発

神前 ＃ 

中心部に一重と二重組織による袋部分を形成し、番

手、密度、組織、接結方法を選択し試作後{f用試験を

実施する。

、f パイル抜け防止生地の開発

角谷秀昭、蔽内武

従米ハイル抜け防止のため織物の衷面に樹脂／JII工を

施している。

今回の試作品は特殊装凶を用い、なおー府パイル保

持力を得る織物の試作である。

ウ ローソン FAK試験船機の性能試験

吉田米蔵

当場においてメリヤス生地ヨコ段発生原因究明試験

に使用している、ローソン FAKによる再編成試験に

● 戸いて均ーなループ長の編地を褐るための編成条件を

決定する試験を行う 。

，エ 後／JI]工による輻出し仕上幅が収縮率に及ぽす彩碑

坂崎実、吉田米蔵

後加工（輻出し仕上）を行っても、生地幅に狭所、

広所がある 、この狭広が収縮率の結果に何なる変動を

及ばすかを調在した。

オ 多品種少批生産高付加価値化の研究

第1報 ポリエステルフィラメントの破断状態の観

察

上川二三雄、坂崎 実、吉田米蔵、角谷秀昭

ポリエステルフィラメント糸について熱処理温度、

延伸度等が引張破断状態に及ぽす影関について池子数

微鐙を利用して検討した。

力 実地指祁及び巡回技術指＃

キ 依頼試験及び技術相談

(5) 染色部 ↓ ・染色悠理業界を主対象として次の事業を行った。
ア 繊維加工の研究

久保田静男、谷口久次

（ア） セルロースの置換反応 特許出顧中

（イ） 改竹セルロースの作成及び転写捺染

セルロースに特殊な基を祁入し染色性を変え、あ

るいは吸湿性等を向上させる。この方法によりEiC
布の同時染色、特に転写を行うことの実験。

イ 捺染工励廃水の生物処理

中岡元信、石井友章豪、漿本千鶴子濠

（※和歌山県染色技術振興会派逍職貝）

染料の生物分解性試験を余剰汚泥吸析法により試み

るとともに、染料部屈別の単独、または混合のものの

生物分解性試験を行った。

ウ 染色咆ろう度試験判定の計測化

大萩成男、谷正博、田村柏男

54年度ボ業の補足作業。

ェ ー浴精練襟白染色試験
谷正博

メリヤスの反応性染料による一浴同時粘練慄白染色

試験を反応性染料構造別に行った。

オ 実地指導及び巡回技術指＃

力 依頼試験及び技術相談

(6) 化学部

染顧料及び中間体製造業を主体とする本県化学業界

は、その企業規校と宙要傾向を考え合わせると、多品

種少址生産製品が多〈、その企業だけの製品であるこ

とが特徴である。

近年これら製品について有害金属の含有の有無等が

問題になりつつあり、品竹管理の撒底が望まれ、また

これに伴うコストを引下げる必要がある。

56年より実施の瀬戸内海環境保全特別措四法施行に

よる水竹総批規制に対応する計測器選定のための手分

析GOD値との相関関係を求める公害巡回指森を咋年

に引き続き行った。

その他「im厚排液中の有機物の溶媒抽出法の研究」
や「芳香族ニトロ化合物の訛解遠元法の研究」も行っ

ている。当部における業務の内容は次の通りである。

ア 排水処理技術研究「i哀厚排液の処理法」

前田昭二、中岡忠治

工場排水の中で特にCOD値数万 PPmという濃厚排

液について溶媒抽出を行う方法を検討した。

イ アクリル酸，：秀よ“体の分析

前田龍一、新山茂利

アクリル酸誘祁体合成原料及びその中間体等の分析

法を高速LCを用いて検討した。

ウ 産業公害防止技術の研究

化学工楊排水における COD(JIS法）一COD

（自動計測器）ーTOC-UV吸収間の相閲関係

前田瀧ー、沢田俊彦、中岡忠治

昭和56年6月よ ＇）実施の水竹総批規制に伴い排水の

水質測定器設置の機種選定のための基磯テ←ーターを得

る目的で4機種内の相関関係を求める。

工 有機産業廃棄物の処理研究

シェーピング屑の脱クロム法

沢田俊彦

第2報では、従米から行われている消石灰、硫酸に

よる 2浴法をペースに派生、改良を行った。 第1報に

比べ処理コス トも安価となり、脱クロム率 100％可能

となる。

オ 依頼試験分析

金屈、有機化合物、無機化合物、燃料、用水、排水

その他
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力 実地指荘、技術相談

(7) 食品部

日本人の食生活の様式は食事エンジョイ型、料理工

ンジョイ型へと変りつつあると言われており、過去の

ようにエンゲル係数 （消1杞支出に占める食糀代の割合
）の高低のみで生活水準をうんぬんすることはできな

くなってきたようである。これらの現象を反映するも

のとして多種多様の消酒あり、in印なる天然醸造しょ
うゆあり、また白みそ • 金山寺みその消投が増加し、

低食塩化された梅千加工品の没透がある。

しかし一般的に言って昭和55年度の食品工業の経営

は苦しいものであったと想像される。消酒業界は消柑

の頭打ちと未納税酒の品質に対する厳しさは続いてお

リ、しょうゆ ・みそ業界は他県からの大手スーバーの

進出で価格競争はますますし烈であり、食酢業界は 2

、3の工場が煤林省JAS認定エ堪に認められたが、

県外大メーカーの攻勢に対処することが大きい問逍で

ある。

例年のように昭和55年度における県内産醍造製品の

動向を示す。

清酒

こ 昭和 昭和
増 滅前年対比548 Y 55B Y 

玄米数屈 (l) 5,356.4 5,265.9 -90.5 98.3% 

95 魯アルコール
数 (kt) 1,57 8 1,037 7 -20 l 98.1 

製成 ｛ ア20%)
数屈 kt) 11,997.3 11,792 6 -204. 7 98 3 

しょうゆ

経時的に分析し、その変化について調査した。

イ 酒造米調査

南広己、池本重明

55B Yに県内酒造場に入荷された原料米の内、主な

ものの試料を採取し、粒形、干粒重、ふるい別、水分

％を調在した。

ウ 消酒の簡易除鉄法の検討

南広己、池本重明

鉄混入による異状着色酒をきよう正するため、除鉄

剤として、活性炭、粒状炭、キレート樹脂のUR-60、

ポリフェノール系樹脂P-Fを、簡易的なバッチ方式

での効果について比較検討をした。

工 消酒貯蔵中の香気成分の変化

中内道世、南広己

位込方法の異なる 4種類の消酒について、貯蔵温度

を変えて、暗所に24ヶ月間貯蔵し、おのおのの香気成

::;:]芯門王t色度を試験し、それらについて |~
オ 消酒分析調査

池本重明、南広己

昭和558Yの消酒研究会、消酒鑑評会の出品酒につ

いて一般分析を行い、酒造技術指導の参考査料とした。

ヵ ョウ素法（カタラーゼ処理）による食品中の過酸

化水紫の試験

中内道世、紅岡 登

衛生試験法に禅じて、ゆでうどん等の食品について

過酸化水索の検出限界を検討するとともに、それら市

販品の過酸化水索含有枯を調査した。

キ しようゆの分析調査

昭和54年1昭和55年I増
窃岡 登、中内道世

副前年対比1 県内産しょうゆの市販品について、主としてJAS 

3, 7501 3,124 

注 ：JA S製品のみ

みそ

ここ 沼和54年

臼みそ (t) 758 

赤みそ (t) 512 

金山寺みそ(t) 234 

業務の概要を次に記す

ア 醍造用水の水質調査

南広己、池本頂明

昭和55年

808 

534 

254 

増 滅 前年対比

+50 106 6% 

+22 104 3 

+20 108.5 

埠造原料として重要な仕込用水を確保するため、今

｀ 年も酒造組合内の新、旧井戸及び周辺3ケ所の水質を

規格検在法により分析調査し、県内エ楊技術指導の参

考賽料とした。

ク 依頼試験、実地指荘及び巡回技術指追

(8) 木材工業部

本県の木製建具 ・襖材 ・家具製造業を対象として新

製品開発に関する研究、指森及ぴ木製品の品竹向上に

関する研究、指達を頂点目標として次の事業を行った。

ア 座式生活空聞における家具の聞発

（デザイン、試作）

小川幸夫、北口 功

家具類の術要動向は最近では多様化、間級化の傾I弘
が強く、猾産家具において今までのデザインや品竹で

はいわゆる スポット商品でしかなくなってきた。その

意味で品竹を向上し、 デザイン的にも多様化の消骰者

ニーズにこたえられる商品が必要になってきている。

一方向として座がの生活が国内で依然として存在し続

けていることから居間における 「〈つろき」をテーマ
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とした多目的家具をデザイン、試作し、業界に商品開

発のヒントとして提供することを目的とした。

イ カーテンフローコ--:-ター冷装における塗料枯性と

気温に関する研究

浦野健三

本県での襖縁材の生産は全国シェアーの50％以上を

土めると言われているが、そのうちのエナメル塗装を

行う製品のほとんどはカーテンフローコーターによっ

て行われている。この機械によって塗装するとき発生

するクレーター、ピンホールの欠点は気温、裕料、粘

度、被塗物の表面性状が大きくかかわり発生の原因と

なっている。その原因を追求し翡品質と最産を目的と

した塗装工程における各種条件を検討した。

ウ ポリウレタン樹脂塗料の耐候性に関する研究

浦野健三

木製外部建具及ぴ建築部材の多くは現在ポリウレタ

● 珊脂印料による塗装か行われているが、今のところ

耐候性が弱く苦↑けの原因となることが多い。最近では

統科メーカーも耐候性向上のためくふうをこらしてい

るが、それら喰料を含め、素地の性状と塗料及び塗装

技術の因果関係など幅広い方面から試験研究し、これ

に適した塗科及び塗装技術、素地調整の選択を目的と

して試験データを作製し、 56年度も継続して研究を行

1。

工 曲げ加工法によるチーク材の取手の試作

平田直悛

近年研究が進められているマイクロ波による木材の

塑性曲げ加工法の研究の一fばとしてチーク材の曲げ加

工を試みたものである。比較的曲げ加工に不適なチー

ク材を選んだのは他の難加工材の利用研究に今後役立

つものであると考えたからである。

本試作研究では一応の成功をみたが、膨潤剤、接着

剤及びコスト、作業性など検討の令地が多多みられた。

・ オ フラッシュパネルの反狂防止に関する試験

前川鶴太郎

木製家具、建具においてフラッシュパネルは多用さ

れているが、材料、コアー構成、接沼剤及び接箔技術

等からなる多くの因子が錯そうして反狂因子となって

いる。本年はコアー材として集成材を利用した場合を

愁定して試験を行った。

カ メタクリル酸メチルの低温韮合による木材ーポ

リマー複合体の作成

平田直俊

木材の機械加工技術が著しい進歩をみせる一方、世

界的な木材衰源の枯渇化、材質的な祖悪化が進んでい

る。こ こで材質的な複合化を材｛釘改良に伴う寸法安定

化、強度向上、光安定化、難燃化、接祐強度の向上な

どの面でとらえる必要がある。木材の複合化を考える

上でその効果が木材としての目的を大幅に超えるもの

であってはならない。木材は他の材料に比し多くの特

色をもっているか、その多〈は生物学的な要素に基づ

いている。複合体とすることによって木材に不足とさ

れている機能を付与し、より材質的な向上を図ること

は可能であろう。

木材の複合化で基礎的に用いられている MMAの利

用で多品種少紐生産における材質の窃級化を目的とし、

複合体効果と界面効果について研究を行った。ここで

は二元開始剤の配合比と添加剤の重合に及ぽす彩咽に

ついて実験を行った。

キ 技術指導及び技術相談

ク 依頼試験

(9) 機核金属部

本県の機棟金属業界は、自社開発製品を有する数社

は新規種の開発、生産性の向上にと努力を行い10数年

来の好況を保っているが、地場産業である染色整理機

械製造業及びその下請工場は、国内需要はもち論、輸

出にも余り多くは望めず不況をかこっている現状であ

る。また住友金属工業関連の下itlエ楊でも鋼管類の順

調な伸びに比し鋼板類が低調なため一時の好況は望めない。

一方依頼試験は年々増加しており、中でも建築材料

は数多〈の試験を行っている。またJI S溶接技術検

定試験の受験者も55年度 772名にも達し年間 9回の検

定試験を行った。当部の主な業務内容は次の通りであ

る。

ア 試験研究調査

（ア） バーミキュラ黒鉛鎌鉄の実用化のための研究

岩鶴昭、中村粘、永坂博文、田口義京

最近バーミキュラ黒鉛鋳鉄の利用が増大し業界か

らの要望もあり当部でも早急に試験溶解を実施した。

接種剤には最も一般的で保持時間の長いFe-Si

を使用しNi添加による引張強さ 、硬度、組織、切削

性等の検討を目的に溶解試験を行った。

（イ） NC加工のための座標値の計尊プログラムの開

発

林健太郎、古田茂

NC手動プログラミングでは第一段階として加工

図面より工具軌跡の座標値を求める必要があるが、

この時の計葬をミニコンを用いて迅速に結果を得る

様 FORTRANプログラムを作った。

（ウ） 大気による金屈材料の腐食に関する研究

松原康雄、中村揺

大気暴露試験は、工業用金属材料及び非金屈材料

を屋外の大気環境にさらして、それぞれの閑培にお

ける腐食速度ならぴに劣化速度状態の変化などを計

測し、各材料のI閑境に応じた耐用年数の推定及び安

全強度を求める基礎賽料を得るため現在幕露試験中
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である。

イ 各種依頼試験と鉄鋼依頼分析

ウ 巡回技術指祁及び実地指＃

工 技術講習会、講iit（会、見学会

オ J I Si容接技術検定試験と池備講秤会

力 溶接技術競技会

キ 技術情報の提供と技術相談

(10) 高分子部

本県のプラスチック工業の対象業種は、海南市、御

坊市の漆器関係、田辺市とその近郊のポタン、海南市

野上町の家庭用品、和雑貨、橋本市の釣竿、限下一円

のFRP製漁船関係の成形製造業である。全般的にそ

の概況は、受注砒の不安定、原材料の店謄、発展途上

国の追上げなどの諸要因によって、業界の環境は、極

めて低迷を期している。近年の技術構造の変化に対応

して行くために、企業努力によって合理化、省力化技

術、高付加価値化技術の苦梢はもちろんのこと、新製

品新技術の開発、品牧ならびに工程管理による店品位

化、人材の養成、性報の収巣と分析等に対処して行か

なければならない。当部では、業界のこれらの技術的

な諸梢勢を正し〈は握すると同時に産業振輿のために

必要とされる基礎的な技術力の強化に努めている。ま

た、本年度から新規ボ業として、田辺市における「プ

ラスチックに関する移動相談室」を1#1設した。この相

談業務を通して成形業界の動向ならびに企業ニーズを

的確には握し、技術的な問題の解決に取組んでいる。

次いで、試験研究ならびに技術相談、指迎業務の概要

を記す。

ア プラスチックの材料試験法の研究

山口和三、岡本良作、内田昌宏

汎用性プラスチックの基礎的な物理的諸特性ならび

に成形製品の力学的強度試験から、プラスチック成形

製品の品質向上を図る目的で試験指祁を実施した。

イ 高分子材料の複合化に関する研究

第2報 ポリプロピレン及び木粉充てんボリプロビ

レンの射出成形加工

山口和三、岡本良作、内田呂宏

ポリプロビレンならびにその複合物の射出成形条件

が、成形品の物性に及ぽす影特について検討するため

射出温度、射出庄力、射出時間の各条件による成形品

の引張特性、表面硬さ、成形収縮率を測定し、その最

適成形条件について検討した。

ウ 天然高分子の有効利用

山口和三、内田呂宏

カゼインたん白の複合（混合）による改質を検討す

るために、各種可嬰剤と配合した素材についての成形

性、熱的特性、流れ特性等を検討している。

エ アドパイザー指袢＇じ業の実施

オ 品質向上のための技術相談及び指荘ボ業の実施

力 依頼試験

キ 梢報の提供と技術者研修会の実施

ク 産業廃巣物の利用法に関する相談及び指＃

(11) 皮革分場

伝統的な地堪産業である皮革産業は、かってない原

皮価格の大変動のため業界は、じん大な彩碑を受け、

この事態の解決と今後の対応に苦慮しており 、また操

業度も極度におち低迷の状況にあった。

皮箪分瑞としては、皮革産業振典のため品質の向上、

基盤の拡充を図るべく技術開発力、梢報収媒活動の強

化につとめ、試験、分析機器を充実して、皮革分場と

しての主体的研究はもちろん、業界、学界との共同研

究に努めた。

次に業務の内容ゃ大別すれば次のとおりである。 ~ 

ア 生産技術の改善と向上技術

（ア） クロム革の染色性に及ぽす再蹂剤ならぴにカチ

オン染色助剤の影憾

石原矩武、中城真、津田郁太郎

クロム革の染色性に及ぽす再鞣剤ならびにカチオ

ン染色助剤の影憫について検討を行い、染色性が再

鞣により低下し、 この改善にカチオン染色助剤が有

効であることを認めた。

（イ） クロム鞣革（ウエットプルー）の再鞣技術の開

発研究

宝山大喜、津田郁太郎

現在製造、市販されている革で全〈単独の鞣剤だ

けで処理されている革はない。特にクロム鞣革は、

各種の再鞣剤を用い、いろいろな方法で再鞣される

ことにより、市堪の要求する多種多様な品種の革に

仕上げられる。そのために、使用される再鞣剤個々

の特徴を十分には据することが大切であるが、薬品

メーカーの仕様書に頼っているのが現状である。 ~ 
そこで、 54年度通産省委託ボ業として「クロム鞣

革の再鞣技術の開発研究」を行ってきた。皮革分場

では、この研究のうち、再鞣剤が革の機械的性質に

及ぽす影郭を検討した。

（ウ） 再鞣剤がクロム鞣革の耐光性に及ぽす彩押

宝山大喜

各種の再鞣剤をクロム鞣革の再鞣に単独で使用し、

これらの再鞣革についてキセノン ・アーク燈光によ

る耐光試験 (1年間の名化に相当）を行い、そのE
理前後における革の銀面割れ荷重とその高さ及び5

mm高時の荷直を測定し、再鞣剤がクロム蹂革の耐光

性に及ぼす影咽を検討した。

その結果、再鞣処理を行わないクロム革よりも 、

植物鞣剤及びクロム鞣剤で再鞣処理を行うことによ

8 -



ょ

リ耐光性の向上するもの、逆にアルミニウム塩のよ

｀ うな再鞣処理を行うことによリ耐光性の低下するも

のもあり、製品革の用途により再鞣剤の選択を十分

に考慮する必要がある。

イ 革の耐溶剤性試験方法

由良好史、津田郁太郎、石原矩武、宝山大喜

革の塗膜の耐溶剤試験方法について、革を 4種類、
ゃ

溶剤を 7種類とそれぞれ変化させ、試験方法も①革を

浴剤に没漬する。②革の裏面から溶剤を没透する。③

溶剤で湿潤した布で塗膜を摩擦する。の 3方法とし、

叩葵の外観、変退色及ぴ白布の汚染から基礎的な検討

を行った。
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2 依頼試験、技術相談、技術指導

(1)総表

部 名 依 粕 試 験 技 術 相 談 技 術 指 ＃ 

繊 雑 部 491 642 302 

染 色 部 1,894 512 273 

化 学 部 877 831 133 

食 品 部 1,813 86 676 

木 材 工 業 部 455 468 513 

機 械 金 屈 部 59,689 536 463 

濶 分 f- 部 852 201 331 

皮 革 分 場 505 1,537 1.404 

合 計 66,576 4,813 4,095 

(2) 各部内訳

依頼試験項目 件数 技術相談項目 件数 技術指＃項目 件数

繊 維 部

糸 物 性 試 験 245 原 糸 素 材 89 船 物 技 術 81 

布 物 性 よ 験 216 製 織 技 術 167 メ ') ヤス技術 93 

そ の 他 30 製 紺 技 術 186 原糸及ぴ池備工程 78 

繊 維 製 品 135 生 産 ，，，，u ： 理 28 

生 産 クLI 理 33 公店防止対策 13 

公 宜・ 問 迎 20 そ の 他 ， 
埠 1ti機、 その他 12 

合 計 491 ムロ i t・ 642 合 計 302 

染 色 部

染色呪ろう度試験耐光 80 染 料 頷 科 ， 染 料 紺i 料 4 

II 耐洗た＜ 4 l 5 糊料、 樹）l行剤 36 染 色 薬 剤 20 

＂ 耐摩擦 292 染 色 築 剤 24 糊抜、粘練、i,白 21 

II 耐汗 386 糊抜、朽綽、i?i白 32 糊料仕上加工剤 27 

＂ 耐水 190 浸 染 捺 染 55 没 染 捺 染 23 
l) 

II 耐酸化窒索ガス 1 仕 上 加 工 29 仕 上 加 工 26 

II 耐昇華・ 46 染色咲ろ う度 67 排 水 処 理 73 

II 耐ドライクリーニング 28 染 色 用 水 IO 染 色 機 械 36 

II 耐襟白剤 26 染 色 排 水 100 不 揚 り 原 区l 39 

防しわ度よ験 15 染 色 機 械 62 そ の 他 4 

繊維残留ホルマリン定it 55 不 楊 り 原 因 85 

繊 維 混 用 率 11 そ の 他 3 

用水、廃水分析 40 ’ 
液白、没染、捺染試験 115 

機 器 分 析 121 

そ の 他 73 

合 ìt 1,894 合 1: I• 512 合 " r 273 
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．
 

化 学 部

ヽ
物 理 測 定 1]9 用 水 廃 水 133 製 造 分 析 10 

化 学 分 析 688 金 属 4 公 ゴに． 防 止 41 

機 器 分 析 61 品 牧 ,tl n: 理 303 試 験 分 析 26 

熱 特 性 試 験 3 試 験 分 析 41 そ の 他 56 

そ の 他 6 無 機 化 合 物 263 

有 機 化 合 物 25 

そ の 他 62 

合 計 877 A ロ Jt 831 合 計 133 

食 品 部

酒 類 分 析 218 洒 類 19 酒 類 388 

しょうゆ、みそ、食俳分析 1,067 しょうゆ、みそ、食酢 32 しょうゆ、みそ、食酢 33 

雌造用水 、排水分析 408 水 排 水 3 水 排 水 203 

その他、食品及ぴ薬品分析 120 その他、食品及び薬品 32 その他、食品及び薬品 52 

ムロ 計・ 1,813 86 合 計 676 

木 材 工 業 部

木 材 乾 燥 95 木製品デザイ ン 47 木製品デザイン 30 

ふすま狂い試験 56 木材加工技術 85 木材加工技術 86 

塗膜性 状試験 27 木材塗装技術 153 木材塗装技術 278 

促進耐候試験 89 塗 料 33 塗 料 15 

紙管、ダンポール試験 32 接 箔 剤 23 接 桁 剤 30 

椅子繰返し衝撃試験 31 試 験 分 析 55 試 験 分 析 22 

木材接滋強度 21 材 科 夕日 理 35 材 料 管 理 18 

塗料物理性状 3 生 産 夕u 理 3 生 産 夕u 理 7 

木材強度試験 22 木 工 木オ 料 17 木 工 材 料 11 

反射性能試験 42 そ の 他 17 そ の 他 16 

そ の 他 37 

合 計 455 合 計 468 合 計 513 
↓ 

機 械 金 属 部

金屈材料試験 11,874 金 屈 材 料 123 鋳 物 技 術 96 

金屈成分分析試験 93 非鉄金屈材料 49 機 械 工 作 90 

金屈組緻試験 14 銃 物 技 術 72 溶 接 技 術 113 

金屈非破壊試験 36 溶 接 技 術 112 染色機械技術 16 
拿

機械及び部品試験 33 機 械 工 作 46 産 業 機 械 16 

動 釣 合 試 験 83 産 業 機 棟 5 熱 処 理 技 術 25 

枯密測定試験 12 機 棟 設 計 16 自動化、 省力化 35 

建築材料試験 47,082 自動化、 省力化 83 そ の 他 72 

そ の 他 462 計 測 法 22 

熱及び熱管理 13 

そ の 他 25 

合 計 59,689 合 計 536 合 計 463 
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高 分 子 部

衛 生 試 験 48 成 形 ll!J 係 34 鑑 定、分 析 77 

分 析 55 /JII 飾 関 係 7 成 形 30 

耐 熱 試 験 86 索 材 65 衛 生 試 験 56 

硬 さ 試 験 357 品 質 9LI 六 理 56 製 品 ぶ 験 93 

摩 耗 試 験 99 廂 咬 物 利 用 15 配 合、調 製 70 

強 伸 度 試 験 106 接 洛 方 法 20 そ の 他 5 

引裂、曲げ、接府強度 62 そ の 他 4 

そ の 他 39 

＾ ロ 計 852 合 ,1t 201 ムロ Jt・ 331 

皮 革 分 場

厚 さ 23 禅 iiii 工 程 148 ク ロ ム 鞣 112 

り1 張 強 さ 20 ク ロ ム 鞣 206 夕 ン 二 ン 鞣 13 

伸 ぴ 26 夕 ン 二 ン 鞣 80 仕＇ 上 56 

サI 裂 強 さ 20 染 色、 53 染 ・ 色、｝Jll 脂 52 

銀面割れ荷重 13 仕 上 104 化 学 分 析 292 

摩控咆ろ う度 42 皮 革 製 品 82 機 械 的 性 f'i 531 

透 湿 度 2 クロム ・クンニン鞣以外の鞣 53 物 性 342 

ii寸屈illl 性試験 16 副 廃 物 利 用 85 そ の 他 6 

吸 水 度 2 化 学 分 析 157 

耐 熱 収 縮 3 機 械 的 性 竹 268 

液中収縮温度 55 物 性 171 

pH 61 鑑 く疋し 4 

脂 肋 分 68 そ の 他 126 

ク ロム含有批 65 

全 灰 分 59 ， 

そ の 他 30 

A ロ 計 505 合 ,it 1,537 合 ,11・ 1,404 

3 研究会、講習会、 講演会

年月日 名 称 開催場所 内容及 ぴ 講 師 受講者数

繊 維 部

55. 5.21 パイル織物技 かつらぎ綿物 プラッシュ織物組綿と分解法 43名

術泌習会 協同組合 和工試 神~ij li: 

角谷秀昭 ， 
56. 2 19 メリヤス技術 限民文化会館 ］．ニット生地の新製品llfl発 38名

滋習会 ニットエンジニアリング（悧

代表取締役 伊藤 暁氏

2．オフコン利用による中小ニット製造業の生産システム
． 
｀ （船内田洋行俎臼I.n:1i業部 川村源一郎氏
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ヽ

．
 

．
 

56. 3.27 製紺技術 メリヤス紐合 ローソン FAK試験紺機の取扱について 57名

滋il'1会 和工試数内 武 ヽ

吉田米蔵

染 色 部

55 4.25 大際国際見本 大 阪 市 7名

市見学会

6.10 特別講演会 新和歌浦 8th I T.M.A'79展示会をみて 30名

観光ホテル 大染工業（＋符武部 猛氏

10. 7 染色仕上、溝 紀ノ国会館 a)染色名II試験研究発表 28名

初91 ム工 b)染色加工におけるマイクロ波｝j［1熱の利用

京都工芸絨維大学工学部寺主一成氏

10. 8 同 上 同 上 a)ダイアミラ染料によ るコールドパッチ染法につい 26名

て

三菱化成1悧総合研究所後1剥 宗平氏

b)総砒規制と染色排水処理

大阪大学工学部前田 嘉迅氏

10. 9 同 上 同 上 a)戟維改11の方向 15名

武庫川女子大学教授辻 和一郎氏

b)最近の繊維仕上用スペシャリティケミカルについ

て

大日本インキ化学工業昧

樹脂技術2グループ

技師グループ長

亀田徳郎氏

11.21 テキスタイル ，；「野 口 町 各公設試験場作品展示聞］売 34名

デザイン展

12.17 糸染技術 ｀ が ね 染工ナbの省エネルギーについて 16名‘ 

研究会 i 和工試旧村柏男

久保田静男

56. 2. 6 省エネルギー 紀ノ国会館 我桂lのエネルギー梢勢と省エネルギー政策 85名

講料会 大阪通産局 総務部

エネルギー対策室 井坂 兄氏

中小エJ-!.'.,の省エネルギー対策の要．9！f.

熱竹理士泉名栄一氏

ポイラー廂ガスからの熱回収システムについて

（悧前田鉄工所

開発室長浦野博之氏

2. 5 イースタンス 大 阪 市 10名

トック展見学

3. 6 技術ff成1口業 限民文化会館 だれでも出米る節エネルギー 32名

講：や／会 大阪大学工学部堀川 明氏

- 13 -



最近の染色加工

繊維高分子材料研究所

研究企画官須田 昌男氏

化 学 部

55. 6.lll 特別講柑（会 I 和歌の浦 I それがやめられない
共済会館 和歌山県立医科大学

教授山本博之氏

35名

9.261 公害防止枝術 紀ノ国会館 純酸索利用廃水処理について

講習会 1 大同酸素（町中央研究所

公害防止技術 主事津河成和氏

ケン気性消化による固形廃棄物の処理

大阪大学工学部発酵工学科

教授市川邦介氏

48名

10.91 大阪国際見本 I大 阪 市j'80OSAKA国際閑境保全機器展t
市見学会 '80廃棄物処理と沢源化技術展

'80防災保守機器展

43名

11. 51水質汚濁負荷 I 和 工 試 I 水烈汚i蜀負荷杭測定におけるデータ処理 16名

11 :ii1測定講習会

6 

日本印埴測定分析協会

水竹部会長小篠 煎氏

COD自動測定器について

柳本商郡悧技術係長 滑瀬紀彦氏

紫外線吸光度自動計器について

理工化学研究所研究主任藤川 衛氏

積拌流屈計について

安藤龍気（悧斑境計測グループ合田 元煎氏

測定実習

56. 2. 61 省エネル穿一 紀ノ国会館 我が国のエネルギー情勢と省エネルギー対策

講習会 I I 大阪通産局 総務部
エネルギー対策室係長井坂 晃氏

中小エ肋の省エネルギー対策の要点

熱管理士泉名栄一氏

ポイラー廃ガスからの熱回収システムについて

淋前田鉄工所

I開発室長浦野縛之氏

85名

3.101 化学技術

講習会

同上 職場活性化の進め方

技術士新庄秀光氏

技術開発システムの進め方

技術士裔橋 威氏

31名

56. 3.181 省エネルギー 紀ノ国会館 ポイラー設囲工1；；における省エネルギーの考え方

技術講習会 I I 梢水化学工業憫エネルギー担当
担長田辺広美氏

低02燃焼制御

｀ 
日本ファーネス工業（松アシスタント

プロダクトマネージャー ／盆村 弘志氏 ‘ 

43名

， 
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省エネルギー機器

｀ （廃熱ポイラー空気予熱ドレン回収装逍等）、 ． 
石川島幡）科重工（悧技術諜長 平野 栄氏

食 品 部

55. 5. 9 しょうゆJAS 橘 ピ 1レ しょうゆ官能テスト／文ぴJA S改正について 35名

講秤会 和工，浪臼岡 .ll. 双

6 23 みそ衛生管理 水産会館 みその衛生竹理について 27名

講習会 和工試高岡 登

10 28 しょうゆ 和歌の浦 近畿地区しょうゆJA S特級審介

審在会 共済会館 和工試 f_J岡 .li. 双

56. 2.17 土廂品審介会 紀ノ国会館 和歌山肌優良土産品審牡会

和工試直岡 又旦

2.26 和歌山臥 洒造組合 味j洒審牡

泊洒鑑評会

2.28 和歌 山県 洒造組合 味）酒宿在

清洒研究会

（合同洒造部会）
ヽ

3 2 洒米研究会 洒造組合 洒米の瀾介と今後の検討 16名

和工試南 広已

3.4 和歌山限 洒 造組 合 吼洒競技会 66名

消酒研究会

3.4 洒造技術 同 上 洒造業界の現況 40名

講習会 岡本洒造（船社長 岡本芳郎氏

木 材 工 業 部

55. 8.22 デザイン及び 日 i凋 町 焦竹製品のデザインと仕上げ技術 35名

技術講秤会 原谷公民館 和工試 小川 幸夫

浦野健三

12.13 全国試験所作 涼都市勧業館 家具部門出品

115 品展（エ芸部門）

56 2 6 木工技術 和 工 試 金屋地区 変木の仕上げ技術 9名

講汗’1会 和工試浦野 健三

3 18 建具デザイン 建具組合 建其デザイン及び製図技術 45名

3 24 製図，溝秤会 和工試小Ill 幸夫 45名

北口 功

平田煎俊

3.23 裕装技術 紀ノ国会館 木製建具、朔材の弔料と布装技術 84名

講習会 H本カパーリ ング社 山岸 炸治氏

機 械 金 属 部

55. 4 18 科学技術 紀ノ LIi会館 今後の燃料開発について 36名

講iv｛会 大阪工業技術試験所

燃焼化学研究室長 佐野 党氏

- 15 -



6 8 浴接技術 和 工 試 J I S溶接技術検定試験のための池備講翌会 14名

10 26 講習会 和工試岩鶴 昭 28名

住金溶接棒北野三郎氏

9.26 公害防止技術 紀ノ国会館 純峻索利用廃水処理について 48名

大同酪素（悧中央研究所•

主ボ池河成和氏

ケン気性消化による固形廃梨物処理

大阪大学工学部

教授市川邦介氏

56. 2 6 省エネルギー 紀ノ国会館 省エネルギーt，'1勢と省エネルギー政策 85名

講習会 大阪通産局 総務部

エネルギー対策至係長 井坂 晃氏

中小企業の省エネルギー対策の要．’.'.Z 工場

熱管理士泉名栄ー氏

ポイラー廃力“、スからの熱回収システムについて

闊前田鉄工所

開発室長浦野博之
ヽ

3.18 省エネルギー 同 上 ポイラー設1iii工場における省エネルギーの名え方 43名

技術講習会 梢水化学工業（俯

エネルギー担当諜長 田辺広美氏

低02燃焼制御

日本ファーネス工業（悧

アシスタントプロダクトマネージャー

島村弘志氏

省エネルギー機器

（廃熱ポイラー空気予熱ドレン回収装骰等）

石川島幡磨重工（悧

技術課長平野 栄氏

3. 17 鋳物技術 鋳物工業 有機自硬性鋲型の管理と欠陥対策について 18名

講習会 協同組合 山川産業（悧エ博浜田繁之氏

55. 4.13 検定武験 和 工 試 - J I S溶接技術検定試験 69名

4.27 同 上 同 上 同 上 26名

5 18 同 上 日 祁 同 上 42名

6.22 同 上 和 工 試 同 上 104名

6.22 同 上 海南工作所 同 上

7.13 同 上 日 高 同 上 45名

7.20 同 上 新 宮 同 上 32名

8.24 同 上 和 工 試 同 上 70名

8 24 同 上 海南工作所 同 上

11. 9 同 上
住友金屈

同 上 220名
和歌山製鉄所

11. 9 同 上 峯 溶 接 同 上
9̀  

56. 1. 25 同 上 和 工 試 同 上 164名

1.25 同 上 総 訓 同 上

1.25 同 上 海南工作所 同 上

｀ 
高 分 子 部

ヽ
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55 9.30 技術．濶習会 和 工 試 プラスチック成形品の強度評価法について 30名
ヽ ’ （プラスチッ 大阪工業技術試験所

クの物性試験 主任研究官近藤朴樹氏

法について） インストロンジャパン 村上雅浩氏

上島製作所佐辿 斉氏

9. 18 大阪国際見本 大 阪 市 '80工業材料技術展他 21名

市見学会

10. 9 同 上 同 上 '80廃痰物処理と森源化技術展 他 43名

11 19 移動相談 西牟嬰限事務所 プラスチックに関する移動相談 7名

！ 和工試内田呂宏

20 岡本良作

山口和三

56. 3.20 技術普及 県民文化会館 応5分子材料の複合化にt対する研究 32名

講習会 和工試岡本良作

プラスチック成形製品の品質向上

翻プラスチヅク振興センター

所長氷井芳治氏

商分子の碁礎と応用

京都工芸繊維大学教授宗円村：ー氏

皮 革 分 場

55. 7 5 皮革技術 -が ね 中国における皮革ボ情 24名‘一

講習会 昭和女子大学教授岡村 浩氏

9.19 成果普・及 芦原文化会館 クロム革の多様化について 28名

講習会 和工試石原矩武

乾燥工程の合理化について

兵庫限皮工指杉田正見

9.19 皮革技術 同 上 再なめし処理技術に関する 2、3の知見 28名

講習会 ｝ 
昭和女子大学教授 岡村 浩氏

11.21 第27回皮革研 和歌山 皮革研究発表会 68名
究発表会及び 市民会館 昭和女千大学教授 岡村 浩他18名

講派会 講油会

発展途上国の現状と我が国の皮革産業の将米

国際協カポ業団 荻原長ー氏

鞣剤組成からみたクロム鞣法の推移

東京煤工大学教授和田 敬三氏

11. 21 見 学 会 スガイ化学工業昧 スガイ化学工業 29名

56. 3.17 皮革技術 芦原文化会館 ウエットプルーの生産の動阿、特に南米 ・北米を中心 49名
講習会 として

北海道大学教授大杉次男氏

ウエットプルーの再なめし技術の動向

昭和女千大学教授 岡村 浩氏
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III 試験研究備品購入一覧表

設置部名 機 械 名 数抵 升土I J 式 仕 様 備 考

繊維部 ミューレン型破裂強度試験機 1 J I S 10041こよる 480,000 

I C I型ピリングテスター 1 J I S 1076による 450,000 

タイイングマシン 1 NK -1 D型 2,540,000 

明石走査龍子顕微鏡 1 I S I -40 、 14,279,000 

酸素指数式燃焼性試験器 1 スガON-1D 1,890,000 

化学部 液クロ用蛍光検出器 1 日本分光FP-110 510,000 

食品部 六連式マグミキサー 1 ヤマト M-66 68,250 

木材工業部 龍磁式厚み計 1 AC/DC兼用自記温湿度計付 233,000 

パッフルプース 1 、岩田式SBB-151型 1,500,000 

カラーコンピューター 1 スガSM-2-CH-GV4型 3,700,000 

サンシャイン 1 アトラスCi 65／X'W 12,696,000 
ウェザーオメーター

水研サンダー 1 MV S-47W パットサイズ100X200 
78,750 

高分子部Iデュロメーター硬さ試験機 1 ショア式二針指示型 117,600 

臀
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試験、研究、調査報告編





特許情報からみた和歌山県の技術や

第 2報公開公報による出願状況

技術情報室 酒井宏直

要 旨

特許梢報より技術動向の調査や技術水準の評価をするためには、出顧時点のデータが必要で

ある。今回は、公開公報を査料として出願時点での統計処理を行い、本県の出顧件数の推移、

産業分類別構成、地城別出顧状況を調査した。

公開公報の検索は日本特許梢報センターヘ依頼し、カードセレクタを利用して統計処理を行

った。調査期間は昭和46年～昭和54年の 8年間である。

その結果、特許梢報からみた本県の状況は、繊維、家具、日用品等の雑貨関係の出願が多〈

今後もこの傾向が続くと思われる。地域的には和歌山市からの出願件数が多いが、年々他の地

域からの出顧が増加している。

• 1 はじめに
特許及ぴ実用新案の出願は年々増加している：）また

個々の技術内容は専門化、総合化により祐5度で複雑に

なってきている。そして、特許情報はますます技術情

報として重要な位沼を占めてきている。

この特許情報は商品化の可能性の強い情報であると

いうことが最大の特長で、その他に次のような特長を

有している？

l)方式が一定で処理しやすい。

2)技術の細部まで具体的に記載されている。

3)国際性が強い。

4)情報が新しい。

5)遡及調査が容易である。

6)あらゆる分野を網羅している。

7)分類が付されている。

8)原則として一定水埠を保ち、重複がない。

このような特長を持つ特許情蛾を統計的に処理し、

・ 技術動向の調査りコンピュータを活用した技術予測4)

や技術予測システムの開発5)が行われている。

特許庁では、昭和49年から特許情報を特定テーマに

従って、収巣整理し、統計的処理によ って定屈的な調

査を行うとともに、重要な特許は内容的に分析を行い

その特定技術の発展経過、現状を解析し、将来の動向

の把握のために総合的に調査を行ってし、る:)

特許及ぴ実用新案には、公告公報と公開公報がある。

公告公報は出顛後、審査を受け約3年で公告される。

公開公報は、昭和46年に施行された出顧の早期公開

制度により発行された公報で、出願後1年 6ヶ月で公

開される。

この公開公報の内容は審査されていないので、技術

情報としては玉石混交といわれている。しかし、特許

情報の中では一番早い梢報であり、ライパル企菜の研

究や技術内容を早くキャ ッチし、煎複研究、 二重投査

の防止 技術導入の決定等に欠かせない↑が報である。
7) 
前報では、特許及ぴ実用新案の公告公報で、出願状

況を調査したが、公告された時点での統計処理を行っ

たので、出顛から約3年位のタイムラグがある。

技術動向の調査や技術レペルの評価は、出願時点の

データがより有効である。今回は、公開公報を夜料と

して出顧時点での出顧状況を調査したので報告する。

2 資料及ぴ調査方法

日本特許梢報センター(JAPATIC)の開発し

た虚子計灯機システムによる特許及ぴ実用新案の思誌
8) 

的事項検索（第 1検索）を利用して、出願人が和歌山

県内の特許及び実用新案の公開公報を検索した。

検索期間は特許及び実用新案ともに昭和47年 7月～

昭和55年12月まで行った。

2 -1 森科

特許庁年報及ぴJAPATICへ検索依頼して得ら

れた検索回答行を衣料とした。

検索回答fドには、公開番号及ぴ公開日、分類番号（
91 

国際分類 ：IPC、日本分類 ：Jp c'o))、発明の名称

出願人及ぴ発明者、出願番号及ぴ出靱日、公告番号及

ぴ公告日、登録番号及び登録日が記載されている。

出願人の住所は記載されていないので、市町村名を

公開公報から調査し、検索回答書に記入した。

2 -2 調査方法

検索回答忠の困誌的事項のうち、出顧日 （年、月）

分類番号(Jp C)、出師人住所（市町村）を、当工
1 1) 

試で設計した特許情報カードに入力し、カードセレク

タで特許と実用新案に分けて統計処理した。

2 -2 -1 出顧件数

出願件数は昭和46年～昭和53年の8年間に出願され

た件数を出顛時点で月別に梨計した。

2-2-2 分類

公開公報の分類番号は、昭和50年3月まではJPC
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昭和50年4月～昭和54年12月はJPCとIPCの併記、

昭和55年 1月以降は IPCで記載されている。

今回はJPCの主分類で昭和46年～昭和52年の7年
7) I) 

間について調査し、産業分類別と産業部門別にまとめ

て渠計した。

2-2-3 地域
7) 

前回は、県内を 8プロックに分けて染計したが、今

回は、和歌山市、海南市 ・海芹郡、紀北（那買郡、橋

本市、伊都郡）、紀中（有田市、有田郡、御坊市、日

商郡）、紀南（田辺市、西牟婁郡、新宮市、束牟嬰郡

）の5プロックに分けて梨計した。

3 調査結果

3 -1 時系列出願件数

表 1に特許、表2に実用新案の月別出顧件数を示す。

特許の総出願件数は2138件で、月平均22件、実用新

案は3550件で月平均37件である。

図1に特許と実用新案の合計の時系列推移を示す。
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図1 出願件数推移

図2に7年間合計の産業分類別出顧件数を示す。

特許で出願の多いものは、繊維、建設 ・衛生、製造

化学工業、工作機械の順である。実用新案では建設・

衛生、家庭用品、工作機械、被服 ・身の回りの順で、

繊維は 5番目であ勺。

特許と実用新案の合計では、繊維、建設 ・衛生、家
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出願件数の推移の傾向をみるため 5ヶ月の移動平均値 庭用品の順に出師件数が多い。

で図を作成した。 繊維の83％は繊維の籾練、渫白、染色、仕上、加工

図より、県内からの出願は昭和50年をピークとし、 方法に関するもので、編成が10％を占めている。

年々下降し、今後も滅少しつづける傾向を示している。 建設 ・衛生の45％は消掃 ・洗浄閲係のほうきやプラ

3-2 分類 シ等、 16％はマッサージ器具等の治療 ．衛生関係、 13

3-2-1 産業分類別 ％はプロックや屋根カワラ等の構築関係である。

家庭用品の65％は盆やイ

ス等の家具 ・家庭用雑貨関

係で、 13％は飲食具 ・食卓

用品で占めている。

3-2-2 産業部門別

表3に国内、表4に県内

の産業部門別の年度別出願

表 1 月別特許出願件数

箪 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 計

昭和46 28 25 33 23 22 30 24 23 24 19 23 42 316 

47 13 19 27 24 22 30 18, 24 11 17 24 18 247 

48 16 16. 24 10 31 28 21 9 34 34 29 29 281 

49 18 23 27 20 25 33 27 21 18 25 18 24 279 

50 8 29 37 22 19 37 13 16 29 22 15 35 282 

51 16 13 34 26 25 29 26 16 25 21 21 16 268 

52 16 19 25 17 20 22 28 23 22 22 16 20 250 

53 5 19 21 28 13 15 12 13 28 19 19 23 215 

表2 月別実用新案出願件数

年 1 2 3 4 5 6 7 8 ， 10 11 12 計

昭和46 17 24 36 44 25 35 35 27 35 35 26 47 386 

47 37 47 66 38 55 47 41 30 31 28 46 41 507 

48 38 38 33 30 19 52 30 17 28 28 23 45 381 

49 19 27 29 25 34 43 30 26 38 48 49 49 417 

50 28 64 58 54 36 52 46 45 39 47 31 55 555 

51 16 37 50 50 51 36 44 31 24 29 40 37 445 

52 18 "40 33 29 41 29 50 42 23 38 30 43 416 

53 25 39 66 36 35 38 42 35 36 35 21 35 443 

比率を示す。

国内で出願比率の高い部

門は、特許では化学、機械

弱地、実用新案では機械、

運輸機器 ・建設、日用品・

家具 ・雑貨である。また、

特許の出願傾向は機械、弱

俎は年々出顧比率は上昇し

化学、繊維、運輸機器・建

設の比率は低下している。

実用新案では機械が上昇し

て、日用品 ・家具 ・雑貨は

年々低下している。 ' 

県内の出願比率の翡い部

門は、特許では繊維、 実用

新案では運輸機器 ・建設、

日用品 ・家具 ・雑貨である．9

また一県内の出顧傾向では

特許、 実用新案ともに、ど
z
a
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図2

表3 国内産業部門別出願比率

の産業部門にも著しい傾向はみられない。

図3に特許と実用新案の合計の産業部門別構成比を

示す。

国内と比べた駄内の大きな特長は、繊維の比率が大

きく、弱龍及び強電のエレクトロニクス関係がほとん

どないことである。その他に、日用品 ・家具 ・雑貨の

比率が国内より森く、機械が低い比率を示している。
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表4 県内産業部門別出願比率

廂業部門月IJ

煤水産 ・飲食品 (l~8、32~38)

化学 (9~31)

繊維（39~48)

機 棟（闘こ盆：闘こ腐 136
運輸機器 ・建設（77~92)

強虚（55~62)

弱訛（96~10}、105~113)

日用品 ・家具 ・雑貨 (93~95、ll7~135)

注 l)産業部門欄の（ ）は分類番号 (JPC) 
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3 -3 地域別

図4に特許、図 5に実用新案の年度別の地域別出顧

比率を示す。

特許では和歌山市からの出顛が60％以上占めている

が、昭和49年以降は年々低下し、海南市 ・海難郡、紀

北が上昇している。

実用新案は、和歌山市が約40％占めているが、特許

同様に昭和49年以降年々低下し、海南市 ・海卒郡が上

昭和46年I
47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

図4
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図5 実用新案地域別構成比 （％）

昇し、特に、昭和50年以降は30％以上占めている。

図6に各産業部門の地域別出顧構成比を示す。

化学、繊維、機械、強訛 ・弱龍は50％以上を和歌山

市で占めている。特に繊維の大多数は和歌山市からの

出願である。

運輸機器 ・建設は海南市 ・海卒郡の出願が一番多く

40％以上占め、次に和歌山市の約30％である。

煤水産・飲食品、日用品 ・家具 ・雑貨は和歌山市か

らの出顧が一番多いが、他のどの地域も10％以上出願

されており、全県的に出顛されている。

4 おわりに

公開公報より本県の出顧推移、産業別構成、地域別

出願状況を調査したが、貼内より出願された特許及び

実用新案は、中小企業や個人出顧されたものがはとん

どであり、今回の調査結呆は本県の中小企業の技術動

向を示しているとみてさしつかえない。

今回の調査で明らかになった主な点を次にあげる。

瀑,Ii市
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図6 各産業部門別の地域出願構成比 （％）

1)本県の出顧は年々滅少している。そして、今後も

減少しつづける傾向を示している。

2)特許梢報からみた本県の産業構造は、繊維、衛生

家庭用品、雑貨等の軽工業が主体を占めている。

3)国内の出顛状況と比較して本県の大きな特長は、

繊維関係と雑貨関係が大きな比重を占め、エレクトロ

ニクス関係がほとんをないことである。

4)地域的には和歌山市が大きな比重を占めているが

年々減少し、和雑貨関係の出顧が多い海南市 ・海ヰ郡

の出師が増加している。

今回の分類別調査はJp Cで行ったが、昭和55年1
月以降発行の公開公報は IPCで分類されているので

昭和53年以降の調査は IPCで行う必要がある。

従って、次回は機能的な分類体系を持つ国際分類で

分類別調査を行い、本県の現状を把握し、将来の技術

動向を予測する手がかりをつかみたい。

おわりに、数多くの助言と公開公報の検索に御協力

を頂きました社団法人発明協会和歌山県支部 常務理

市岡谷義文氏に深く感渕致します。
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カードセレクタ利用による

特許情報の統計処理

技術情報室 酒井宏直

., 
要 旨

も

生

技術水準や技術動向を調査する方法の 1つに特許情報の統計調査がある。この特許情報の統

計調在には種々の方法があり、当場では、カードセレクタを利用する方法を検討した。

公開公報の咎誌的事項をカードの設計査料として、特許情報の統計調査及び梢報検索の 2つ

の目的を持つ特許情報カードを作成した。

このカードに和歌山県内より出願された特許及び実用新案を入力し、カードセレクタを利用

して統計処理を行い、和歌山県の技術動向の調査を行った。

その結果、特許梢報カードの設計に検討する点はあるが、カードセレクタを利用した特許情

報の統計処理に十分役立った。

口

,
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J
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で
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力
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う）

こ度

吋寺

1 はじめに

地方の公設試験研究機関は、地域中小企業の技術水

準や技術動向をつかみ、中小企業の要望にす速く対応

する必要がある。

技術水準や技術動向を把握する方法としては、技術

相談、技術指導、依頼試験等の内容分析や統計調査が

ある。また、アンケート調査や、特許及ぴ実用新案等

の特許梢報から も得ることができる。

特に、特許情報には、企業で開発された最新の技術

が記載されてお り、その時代の技術の動向を的確に示

している。

この特許梢報を収躾、整理し、内容分析等を行えば

技術水準や技術動向の調査ができる。また、地域より

出願された特許や実用新案等の技術内容、出願人等を

把握しておけば、技術交流や技術移転の時の重要な梢

報源として活用できる。

この特許情報を分類、整理し、統計処理や検索をす

・ る―Hz:4と8;:、力；ふ：：：：：り:;{:~心社され、当
劫独自で設計した技術文献カードや中小企業惜報セン

I) 

ターで作成した科学技術文献カードを使用して文献検

索を行ってきた。

しかし、日本科学技術梢報センター(JICST) 

の開発したオンライン情報システム(JOI S)の利

用により、カードセレクタによる文献検索は行わなく

なった。

昭和52年には、情報業務カードを作成し 、技術情報

室で発生する種々の業務をカードセレクタで統計処理

を行い、技術情報業務の実態調査を行っている。また
2) 

昭和53年からは、依頼試験カードを作成して、依頼試

験の統計処理を行っている。

昭和54年に、依頼試験カードを利用して特許惜報の

統計処理を行い、特許梢報による県内の技術動向の調

3) 9) 

査を行った。昭和55年の調査では、新たに作成した特

許惜報カードで統計処理を行った。

その結果、特許情報カー ドを使用して、特許情報の

統計処理が迅速かつ簡単にできたので、カードセレク

タによる特許情報の統計処理について報告する。

2 カードの設計

カー ドセレクタを利用 して梢報処理を行う場合、惜

報の屈が問題になる。

情報屈が多い時は、力＿ドが大紐に必要で、入力、

出力に時間がかかるので、コンピュータの活用を考慮

したはうがよい。情報批が少ない時は、カードセレク

タを使用するメリットが少ないので、他の方法での処

理が望ましい。

和歌山県内より出願される工業所有権（特許、実用

新案、意匠、商標）の出願件数は、年間で約1200件で

カードセレクタを利用するのに適当な件数である．o

2-1 特許及び実用新案の魯誌的事項

特許及び実用新案の統計処理を主目的としてカード

を設計し、カードの記入及び入力項目は公告公報の杏

誌的事項を参考とした。

公報に記載されている書誌的事項は次のとおりであ

る。

l)出願番号及ぴ出願日

2)公開番号及ぴ公開日

3)公告番号及び公告日

4)発明の名称

5)発明人及び住所

6)出願人及び住所

7)分類番号

以上の項目の中の公告日、出願人住所（市町村）、

分類番号を依頼試験カードに 1孔 1意で入力して、試

験的に統計処理を行い、特許情報カードの設計査料と

した。
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2-2 特許梢報カード

因1に特許情報カード、表 lに記入項目と位四、表

2に入力項目と位四を示す。

表 1 記入項目と位置

位 骰
項 目

ロー カラム

l ~ 3 33~65 発明の名称

1 ~ 3 60~79 分類番号

4 ~ 6 33~50 出顧人

4 -6 51~79 住所

7 33~56 出願番号 ・出願日

7 57~80 公開番号 ・公開日

8 33~56 公告番号 ・公告El

8 57~80 登録番号 ・登録日

2-3 記入及び入力方法

特許情報カードの記入及び入力方法を記す。

2-3-1 記入方法

特許情報カードは統計処理だけでな〈、特許情報検

索カードとしても利用するため、杏誌的事項を記入で

きるように設計した。また、裏面には、発明の簡単な

説明を記入してもよい。

次に、各項目の記入方法を記す。

1)発明の名称 ：公開公報に記載されている発明の名

称を記入する。審査請求有りの公報はJtlの字にチェ ッ

クする。

2)分類番号 ：公報に記載されている分類番号を記入

する。公開公報の分類は、昭和50年 3月までは日本分

表2 入力項目と位置

位 沼
項 目

ロ カラム

1 ~12 1 ~ 3 出 顧 年 月

1 ~12 4 ~ 6 公 開 年 月

l ~12 7 ~ 9 公 告 年 月

1 ~12 10~12 叉立 録 年 月

l ~12 13~18 地 域

l ~12 19~32 
----------------------- 分 類
9 ~12 33~40 

9 ~12 33~80 出願人

1 ~ 6 80 工業所有権別

5‘ 

類 （Jp C)、昭和50年4月～昭和54年12月まではJ
6) 

PCと国際分類 (IPC)の併記、昭和55年 1月以降

はIPCのみで記載されている。

3)出願人及び住所 ：出顧人と出願人の住所を記入す

る。

4)出顧番号及び出願日、公開番号及び公開日、公告

番号及び公告日、登録番号及び登録日 ：各々の番号及

ぴ年月日を記入する。公開公報には、公告及び登録番

号等はまだ記入されていないが、県内より出願された

工業所有権を把握しておくため、できるだけ調査して

記入する。

2-3-2 入力方法

カー ドは主に統計処理用として設計したので、入力

項目は、出顧日、地域、分頚に重点をおいて、入力、

出力が簡単な 1孔1意で設計した。各項目の入力方法

.
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．
 

J

降

す

45Aまで入力

告

及

番

た

て

カ

、

法

を記す。

1)出顧、公開、公告、登鉢 ：年は30、40、50、60と

1 ~ 9、0で昭和の年号で入力し、月は 1~12で入力

する。出狐、公開、公告、登録された時点を各々の項

目に入力する。

2)地域 ：カードは和歌山リ，け内より出顧されたエ某所

打権を対称としているので、リ，し内の全市町村を入力で

きるように設計した。依頼試験カードと同様にリ，1内を

8プロ ックに分け、出願人住所の市町村を入力する。

3)分類 ：特許と実用新案は同一の分類方法で分類さ

れ、Jp CとIPCの2つの分類体系がある。

J p Cの分類体系は用途別で、類で177、補助類で
1102、種目で23966の分類項目がある。 I PCは機能

的分類体系で、セクション 8、サプセクション21、ク

ラス116、サプクラス 614、メイングループ6469、サ

プグループ44967の分類項目がある。

特許梢報カードはJPCとIPCの両方で入力でき

るように設計した。JPCは補助類、 I PCはサプク

ラスまで入力できる。

JPCとIPCの入力例（メリヤスよこ編機の柄出

ドラムの分類番号を例とした）を示す。

JPCの例

45A312.2--

IPCの例

D04815/74---+ D048まで入力

このカードは特許及び実用新案用に設計したが、惹

匠及ぴ商栢の分類も入力できる。意匠は物品の区別 （

50項目 ）、商標は商品の区別 (34項目）で入力する。

4)出顧人 ：会社名または個人名を入力する。入力方法

は中小企業梢報センターの科学技術文献カードのキー

ワード入力方法に祁じて行う 。

5)工業所有権別 ：特許、実用新案、意匠、商標別に

入力する。審査誼求有りの公報は請求の項に入力する。

3 実際にカードを使用した考弩・特許情報カードを使用して統計処理を行い、気付い
I, た点を記す。

カードセレクタは当場に設四してあるタナック 780
21 

-22Sを使用し、カードヘの入力はマーク方式を採用

した。

入力は日本特許梢報センター(JAPAT IC)へ
検索依頼して得られた検索回答附 （県内から出顧され

た特許及ぴ実用新案の公開公報）を衣料とし、 1公報

を1枚のカードヘ入力した。

カードに出顧日、地域 （市町村）、分類 (IPC) 

を入力した。入カミスを照合するために分類番号及ぴ

出願人を記入した。

1)出馴日 ：年と月が同じ数字が並んでいるので入力

しにくい。特に公開、公告、登録の入力には気を付け

る必要がある。

2)地域：人力には問題点はないが、プロ ック別に出

カできるように設計したほうが便利である。

3)分類 ：入力は類別で行ったが、 177 と数が多く、

また数字が14列も並んでいるのそ＇入カミスが生じやす

い。実際の統計処理は産業部門別及ぴ産業分類別で巣

叶したので、産業部門別及ぴ分類別でも入力できるよ

うに設計したほうがよい。昭和55年 1月以降、公報の

分類は IPCのみで分類されている。また、Jp Cと
I PCの対照表も出版されているので、カードは Ip 
Cを主体とした設計が望ましい。

以上、カードを統計調査に使用した際、気付いた点

を記したが、使用回数も少なく、他にも改良する点が

出て来るだろう 。また、特許梢報の検索カードとして

使用する場合は根本的に設計を検討しなければならな

いだろう。

4 おわりに

カードの設計の中心にして、カードセレクタを利用

する特許情報の統汁処理について述ぺたが、統計の取

り方、カードの設計等に検討するところが多い。しか

し、特許情報による県内の技術動向の凋査に十分役立

った。

一方、検索用としては、未だ使用していないので、

特許梢報検索カードとしては未知数ではあるが、JA 

PAT ICで、コンピュータによる特許情報の統計調
8) 

介サービスを行っており、当場の特許情報カードは、

統計調査用よりも、特許情報検索用にウェイトを沼き

設計しなおす必要があるだろう。

現在、当瑞におけるカードセレクタは主に統計処理

に使用し、情報検索にはほとんど利用していない。し

かし、カードセレクタによる統計処理には限度があり

コンビュータを利用した統計方法を開発し、カードセ

レクタは情報検索用として再検討する必要がある。

今後、当坊では、特許梢報、技術文献、図面等には

マイクロフィルムとカードを組合せたアパーチュアカ

ード、図i.!}の管理及ぴ貸出用カード、技術指導及ぴ技

術相談カード等を検討したい。

参考文献

l)中小企業情報センター絹、 ｀科学技術文献検索力

ードによる梢報検索マニュアル”東京、中小企業
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2)洒井ら、和歌山県工業試験場報告

P 17 -I 9 (1979) 
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4)酒井宏血、和歌山県工業試験場報告 昭和55年度

5)特許庁編、 ‘特許 ・実用新案分類表”束京、
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索システム ・統計サービス’’
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オムツ 生 地の開発

1 概要及ぴ目的

現在当産地では広幅に製緻し、仕上加工後維製に至

る生産工程が主体である。今回新開発のオムツ生地は

人体の中心部につけるもので一定幅のエンドレス／fクの

袋部を形成し、さらに袋部分に吸水帯をそう入し箔用

するものである。特にオムツ材は吸水性、耐洗た〈性

柔軟性が要求される。生地開発に当り 、1)織物密度、

2)組織の特徴（一頂、 二煎織）、 3）洗たく時における

汚物の脱落ならびに乾燥度を主眼として織物設計し試

作する。

2 製織方法

1) 使用機鈴木式ドビー付自動織機

2) 索材 綿糸 8番、 10番、 20番

3) 組織 平識、綾織、変り織

ポーダ一部分をエンドレス状に組織、密度を選定し

繊維部 神前寿

マス見本に製織、物性試験を実施する。

3 物理試験項目

J I S L -1096 (1979) 

JI S L-1079 (1976) 6.16 参考

4 結果及ぴ考察

ボーダ一部をエンドレス状に製綿（両端一重）し、

滑脱抵抗力を大きくするため、タテまたは、ヨコ糸の

接結方法にくふうを加えたので良好な結果を得た。

試作後、物性試験の結果から 2点に選択し、仕上加

工を施し着用試験を実施し、さらに検討を加えた。今

後ポーダー間に収納する索材、厚さ等について改良、

くプ：以；：口ことの協同開発のため詳細は ・

控える。

多品種少量生産高付加価値化の研究

第1報 ポリエステルフィラメントの破断状態の観察

繊維部 上川二三雄坂崎実

吉田米蔵 角谷秀昭

要 旨

ポリエステルフィラメント糸におげる熱処理温度、延伸度が冷却後の引張破断状態に、また

引張時温度が破断状態に及ぽす影特について龍子頷微鏡による観察及び写真栂影の結果、熱処

理温度、延伸度については繊維の引張破断状態に微妙に彩押することが判明した。

1 緒言

繊維製品のクレーム処理に関する試験を行う時、そ

の欠点部をもつ試料からできるだけ多くのti1報を得る
必要がある。品牲管理上、生地の欠点部からその発生

原因を推定し、速やかにその対策を企てることが肝要

である。そのために、原因と椒維の状態の体系的菩梢

が不可欠である。特に這子顕微鋭、光学額微鏡の写真

が大きな威力を発揮する。誼子頷微鋭等を利用した欠
I) 2) 

点品の解析事例に関する研究は、尾野、見谷他に詳し
3)4)5) 

いが、繊維の断面からの情報に関する研究は少ない。

そこで箪者らは、ポリエステルフィラメント糸を利用

して熱処理条件等と、その引張切断時の破断面の観察

を行ったので報告する。

2 目的

が引張破断状態に及ぼす影押を並刊邸揺を用いて観 t：

察する。

3 試料

ポリエステルフィラメント糸150D、24Fil

4 実験方法
4 -1 延伸度が引張破断状態に及ぽす彩脚について

カネポウエンジニアリング製熱応力測定装骰のヒー

タ一部を190℃に加熱しておき、試料 (10cm、リング

状）をヒーターに入れ、 2分間自由収縮させたもの、

190℃中で2分間加熱後、常温時の試料長に対し、5,

%、 10%、15%、20％延伸させた後、急冷し24時間放

沼後、標準状態 (20℃、 60%RH)で、200mm/minの

引張速度で引張り破断した。その破断状態を明石走査

虚子額微鏡 IS I -40Wで観察し、写真撮影した。

ポリエステルフィラメント糸について熱処理条件等 4 -2 熱処理温度が引張破断状態に及ぼす影開につ
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0

、’

土

観

いて

カネポウエンジニアリング製熱応力測定装囲に試料

を、初荷重 3gfのもとでセ ットし、1.6℃/secで昇温、

50、70、90、110、130、150、170、190、210、230℃

で2分間保った後、急冷し24時間放四後、標準状態で

200mm/minの引張速度で引張り、破断した。その破断

，状態を観察し、写真撮影した。

4-3 引張り時の温度が引張破断状態に及ぽす彰孵

について

カネポウエンジニアリング製熱応力測定装置のヒー

タ一部を50、90、110、130、150、.170、190℃にして

おき、試料を入れ200mm/minの引張速度で引張り破断

し、その破断状態を観察し、写真撮影した。・

5 顕微鏡写真及ぴ結果

5 -1 延伸度が引張破断状態に及ぽす影特について

図1、図 2、図3、図4、図5に、それぞれ190℃

で、自由収縮後、 5%、10%、15%、20％延伸後、引

ロロニニニ口
ロロロロニニ
ニロニロニニ
ロニロニニ］
190℃ 2分間自由収縮後破断の観察図 1

三

□
口

□

三
三
三
三

□
三
三
三

ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
コ
ロ

□
三
三

□図2 190℃ 5％延伸、冷却後引張破断の観察

張破断した24フィラメントの破断状態を示した。また

写真1~ 8は、それぞれの写兵り一部である、これら
の観察及び写真から、延伸度が大きくなるほど、き裂

か大きくなり、それぞれ特徴をもっていることがわか

る。

図4

：了ご二言句三
三ロニミこよ三
ロ：コニジ了
三：デ戸三三コ
190℃15％延伸、冷却後引張破断の観察

ニニ口〖図5 190℃20％延伸、冷却後引張破断の観察

写真1 190℃自由収縮後破断

、て

グ

、

5

放

の

査

、

）

日

＂
・

＇

-
h
l

こつ 図3

二三二三三三
三口二三三ロ
三］］□三二
三ニニエ三
190℃10％延伸、冷却後引張破断の観察 写真2 190℃自由収縮後破断
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写真3 190℃ 5％延伸後破断

写真4 190℃ 5％延伸後破断

写真5 190℃10％延伸後破断

写真6 190℃10％延伸後破断

5 -2 熱処理温度が引張破断状態に及ぼす影碑につ

いて

写真7 190℃15％延伸移破断

写真8 190℃15％延伸後破断

図6に、熱処理温度と引張破断状態の 2例を示した。

また、写真9~26にその一部を示した。これらの観察

及び写真から各処理温度による破断面の特徴がみられ

る。特に150℃を境にして異なった破断面が表れる。

これは、ポリエステルフィラメントの熱応力曲線が150

℃でピークを里し、 150℃以下では収縮現象がみられ、

150℃以上では緩和現象を呈すると言うことと深い関
6) 

係があると思われる。

図6 熱処理、冷却後引張破断の観察
＂ 
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9『

写真9 50℃処理後破断

゜
た

察

れ

ヽ

沿

れ

関

写真10 50℃処理後破断

写真11 70℃処理後破断

写真13 90℃処理後破断

写真14 90℃処理後破断

写真15 130℃処理後破断

写真12 70℃処理後破断 写真16 130℃処理後破断
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写真17 150℃処理後破断

写真18 150℃処理後破断

写真19 170℃処理後破断

写真20亀 170℃処理後破断

写真21 190℃処理後破断

写真22 190℃処理後破断

写真23 210℃処理後破断

写真24 210℃処理後破断

,.. 

5, 

ー
叫
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写真25 230℃処理後破断

写真26 230℃処理後破断

5 -3 引張り時の温度が引張破断状態に及ぼす影靱

について

図7に、各温度中における引張破断面の状態を示し

写真を27~32に掲げた。各温度に顕著な差は、認めら

れなかった。

図7 各温度中での引張破断の観察

写真27 50℃中で破断

- 31 -

写真28 70℃中で破断

写真29 90℃中で破断

写真30 110℃中で破断

写真31 170℃中で破断



写真32 190℃中で破断

6 結論

各条件下での破断状態を観察した結果、処理温度、

延伸度等が、引張破断状態に少なからず彩郭を及ぽす

ことが認められた。しかしながら、破断状態を観察し

て直ちに、引張破断時の状況を推定することはできな

い。今後、他の条件（例えば引張速度、引張り時の長

後加工による幅出し仕上幅が収縮率に及ほ‘す影響

繊維部 坂崎実吉田米蔵

1 目的 2-2 試料幅測定

メリヤス生地の物性試験の結果は断定的で、また納

得の行く数値が少ない。本試験は依頼者側から同一試

料であっても検査機関を異にすると、その結果に差が

あるのではないかとの苦情があったことから始めたも

のである。結果の差に彩押する要因は多多ある と思わ

れるが、後加工、すなわち幅出し仕上後に生ずる輻の

狭所、広所が関係しているのではないかと推定し、幅

出し仕上後の幅の狭広部分と収縮率とについて検討を

行った。

2 試験

2 -1 試料

フライス、天じく両面のヨコ編地をそれぞれ15m、

編成条件及びセット条件は表 1のとおりである。

表 1

フライス 天じく 両 而

綿糸（］00%) 60/2 S 60/2 S 40S 

紺 機 24mch 241nch 37inch 
18G 18G 22G 

仕上規格幅 55cm X 2 61cm X 2 90cmX 2 

？:皿n 度 160℃ 180℃ 140℃ 
セ
ツスピー ド 8m/mm Sm/min 7m/min 
卜

条 オーバフィ ード 6%  5% JO% 
件
わ ＜ 饂 110cm 66cm 71cm 

さ等）、他の繊維についての切断等をも観察し、デー

ターを苦梢し、他の試験機器（例えば熱応力測定装閻

摩耗試験機、 WDX装沼等）の試験結果とも併せてク・

レーム処理の体系化に努めるつもりである。今回の研

究の写真現像、焼付には、岡本良作、北口功両氏に御

協力を頂きました。御礼申し上げます。
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業試験拗報告（昭和53、54年度）

生地15mを30等分に切断し、等分したおのおのの試

料の幅を 3ヶ所測定し、 3ヶ所の平均値を試験片の幅

とした。工程段階別の編地の幅は表2に示すごと〈で

ある。

表2

原 布 幅 セットわく幅 生地幅

フライス 570mm 660mm 540mm 

天じく 644mm 710mm 600mm 

両 面 917mm 1100mm 856mm 

2- 3 収縮率試験

JISL-1018（メリヤス生地試験法）に雄じて、

F-1、H、D法を実施した。ただし、 H法の洗た＜操

作はJI S L-0217 (1976)、別表103で行った。脱

水は手で軽く押える程度とし、乾燥はスクリ ーン乾燥

を応用し自然乾燥させた。

3 結果と考察

表3、及ぴ図 1~ 6に示すとおりである。 『

おおむね3組織ともウェール方向においては図 1、3、

5のごとくなり、幅出し仕上後の幅の狭広と関係して

いない。コース方向は幅出しロール機を通った後の幅

の狭広と関係があり 、狭所幅は収縮率が小さ〈、広所

幅では収縮率が大きい。要するに試験片採取ヶ所の

．
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表3 収縮率試験結果

9『

式
I
C
田

[

‘

フ` ラ イ ス 天 じ 〈 両ゃ 而・

幅 (mm) ウエールHI;,1 コース (J~i l;,)1 幅 (mm) ウエール(）%iI;9)) コース(方9̂1,,¥ 1 軸 (mm) ウエール（）クi1{t）l コース/）O;i,1;,)1 （％） 

522 7.1 3.1 590 3.7 4.3 832 5.9 6.9 
F 528 7.3 2.8 597 5.7 1.0 837 7.9 4.2 
| 530 7.4 3.2 600 4.6 4.2 863 6.4 9.4 

見 1 542 6.5 8.1 603 4.2 3.8 873 5.1 10. 7 

554 6.5 10.1 609 2.7 6.0 876 6.8 9.0 
掛

530 6.5 1.1 589 5.5 2.1 832 7.7 5.4 

の 532 8.7 1. 9 599 6.1 0.7 837 7.3 6.4 

H 533 8.3 1. 9 603 5.6 3.2 863 3.8 10.9 
収 540 7.7 3.7 604 3.5 3.0 873 3.6 13 2 

縮
548 7.8 5.8 611 2.9 5.5 876 7.4 8.9 

540 7.4 3.2 580 3.0 3.2 832 4.9 1.6 
率 543 5.8 4.4 597 4.1 2.9 837 3.3 5.6 

D 544 6.0 5.9 604 3.0 3.3 863 1. 9 6.5 

558 6.1 5.8 605 3.0 4.1 873 1. 7 8.9 

558 6.0 8.5 613 2.3 5.5 876 3.7 7.5 

522 4.1 2 5 590 3.1 2.6 832 3.7 2.7 
F 528 4.5 2.4 597 4.1 1.3 837 3.8 1.3 

正 | 530 4.9 2.3 600 3.4 2.4 863 4.5 3.3 
味 1 542 4.6 4.2 603 3.0 2.4 873 3.8 2.7 

の 554 4.2 3.2 609 3.0 1. 9 876 3.9 3.0 

収 530 4 1 2.5 589 3.9 2.1 832 4 4 2.5 

縮 532 5.1 3.0 599 4.5 2.2 837 4.0 2.3 

率 H 533 4.8 2.6 603 4.0 2.4 863 2.8 3.2 

540 5.2 3.0 604 2.4 1. 7 873 3.0 4.3 

548 4.7 3.5 611 2.4 2.2 876 3.7 1. 2 
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狭広がコース方向の結果に微妙に影響しているように

思われる。

組織及び試験方法からの影咽も調べるために、フラ

イス、天じく 、両而の 3編組織につき、収縮率試験法

F-1、H、D法を実施したが、組織変化、試験法別と

は関係なく、本試験の目的からいえば同じ結果を得た。

正味の収縮率の結果はウェール方向、コース方向とも

に、幅の狭広とは関係していないように思われる。

今回の試験の丸編生地は精練、漂白、染色などの加

工を行い、生地がひっぱられたり 、編目がゆがんだり

して帯状になっているので、素材、密度、組織、加工

を対象とするより 、後加工幅の狭広のみと収縮率につ

いての関係を調べたものである。

おわりに、この試験の試料を提供して頂きましたi't

志川工業仰に深く感謝致します。
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ローソンFAK試験編機の性能試験や

1 目的

』メリヤス生地のヨコ段欠点が編成条件に起因するか

索材、染色条件に起因するかを調ぺるヨコ段原因究明

試験において最も有効な試験法は、ローソン FAKに

よる再編成試験である。 この試験方法は、条件を均一

にして編成することにより編成条件バラッキによる発

生原因を取り除いた上での生地を編成し、紫材及び染

色のバラッキ原因とヨコ段を視党によって判定するも

のである。ゆえに、ループ長のバラッキの少ない均一

な安定した編地の編成条件を決定するための試験を行

った。

2 試料及ぴ試験方法

2 -1 使用素材

綿糸30/1番手 （コーマ糸）、綿糸30/1番手（カード

_

|
」
0

0

0

0

0

0
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o

l

l

o

l

 

-

l
 

回転数 56回

^‘―←’‘會～、

繊維部 吉田米蔵

糸）、綿糸30/1番手 （オープンエンド糸）、綿糸60/2

番手、アクリル糸1/48番手、ボリエステル加工糸 150

デニール。

2 -2 使用機械

ローソンFAK機・シリンダー直径 3少ィンチ、針、

本数220本、 20ゲージ

2-3 試験方法

1) 編機回転数、給糸車糸巻回数とループ長のバラッ

キの関係を綿糸30/1番手（コーマ糸）を使用し、実

験した。編機同転数を56回／分、 98回／分、 140回／分の

3水準．給糸測長車、糸巻回数2回、3回、 5回、 7

回、 9回の5水禅におけるループ長バラッキを調べ、

図 l、2に示した。

国転数 98回

． 、・一． 、^・ ， ム

回転数 140回

會• • • ・-r 

給糸車糸

巻回数

9回

0.0 

1.0 

1.0 

0.0 

-1.0 

1.0 

o.o 

-1.0 

l 
ャ I 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

3回

・7回

5回

2回

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

図1 回転数、給糸車糸巻回数とルーブ長のパラッキ

（綿糸30/1コーマ糸）
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i 2 3 4も67 8 4 i h ; i 2 3.i 5 6ケ8!) 1h i 
図3 巻回数とルーブ長バラッキ（アクリル1/48、 ~
ポリエステル加工糸150°) 

図2 回転数、給糸車糸巻回数とループ長変化

（綿糸30/1コーマ糸）

2) 素材、給糸車糸巻回数とループ長バラッキの関係

を調べるため、アクリル糸1/48番手、ポリエステル

加工糸 150デニールを使用し、回転数98回のもとで巻

回数を 2回、 3回、 5回、 7回、 9回の 5水準を取リ

ループ長のバラッキを測定した。 （図3に示す。）

3) 糸の太さむらが編地に及ぽす彩押を知るために U

％の異なる糸で製編し、視党判定を行った。測定結

果は図4に編成生地の写真は図 5に示した。
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図4 No. 1、2、4、 5のU%
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No.4 綿100%

U%  20.l 

カード糸 30/1 S 

No.2 綿100% No.l綿100%

U%  13.2 U%  12.2 

オープンエンド糸30/1S コーマ糸 30/1 S 

図 5

No.5 綿100%

U%  9.8 

60/2 

3 結果

3 -1 回転数、給糸単糸巻回数とループ長バラッキ

の関係について

図1から糸巻回数が2回、 3回、 5回と多くなるに

つれて、ループ長バラッキが減少し、 5回以上ではパ

ラッキが非常に少なくなることがわかる。また、回転

数140回ではパラッキを少な〈するためには、糸巻回

数を 7回以上にする必要があることがわかる。

図2に編機回転数、給糸車糸巻回数とループ長変化

の関係を示す。この図から糸巻回数が2回、 3回では

回転数が上がるにつれてループ長は急激に滅少するが

糸巻回数が5回以上で安定する。

3 -2 アクリル糸とポリエステル）JlI工糸での糸巻回

数とループ長バラッキについて

因3に示すように、アクリル1/48番手ではループ長

のパラッキが糸巻同数による影咽がみられないが、ポ

リエステル加工糸においては、糸巻回数が7回以上で

非常に少なくなることがわかる。

3-3 糸の太さむら (U%)と編地の視党判定

図4にU％測定結果を示す。図5にU%、20.0%、

13.2%、12.2%、9.8％の糸で編成した生地である。こ

の編地より U％の小さい生地はど美しく編成されてい

るのが視党判定できる。なお、この編地はループ長差

土5.0％以内で編成された生地である。

4 むすぴ

今回の試験において次の事が判明した。

1) 綿糸においては、給糸車糸巻回数は 7回程度がよ

し、

゜
2) 紫材によって給糸車糸巻回数は考慮しなければな

らない。

3) ループ長差土 0.5％以内で編成すれば索材の太さ

むら等の視此判定ができる。今後おのおの素材の硬

さ、摩擦係数、伸縮性等の物性と給糸車糸巻回数との

関係を究明して行くつもりである。
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パイル抜け防止生地の開発

繊維部 角谷秀昭上川二三雄

神前舞藪内武

1 目的 バイル保持力を従米の 1越、 8越、 12越の樹脂加工前

本県伊都郡高野口町、かつらぎ町を中心とする地城 及び樹脂加工後のパイル保持力と比較、検討した。

は、全国シェアー90％以上を占めるパイル、シール織 パイル保持力の測定は、図 lに示すように試料をU

物産地である。パイル、シール綿物は、イス張り、が ゲージに取り付itピンセットでバイルの一端をつかみ

ん具等に独得の魅力をそなえ、広く愛用されているけ 引き抜く際の最大応力をレコーダーに記録させた。各

れども、宿命的といえるパイル抜けという欠点を持っ 試科につき40回行い、その結果を図 2に示した。図中

ている。そのため現在、衷面に樹脂加工等を施こして の矢印の上端は母平均の推定の上限を、下端は下限を

その欠点を補っているけれども、完全に抜け毛、パイ 示している。この図から、樹脂加工することにより 1

ル抜けをなくすことはできない。今後、カーテン、衣 越のパイル織物については約8倍、 8越については約

料等の分野へ進出するためには、コスト面、風合面か 9倍、 12越については約2倍のパイル保持力を持つに

ら樹脂加工を要しないが、樹脂址の少ない製品、製織 至ることがわかる。しかし、試作した試料については、

法が望まれている。そこで、昭和55年度技術開発研究 8越、 12越の樹脂加工織物の約25倍、 1越の樹脂加工

1f補助事業として、毛抜けの少ないパイル保持力の優 織物の約1.2倍のパイル保持力があり、樹脂加工するこ

れた組織、製織法、関連装附を開発し、試織した。 となく十分なパイル保持力を有していることかわかっ

2 試織法 た。

地タテ糸に20/2Sレーヨン糸、地ヨコ糸に10/1Sレ 4 結論

ーヨン糸、パイル糸に30/2Sアクリル糸を使用し、シ 以上の実験結果から、開発した組織を利用したパイ

ャットルレスダプルパイル織機（グスケン社製）によ ル織物は、樹脂加工することなく 、従来の樹脂加工を

り、当研究にあたリ開発した新規綿物組織を考案した

40 
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図2 各試料のバイル保持力の平均値

及ぴ平均値の推定

29.8 
2

よ

測

図1 バイル保持力測定装置

特殊装骰により、製織を試みた。

3 試織品の評価 ｀ 
上記方法により試織したパイル織物について、その

施こしたものと同等の、または、それ以上のパイル｛窯

持力を有していることが判明した。しかしながら、本

研究は一応試作の段階であり実用には解決しなければ

ならない問題がたぶんに残されている。なお、本研究

で開発した組織、製織法、特殊装囲は、特許出顧を申

Iltiする予定であるので、本報告では詳細は控えた。

L
.
)
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セリウム(N)イオンによるビニルモノマーの

グラフト共重合を利用した綿繊維への乾式転写捺染

染色部 久保田静男 田村禎男

.. 
前

ヽ

u
み

各

中

を

1

約

に

は

エ

要 旨

セリウム (N)イオンによりポリエステル／綿（65/35)混紡繊維に、メタクリル酸エステ

ル、アクリル酸エステル、酢酸ピニル、スチレン等のピニルモノマー及びそれらのコモノマー

をグラフト共重合した。そしてグラフト繊維に分散染料による転写捺染を行った。その結果、

メタクリル酸メチルーアクリル酸nープチルコモノマーをグラフト共重合させ、分散染料を転

写捺染すると、グラフト率17.7％でK/ S値（TeraprintBlue R)は20.6となり、十分な転写

捺染性が得られた （未処理繊維のK/S値＝5.52)。そして風合も柔らかった。

つ

イ

を

1 緒言

Ce(NO山 ・2(NH4NQ3) はセルロースのグラフ ト共

重合開始剤として、次の特徴を有する。

l)水浴性である。

2)室温～40℃ぐらいの比較的低温でグラフト共狐合

を開始する。

3)図 1の反応により 、セルロース上にラジカルを生

し、グラフ ト共韮合を開始するので、モノマーのグラ

フト効率が良い。

先に、メタクリル酸メチル等のピニルモノマーをE

/C (65/35)プロードにグラフト共韮合し、分散染
I) 

料により乾式転写捺染する ことを報告したが、今回は

さらに種々ピニルモノマーを検討し、染着性の良い、

風合の柔らかいビニルモノマーを見出した。その結果

を詳しく報告する。

CH20H 

＇ 詐°、:o-
一を認／g
'' H OH 

図1

＋ 

グラフ ト率（％）

＂ Ce 
和2OH

Hl；；一0ゞ o-

ふtぷA・..叩
¢: 

ロニトリル (AN)、アクリルアミド (AAm)を検討

した。そして今回はピニルモノマーとして、アクリル

酸エチル (EtA)、アクリル酸nープチル (n-BuA)、

アクリル酸2—エチルヘキシル (2-EtHA) 、 メタクリ

ル酸nープチル（n-BuMA)、酢酸ピニル (VAc) 、ア

クリJI:'酸 (AA)、4-ピニルピリジン (4-VP)を検討
I) 

した。重合条件は、前報で検討して得られた最適重合
-3 

条件、すなわち、 〔Ce門＝ 2XlOモル／£ 、セルロー

ス（ろ紙） 0.5g、モノマー 2rn.£、水8叫をガラス封管

中に仕込み、通常の方法で窒素沼換をし、滅圧下で封

管を溶封してから、遮光下で、重合温度40℃で、所定

時間グラフ ト共重合を行った。そしてハイドロキノン

を入れたメタノール等の沈殿剤中に、グラフト共重合

物を入れ、重合を停止させ、その後溶媒でホモポリマ

ーを抽出した。

その結果を表1に示す。

表1 CeIVイオン開始剤による種々ピニルモノマー

のセルロースヘのグラフト共重合a)

↓ 
¢H,0 
C-0 H/a voー・ ＊c c + Ce + H 
ー、宮柘
k o 

呆

に

よ

だ

h

2 実験

グラフト共重合中に生成したホモポリマーは浴媒に

より処理布から抽出した。そして処理布の重屈増加を

測定し、グラフト率は次式より求めた。

グラフトしたモノマーの紙(g)

幹ポリマーの菌(g)
I) 

XlOO他の実験は前報と同様に行った。

3 結果と考察
I) 

前報では、セリウム (N)イオンによるセルロース

へのピニルモノマーのグラフト共重合において、ビニ

ルモノマーとして、メタクリル酸メチル (MMA)、

アク リル酸メチル (MeA)、スチレン (St)、アク リ

39 

モノマー 煎合時間
(hrs) 

グラフト率
（％） 

EtA 

n-BuA 

2-EtHA 

n-BuMA 

VAc 

AA 

4-VP 

0.5 

1.0 

0.5 

1.0 

1.5 

1.0 

0.5 

1.0 

1.0 

1.0 

2.0 

120.2 

300.1 

121.3 

141.9 

211.3 

29.4 

127.2 

66.7 

9.1 
b) 

1. 6 

1. 9 

a)セルロース 0.5g、 [Ce門；；iXIO-3mole/t
モノマー 2咸、 水8叫、 40℃ 

b)モノマーのグラフ ト効率 1.4% 



表 1より、 EtA、n-BuA、n-BuMA、VAcは速やか

にグラフト共重合した。そして2-EtHAでは共頂合辿

度はやや遅いがグラフト共韮合が起った。AAは共重

合速度も遅く、モノマーのグラフト効率は1.4％と低

かった。そして4-VPではほとんどグラフト共重合は

起らなかった。

次に、セルロースにグラフト共重合しやすいモノマ

ーについて、セリウム (N)イオンによる E/C(65 

/35)プロードヘのグラフト共爪合を行った。重合条

件は〔Ce門＝2X 10-3モル／ t、水中、フラスコ中で
樅拌あるいは攪拌なしで、空気中、あるいは窒索下で

20℃あるいは40℃で所定時間重合した。そして浴媒で

ホモポリマ＿を抽出して、得られた処理布へ、 Terap-

rint Blue R (C.I. Disperse Blue 14)を印捺した転

写紙で、 205℃、30秒間、転写捺染し、表面染沼汲度K

/S値を測定した。 E/C(65/35)へのグラフト共

重合結果及びK/Sイ直を表 2に示す。

表 2より、 AAm、ANでは分散染料の染苅性は増加

しないが、 St、 MeA、EtA、n-BuA、2-EtHA、n-

BuMA、MMA、VAc では分散染料の染着性は増加し

K/ S値ではポリエステル 100％布吊 (17.9)に近い

値が得られた。なお未処理E/C(65/35)プロード

のK/S｛直は5.52、未処理綿プロードのK/S他は0.

50である。そしてグラフト E/Cプロードの風合はア

クリル酸アルキルエステルでは柔らかく、 一CH3、一

CHzCH3 

CH2CH3、-CH2CH2CH2CH,、-CH:-CH-CH2CH2

C出CH3とアルキル培が長くなるにつれて柔らかくな

った。しかし、長くなるほどぺたついた感じがする。

表 2の結果のグラフト率に対する K/S値のプロッ

トを図 2に示す。

図 2より AAm、ANでは分散染料の染灼性は妍加し

ないが、ほぽSt、 EtA、MeA、n-BuA、2EtHA、MM

A、VAcの順で分散染料の染滸性は増加するのが分る。

次にセリウム (N)イオンによる E/C(65/35) 

プロードヘの種々ピニルコモノマーのグラフト共直合

について検討した。
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表2 E/C (65/35)プロードヘの種々ピニルモノマーのグラフト共重合a)

EtA 

o廷
0 20 40 60 80 

グラフト率 （％）
図2 グラフト率に対する K/5値のプロット

Teraprint Blue R(Cl diaperse blue 14) 

入max=650nm

モノマー 重合温度
（℃） 

VAc 

MMA 

5 vol.% 40 

5 vol.% 20 

n-BuMA 5vol.% 40 

2-EtHA 5vol.% 40 

n-BuA 5vol.% 40 

EtA 5vol.% 40 

MeA 5vol.% 20 

StC) lOvol.% 40 

AN 5vol.% 40 

AAm 3wt% 40 

重合[¥ 間 グラフト率 K/Sb' 
(hr （％） 

0.8 5.4 10.7 

2 6.9 8.27 

2.5 13.7 13.5 

3.5 19.1 15.9 

2.5 24 5 20.3 ． 4.5 24.8 14.5 

4 5 38.2 14.0 

1. 3 65.4 18.0 

1. 5 39 8 15.4 

5 55.4 16.9 

40 18.7 9.04 

0.8 9.1 5.73 

1 10.1 5.79 

1 9 5.7 5.18 .. 
2 6.0 5.19 

2.3 7.4 5.12 

a) [CelV] =2XJO―3mole/e.水中

b)グラフト E/CプロードのK/S (1'1 Teraprint Blue R.,¥max=650nm 

，ポリエステル"17.9、E/Cプロード 5.52、綿 0.50 

C) i¥<i圧下での狙合

- 40 



l2CH2 

かくな

する。

プロッ

増加し

し、MM

が分る
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比重合
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グラフト共重合は〔Ce門＝ 2x10・3モル／c、水中
40℃で、フラスコ内で、攪拌あるいは攪拌なしで、空

気中あるいは窒索下で行った。これらの結果を表3に

示す。

敷島紡絨（株）は「マーメイドユニ」のプランドで

綿のペンゾイル化を行って改質し、分散染科による乾
2 

式転写捺染法を開発している。そこで表2に示したよ

うに Stのグラフト共重合を行ったが、簡単にはグラフ

ト共重合は起らないので、 MMA-Stコモノマーのグラ

フト共重合を行った。表3に示すようにグラフト共韮

合は容易に起るが、染着性は MMA単独の場合よりは

やや低下した。

E/C  (65/35)プロードに MMA等をグラフト共

重合すると疎水性になり、繊維の吸湿性が低下するが

MMA-AAm 、 MMA-p—スチレンスルホン酸ナトリウム

(St・ S03Na)コモノマーをグラフト共巫合すると原

布と同程度かそれ以上の水分率を有するし）表 3より、

MMA-AAmコモノマーは容易にグラフト共重合し、 K

/ S値も MMA単独の場合に比ぺてそれほど低下しな

い。MMA-St• S03Naコモノマーの場合には MMA単

独の場合に比ぺてやや低下した。

n-BuA、2-EtHA単独のE/C (65/35)プロ＿ド

へのグラフト共煎合では、 1りられた処理布の風合は柔

らかいが、ぺたついた感じがするので、 MMA-n-BuA

MMA-2EtHA、MMA-n-BuA-AAmコモノマーのグラ

フト共煎合を検討した。表 3より、グラフト共重合は

容易に起り、 K/S1直もi岱い。そして、処理布の風合

も柔らかく、ぺたつきもない。

20 
E 

15 

K/5 

10 

MMA • •• 1A-AAm(2 2molo'/,) 

M心べ9(9C,~,...,ジン＂MA-心m(51mole•ん）

M巫-S t·S03No(16-0mol••ん）

0~ 
0 5 10 15 20 25 

グラフト率（％）

図3 グラフト率に対する K/S値のブロット

Teraprint Blue R (C.I. disperse blue 

14) J-max=650nm 

表3 E/C (65/35)プロードヘの種々ピニルコモノマーのグラフト共重合a)

コモノマー
(mole%) 

MMA-Stc> 

(52.0-48.0) 

IOvol.% 

MMA-AAm 
d) 

(85.7-14.3) 

5wt% 

el 
MMA-AAm"' 5wt% 

＆ 

(72.8-27.2) 
f l 

MMA-St・S03Na" 5wt% 

(95. 7-4.3) 

MMA-St・S03Na"l 5wt% 

(94.6-5.4) 

MMA-n-BuA 5vol.% 

(25. 2-74.8) 

MMA-2 -EtHA 5vol.% 

(32. 9-67.1) 

MMA-n-BuA-AAm 5vol.% 

(24.3-72.1-3. 6) 

2.5vol.% 

重合(h時rs間) 
グラフト率 K/S bl 
（％） 

2 7.2 8.97 

2.5 8.9 9.09 

3 10.7 10.5 

6 13.6 12.5 

1.1 19.1 14.8 

1.5 22.6 16.3 

16.5 10.5 

1.5 18.7 12.7 

3.2 5.6 6.64 

3.8 8.2 6.89 

1.4 2.8 5.79 

2.5 3.8 6.40 

3 17.7 20.6 

3 13.6 16.8 

5 38.7 20. 9・ 

2 13.l 19.7 

a} [Cert] 2 X 10・3mo!e/t, 水中． 40℃ 

b} グラフ トEiCプロードのK/S値 Tcraprint Blue R,Amax=650nm ポリエステル 17.9, E/C プロード 5.52, ii O. 50 
c} [St] 36.2 mole% (コポリマー中） d} [AAm] 2.2 mole% (コポリマー中）
,e} [AAm] 5.1 mole% (コポリマー中） f} [St・ SO,Na] 15. 7 mole% (コポリマー中）

g} [St'SO,Na] 16. 0 mole% (コポリマー中）
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表3の結果より、グラフト率に対する K/S値のプ 参名・文献

ロットを図3に示す。なおカ ッコ内の数他はそれぞれ 1)久保田静男ら、和歌山児工業試験場報告 昭和54

コポリマー中のSt、 AAm、St-SOiNaのモル％を示す。 年度、 P.29(1980) 

図3より MMA-StはMMAの場合より K/S値はや 繊維学会昭和55年年次大会研究発表会講湘会要旨

や低い。そしてMMA-AAmはMMAの場合より K/S 果、 3D05、P.154 (1979)、東京

1直は少し低く、コポリマー中の AAmが妍すとさらに 2)敷l品紡紐 （株）、特開昭51-99185

滅少した。またMMA-St-S03NaはMMAの場合より 付記

K/S1直は低く、コポリマー中のSt・S03Naが増すほ 本研究は繊維学会昭和56年度年次大会研究発表会講

どK/S値は減少した。 油要旨梨、 3F11、P.227 (1981. 5)において発表し

セルロース繊維の吸湿性の向上と

染色性の改善加工方法 ＇

染色部 谷口久次

1 はじめに

周知のようにセルロース繊維は吸湿性に店むという

長所を持っている反面、合成繊維用染料（分散染料や

カチオン染料）では染色できない。これを改善するた

め、これまでにセルロース繊維を合成繊維用染料で染

色可能にするための幾多の改質方法が考案されてきた。

しかし、それらの方法ではセルロース繊維の長所であ

る吸湿性が失われがちであるc

そこで、本研究はセルロース繊維の長所である吸湿

性を保つか、又はより向上させ、かつ他の特長‘（染色

性の改善）を付与することを目的として行ったもので

ある。

2 方法及ぴ結果

セルロース繊維を一旦メタル化するかまたはアルカ

リセルロースにする。これにビニル化合物を処理する

と、目的とする改質セルロース繊維が得られる。

この改質繊維の吸温性は未処理の場合に比ぺて、水

分率が3~ 4 ％裔くなる。また、強度、風合等の性質
がillわれることはない。そして、改質繊維は分散染料

またはカチオン染料によく染まる。

3 利点

本方法の利点及び応用面を次に列記する。

1)改11加工の反応温度が室溢付近 （30~40℃)のた
め熱批はほとんど必要としない。従って省エネルギー

/Jl]工と 臼える。

2)将米、工業化が可能となった場合のことを名えて

簡単な工程になるように配慮している。

3)本方法を綿とアクリルの混紡繊維、綿とポリエス

テルの混紡繊維に応用すると 1浴染色が可能になる。

これまで、これらの混紡繊維の染色には 2段階の染

色を要した (2浴染色）。 従って、本方法を応用した

場合、水洗、乾燥のエ程がそれぞれ1工程ずつ省略で

き、省エネルギーに役立つ。

4)本方法によ って改竹した繊維は吸湿性の優れた高

付加価値商品であるため、赤ちゃん用のおむつ、女性

の生理用ナプキン、モ ップ、その他吸湿性を要する繊

維製品に利用できる。

本改質法は特許申請中のため詳細は後日報告する。

．
 

．
 ’ 
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綿、 E/C織物のウォ ッシュ・アン

ヽ

要旨

市販の樹脂による綿及びE/C織物のウォ ッシュ ・アンド ・ウェアー加工について検討した。

そして、乾防しわ性、湿防しわ性、W&W性、遊離ホルムアルデヒド屈等を測定した。

1 はじめに

先に、セリウム (N)イオンを開始剤として用いた

CH2 (NHCOCH=CH2)袴のグラフト共重合による綿

プロードのウォ ッシュ ・アンド ・ウェアー (W&W)
1) 

加工について報告した。

今回は市販樹脂による E/C (65/35)プロード、

E/C  (65/35)ポプリン、 40番綿プロードのW&W

加工について検討したのでその結果を報告する。

2 実験

処理布は常法により精練 ．i禁白したE/C (65/35 

）プロード、E/C (65/35)ボプリン、 40番綿プロ

ード（目付 121.5g/m')を用いた。樹脂、触媒は市販

品をそのまま用いた。処理はバッドードライーキュア

法で行い、 1ディ ップ、 1ニッ・プ、予佃乾燥は 120℃

X l分、キュアは160℃X2分の条件で、ビンテンター

で行った。防しわ性はJISL 1096-1979、6・228法 （

モンサント法）、遊離ホルムアルデヒドはJISl.1041-

1976、5・28法（アセチルアセトン法）に より測定した。

W&W性はJISL1072-1972A法により行った。

3 結果と考察

3 -1 ペースレジンの検討

種々のペースレジンについて検討した結果を表1に

示す。

表 1より、 LK-Sは湿防しわ率は84％と翡く、 W

&W性は良い、しかし遊離ホル←アルデヒドは282ppm

と商い。また Eも遊離ホルムアルデヒドは 740ppm と

高い。 LFKは遊離ホルムアルデヒドも78ppm程度で

防しわ性も良い結果が得られた。また RC-830も遊離

ホルムアルデヒドは 134ppm 程度で、風合が柔らかく

防しわ性も良い結果が得られた。なお LFEは遊離ホ

ルムアルデヒドは少ないが、液安定性が悪〈、処理布

は質変した。

3-2 キャタリストの検討

次に、表 1で結果の良かったLFKとRC-830につ

いて、キャタリストを検討した。

LFK、RC-830 (グリオキザール系）ではFT( 

Zn(N03)系）防しわ性も良く、 GT(MgCい系）との

白度の差もない。

3-3 柔軟剤の検討

次にペースレジン LFKで柔軟剤を検討した。

500、200では良い風合が得られた。 4スダー JN、

染色部

43 

表 1

ド・ウェ、アー加工

久保田浄男

ペースレジンの検討a)

No. ペースレジン キャタ
リスト
FT 

防しわ井1(ea
W+F 

乾溢

遊離ホルム
アルデヒド
(ppm) 

1 ペッカミン LF K 
グリオキザール系
2 11 L FE 11 

3 11 D S-1 11 

4,,  LK-S,, 

5 11 GS 11 

6 11 RC-700K 11 

7 11 RC-830 
8 ペッカミンE
•エチレン尿索系
9 プランク、水通

2% 
II 

II 

II 

1% 

85 

84 

82 

82 

86 

84 

84 

84 

81 

78 

81 

84 

79 

81 

81 

82 

76 

78 

22 

137 

282 

220 

186 

134 

740 

22 

a)処理布E/C(65/35)プロード、処理条件、樹脂10%、

1ディノプ、 1ニップ、絞り＇l!59%、予偏乾燥120℃XI分、
キュア160℃X2分

表2 キャタ リス トの検討a)

No. 
ペース
レジン

キャタリスト
湿防
しわ屯閲
W+F 

遊離ホルム
アルデヒド
(ppm) 

1

2

3

4

5

6

 

LFK 
II 

II 

RC-830 
II 

II 

FT2%Zn(NO山 系
GT4 %MgCt渫

swx 3％複合金祇系
FT2% 

GT4 % 
SWX3% 

81 
77 

79 
81 
79 

80 

78 
62 

40 
134 
76 

Ill 

a)処理布E/C(65/35)プロード、処理条件樹脂JO%、
］ディップ］ニップ、絞りl't-(61%、予ig乾燥120℃XI分、
キュア160℃X2分

表3 柔軟剤の検討a)

Na 柔 軟 剤
湿防しわ率斡
w 

1

2

3

4

5

6

 

ファインテックス 4スターJN（アマイド系）

II p E （ポリエチレン系）

DieシリコンソフナーS（シリコン系）

II 200(II) 

500(II) 

600( II ) 

84 

83 

83 

83 

83 

83 

a)処理布E/C(65/35)プロード、処理条件 LFKIO% 

FT2%、柔軟剤1%、1ディ ップ、1ニップ、絞り率61%

予1lii位燥120℃XI分キュア160℃X2分



PEはポテッとした感じだった。

3-4 W&W加工の検討

次に LFK、RC-830、スミテックスNS -11 (グリ

オキザール系）による E/C (65/35)ポプリン染色

布のW&W加工について検討した。

表4 E/ C (65/35) 
ポプリンのW&W加工の検討a)(1)

椅i=ロニ~I 1 2 34 5 

ペッカミンLF K I J6°'ol6 

RC-830 I 16 16 

スミテソクスレジンNS-11（グリオキザール系） 16 

キャタリスト FT

アクセレレーター X-80 (I及合金属塩系）

ハイドランF-24 （水浴性ウレタン）

ファインテックスPE

ピクロンK-43(-)i社油脂、カチオン系）

3.23.2 3.2 3.2 

3.2 

I 

I I 

結果

I 2 3 4 5 

沿防しわ平(%)、W

遊離ホルムアルデヒド(ppm)

83 82 81 83 83 

74 78 110 100 101 

表5 E/C (65/35) 

プロードのW&W加工の検屁2)a)

ぺ 9／カミンLFE

R C-830 

スミテ・／ クスレジンNS-11 

キャタリスト GT

890 

アクセレレーターX-80

Dieシリコンソフナー200

ピクロン K-43 

I) icシリコンコンク S（シリコン系揆水剤）

キャタリスト SC-8('桁鉛系、コンク Sの触媒）

I 2 3 4 5 

16 16 

16 

16 JI 

4. 8 4 8 

4. 8 
1.8 J.J 

2 2 2 

I I 1 I I 

0.3 

0. 3 

結果

1 2 3 4 5 

：；：：：芦:(ptm) I:: :; :: :; :;. 
a)処理布 E/(.(65/35),プロード、処埋条件、 1ディ・／プ、1ニノプ
絞リ＇和 30%、予協乾燥 120℃XI分、キュア 160℃X2分

表6 E/ C (65/35)プロードのW&W加工
の検討(3)a)

a)処理布 E/C (65/35)ポプリン染色布．処狸条件 lディ ・ノプ
l二 ，7.絞り'fl60%、予i8乾燥120℃XI分、キュア120℃X2分 樹脂

付研~}j認炉 W&W性 （級） 遊離ホルム

％ ドリ ップライン アルデヒド
o.w.f. 乾 湿 ドライ ドライ (ppm) 

サンプルNo.l、2、5は良い結果が得られた。ソフ L F K 3.1 89 81 

ナーはファインテソクスPEよりも Dieシリコンソフ

ナー500、200の方が良い（表3、5参照）。ピクロン

K-43も良い結果が得られた（表 5参照）が、カチオ

ン系なので使用の除注慈しなければならない。

従って E/ C (65/35) ボプリン、プロー ド9のW&

w加工 (3.5級）の標池レサイプは LFKあるいは R
C-830 16%、FT3.2%、500あるいは200 1~  2 

％となる（表5、表6参照）。

次に、表1より遊離ホルムアルデヒドの少ない LF

E、風合の柔らかいRC-830、NS-11による E/C ( 

65/35)プロードのW&W加工について検討した。

Eはキャタリスト GT、キャタリスト890(FTよりも

弱〈、 GTよ＇）も強い）でも黄変し、白場は悪か った。

次に LFK、LKSによる E/ C (65/35)でプロ

ー ド（目付111.0g/m')のW&W/Jll工について検討し

た。

表6より、 LKSはLFKよりも湿防しわ率がよく

W&W性も良いが遊離ホルムアルデヒドは376ppm と

多かった。

次に LFK、LKSによる40番綿ブロード（目付

121.5g/m’)のW&W加工について検討した。

表7の結果より綿プロードの場合には LFK、LK
‘ `  Sともほとんど同程度だった。そして LKSの遊離ホ

L KS 3.3 89 86 

原布 - 75 73 

7

8

0

 

．

．

．

 

2

2

2

 

1

8

9

 

．

．

．
 

2

2

1

 

376 

a)処理布 E/C (65/35)プロード (R付lll.Og/1n')処理条件 Ill脂
10%.キャタリスト FT2%、Dieシリコンソフナー200I%、
1ティ ・1プ． Iニップ、紋リ＇f69%、--f1'4i乾燥 120℃Xl分、
キュア 160℃X2分

表7 綿プロードのW&W加工の検討(4)°)

樹脂

．
 

ム
ド
ル
ヒ

ホ

デ

ml

離
ル
p
p

遊
ア

（ンイ
イ
ラ

9

9

 

ラ
ド

級,_
.
 
性

イ

W

プ
ラ

ー
＆

ッ
ド

-
W

リド

0

,

"

油

ヽ阜F
わ
＋
＿し
W
了、

乾

J
 _"
 

，．↓ ＿上

f
 

r
 

＼
 

＿
沿

％

＞

i

o
 

L F K 2.5 83 79 

表 5より、サンプルNo.2では良い結果が得られた。LF LKS 2.5 86 77 

原f!i - 36 46 

3.0 

2.8 
4

6

 

．
．
 

2

2

 

604 

a)処理布 40番綿プロード、処理条件、け間10％キャタリスト FT
2 %、 Dieシリコ ンソフナー200l%、lディ 91 l二 97 

絞’)9和5%、-f偏位煤 120℃XI分、キュア160℃X2分

ルムアルデヒドは604ppmと高かった。

参考文献
， 

l) 久保田ii•1男ら、和歌山県工業試験場報告 昭和53

年 P.28(1979) ; ACS/ CS  J Chemical 

Congress,Cell 201 (1979) Honolulu. 
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活性汚泥の浄化機能に及ぽす染料の影響

染色部 中岡元信 石井友章豪栗本千鶴子事

要 旨

ヽ

゜

各種染料共存下における微生物によるグルコースの分解を検討した。

J I S K -3363に部じた方法では、染料の影稗は分散染料では分解を増進させ、直接染料、

反応性染料、酸性染料では彩開を及ぽさず、カチオン染料では阻害かみられた。

ワールプルグの呼吸測定では、いずれの染料も影9tを与えていない。また回分式活性汚泥処
理を行い、その動力学定数を求めたところ、それらの値にはほとんど差はみられなかった。

1 はじめに

昭和56年度よリ総額約12兆円の規校で第 5次下水道

整備 5ヶ年計画が開始されるが、最近では流域下水追

を含めて下水道全般についての種々の問姐点が提起さ
I)2)3) 

れている。

その主たるものか工場廃水受け入れの起非であり、

下水道が工場廃水の歴れみのになっていることと、祐

物の混入による浄化機能の低下のおそれが指摘されて

いる。また下水道事業を行う当ボ者の間でも水竹総屈

規制により、下水逍施設自身が規制対象にあげられる

ことからエ瑞廃水の無条件受け入れを再検討する動き

がでている。

和歌山県においても第 5次 5ヶ年計画で、かつらぎ

町に流域下水逍の建設が進められようとしているが、

この流域下水道に高野口地方の染色加工業30社の廃水

が受け入れられるか否かは、染色加工業の企業存続に

かかわる問題である。

そこで、染色廃水の中で、 一般的に一番問題となる

であろうといわれている染料について、その混入が下

水道の浄化機能の低下をひきおこすかどうかの検討を

行ったので報告する。

2 試料及ぴ実験方法

2 -1 染料及ぴ汚泥

染料は市販品を使用し、ストック溶液として2200

mg/ eを坤価し、それぞれの実験に応じ適宜希釈して実
験に使用した。

汚泥は下水処理場より採取した返送汚泥をペプトン

閻エキス、無機塩よりなる人工下水により 2週間以上

連続式活性汚泥装囲により順迩して使用した。汚泥泊

度は混合液 lOOmeを3000回転で10分間辿心分離し、沈

澱物を 110℃で24時間乾燥後の重紐を求め尊出した。

2-2 振とう培炎実験

微生物のグルコース分解能に及ぽす染料の影押を知

るために、 MLSSが30mg/e、グルコース30mg/e、

染料がそれぞれ0、 5、10、20、30mg/eで、液絨2Onlt

となるように調埜した混合液をL字型試験管で、 3日

間振とう培従し、この培養終了液0.1叫を杭種歯とし

て、グルコース30mg/e、染料がそれぞれ、 0、5、10

20、30mg/tとなるように調整した混合液20叫に加え、

27℃で、振とう培従を行い、グルコースの経時変化を

フェノール硫酸法で測定した。

2 -3 ワールプルグ試験

ワールプルグ用ベッセルの主室にMLSSを約 550

mg/ eに調整した汚泥2叫を、副室には発生CO2を吸収
するために 2N KOH 0.2mlを、側室にグルコース

2200mg/ e、又は各々、 2200mg/eのグルコースと染料

の混合液o.2meを入れ、 30℃で約30分の空振りののち

側室の液を主室に加え、 12時間にわたり呼吸批を測定

し、微生物のグルコース代謝での呼吸批に及ぼす各染

料の彩靱を求めた。

また12時間後の残液を0.45μ のメンプランフィルタ

ーでろ過し、ろ液のグルコース、 TOC、吸光度の測

定を行った。

2-4 回分式活性汚泥試験

実際の処理で、染料の影粋がどのように現われるか

を知るために、基質として、グルコース250mg/t、又

はグルコース250mg/£十染料50mg／しを使用し、MLS

S 2200mg/ e、温度27℃、空気砒0.4VVmgの条件で、

回分式処理を行い、 MLSS及びTOCの経時変化を

測定した。

3 結果と考察

振とう培養での結果を図 1から図 6に示す。ここで

グルコース除去に及ぽす各染料の影靱は大きく分けて

次の 3つに分類できる。

イ）阻害作用を有するもの

ロ）増進させるもの

ハ）彩碑を与えないもの

図l及び図 2に示すように、カチオン染料は、染料

汲度が高くなるに従って、誘追期間が長〈なり、明ら

かに阻害がみられる。しかし最終的な除去率は、染料

を含まない場合と同じレベルまで達しており、重金属
4 } 

のうち、 Hg、 Cr等が示す阻害とよく似た傾向を示し

た。このカチオン染料による阻害は微生物と染料のイ

オン的な結合に起因していると思われる。

図3及び図4は分散染料の祉珂舟を示したものである

が、カチオン染料の場合とは正反対に染料i農度が裔＜
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なるに従って、誘導期間が短くなり 、グルコース除去

を増進させている。これは染料自身が微生物分解を受

け、そのために微生物摂度が増大することによるもの

であると考えられる。

直接染料、反応性染料、酸性染料は図 5及び図 6に

示すように、誘導期間にも、また最終的な除去率にも

何ら影咽を及ぽしていない。

ワールプルグ検圧計で、染料の呼吸屈に及ぼす影碑

を調べた結果を図7及び図 8に示す。

図から明らかなよう に、各染料を含む試料とも呼吸

紐はコ ントロールを上回り 、かつ基質がグルコースの

みの場合と同じレペ；レに達している。

振とう培養では阻害作用がみられたカチオン染料も

図゚2 グルコ...:.ス除去に及ぼすカチオン染料の影響
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図6 グルコース除去に及ぼす反応性染料、酸性染

料の影響

呼吸屈には何ら彩靱を与えていない。これは染料と微

生物が接触後短時間で染料が微生物に吸着され、その

後はグルコースのみと同じ状態になるためであろう 。
5) 

このことや、前報の吸箔実験、さらに実際に廃出され

るカチオン染料の浪度考慮した勘合、実際の処理にお

いて、活性汚泥が汚泥令10日～20日で運転されるならr

染料はすべて汚泥の引き抜きによ って処理系外に出さ

れ、振とう培養で示された阻害は大きな意味を持たな

くなるのではないかと思われる。

またワールプルグの実験後のペッセル中のTOC及

びグルコースの値を表1にまとめt.::。

各染料を含む試料ともグルコースはほとんどゼロに

．
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表 1

a : easic Blac.k 2 + グルコース
b: グルコースのみ
c • Disperse Yellow 7 +グルコース
d:コント 0ール

MLSS: I.lo、1ペッセル a,c 

d1 

4 8 
反応時間 (hr)

12 

各々200mg/tのグルコースと染料を与えた

場合の活性汚泥の呼吸量

ワールプルグ後の残存TOC及び残存

グルコース

拭 料

a

b

e

d

e

f

h
 

TOC 
(mg/ e) 

20.2 

15.3 

53.0 

19.2 

58.8 

16.7 

60.8 

TO  Cth 
(mg/ e) 

20.2 

15.3 

53.0 

19.2 

19.1 

16.7 

14.5 

グルコース
(mg/ e) 

1.1 

0.5 

2.7 

゜1.4 
u.5 

(/.5 

試料記号は図7及び図8と同じ

Tocth:残存染料による Toeを補正した値

近く、完全に代謝分解されている。分散染料の場合、

残存の染料、グルコースが示すTOCを除いたTOC

伯が、エンドジーナスやコントロールのTOC値に比

べ、はるかに商くなっている。これは染料が微生物に

よる分解を受け、その代謝生成物によるものであろう

と思われ、振とう培養実験での結果を衷付けている。

回分実験の結果を基質がグルコースのみの勘合を代

表として図9に示す。
61 

ここで基牧除去がモノードの式に従うとするなら、

次式で示すことができる。

ds.. S -―=Vm X dt.... Ks+S 

s :基質濃度 (mg/e) 
l :反応時間（日）

Vrn:最大比基質消1む速度（1／日）
Ks :飽和定数 (mg/e) 

X :汚泥浪度 (mg/e) 

式の両辺の逆数をとると(1) 

l ＝皐 ．上＋土
l屯 Vm S • Vm 
xdt 

(1) 
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グルコースのみを基質とした時の回分式活性

汚泥実験の結果

1 ds 
ととなり 、図9から 1／ー ・ー を求め、それと1/Sを

X dt 
プロットすることによってVmとKsが求まる。

また凝一次反応に従うとすると、次式で書き表わせ

る。

-埜=k • x • s (3) 
dt 
k :反応速度定数（e/mg・hr) 

Xが一定とみなせるとして、梢分すると、

1. St 
-ln- = -k t 
x So 

(4) 

(2) 

St :時間 lでの基牲沿度 (mg/l) 

So :初期基即袋度 (mg/e) 

となり、上ln旦Ll--しをプロ ットすることによってKx "'So~ 
が求まる。

このようにして VmとKsを求めたのが図10でKを

求めたのが図11である。

各染料を含む場合について、同じように Vm、Ks、K

を求め表 2にまとめた。

表より明らかなように、基質がグルコースのみの場
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図10 グルコースのみを基質とした場合の

゜
Lineweaver-Burkブロット

表2 回分試験で求めた動力学定数

3
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1塁亨o.,
k:0.147t俎hr

試料 (t/gK. hr) Vm (l／日） Ks(mg/e)

グルコースのみ

グルコース＋

琵恩唸＋
苧告翌任
男野竺塁十
分散vellow7
クルコース＋
カチオンBla¢k2
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0.49 

o. 74 
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合でも、染料を含む場合でも、 Vm、Ks、Kの値に大き

な差はなく、動力学定数の上でも、染料の影郭はみら

れなかった。
7)8)9) 

これらの結果や、バイオアッセイの報告 を考え

た瑞合、染料の毒性はそう強いものではなく、通常の

染色廃水に含まれる程度の浪度であれば、者i市下水と

の混合処理において、浄化機能の低下をもたらすおそ

れはほとんどないものと推測される。
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図11 グルコースのみを基質とした場合の
1, S 
-|n- VS tのブロット
x So ．
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糊料の捺染特性としての脱糊性

染色部 大萩成男 田村禎男

要旨

.. 捺染における印捺、固定媒体である糊料の脱落性について検討した。実験は、糊料の種類、

水洗時間、水洗温度及ぴ被染布の種類を変えて行ったが、捺染特性としての脱糊性にどの因子

が大きく彩押を与えるかという点については定屈的に明確にすることは困難であった。しかし、

このような評価を行う場合、時間あるいは温度的基準をどこに設定するか、ということより被

染布の形態的差異がより考慮せられるぺき基部となることは確認された。

1 はじめに

布のある一面からの、ほとんど広がりを欠いた滸色

料の付与を基本とする通常の捺染法にあっては、繊維

索材の差異という染色化学的見地からの分類以上に、

利用される素材のマクロ的織 ・編物構造の多様性によ

り特定せられる。そして、まさに、この特徴において

これまで、捺染現象を表現する種々の因子は定砒的な

解析を拒み続けてきたと言える。

印捺媒体であり、図柄、色の固定媒体である捺染用

糊料についても、その物理 ・化学的性竹は、その受け

手である被染布との関連において把握される必要があ

る。これまで報告されてきた多数のデータが、ほとん

どの場合、単に糊料という物質の一性質を断片的に具

体化したのにとどまり、相互の比較さえできなかった

という事実は、被印捺布の組織構造に対する配應がや

やなおざりにされていたことを示すものであろう。

ここで取りあげようとする捺染用糊料の脱落性につ

いても 、それが1つの捺染特性としての意味を有する

ためには、当然、その評価は一連の捺染工程中に引き

起される現象（水洗における脱落現象）の忠実な反映

となっていることが要求されねばならない。こういっ
I) 

た観点から、箪者らは既報においr脱糊性評価の方法
論的アプローチの基本的見解を提示した。

本稿では、そういった立場から 、糊料の水洗による

脱洛が、その種類や水洗条件によりどの程度影幣を受

けるかという点について若干の検討を試みた。

2 実験及ぴ結果

2 -1 脱糊実験

1)糊料及び使用汲度

トラガントガム（天然ガム類） ：7%  
シーザガム（天然ローカストピーンガム） ：8%  
プリティシュガム（加工でんぶん類） ：40% 
アルギン酸ソーダ（海藻類） ：3.5% 
ナフカクリスタルガム（加工ゴム類） ：15% 
メイプロガムNP（加工ローカストピーンガム）

7%  

キュプロガムV-20M（同上） ：6%  
ファ インガム LV No. 2 (CM C) : 4. 5% 

2)供試布

綿プロード (68X64)

ポリエステル長繊維織物（無撚糸） （82X70) 

3)試料調製

印捺（試験機） ＿風乾（呈温） →蒸熱(loo℃X30
min) 

4)水洗条件

モデル水洗槽（図 1)

浴比ヽ1: 200（プリティシュガムのみ 1: 360) 

時間 0.5~20 (30) min 

温度 50℃ (30、70℃)

TC測定用

に採水

恒温槽

試料

水洗水

マグネティックスタラー

図1 モデル水洗槽

5)脱落の判定

脱糊批水洗槽内のTC砒

脱糊率 各糊で調製された試料について 100℃X40

min、浴比1: 400で水洗した場合のTC

値を仮の完全脱糊磁として、これに対する

割合で表示。(TC測定のための採水及ぴ蒸発による滅

水によ って起る浴比変化はプランク試験から補正計算

した。）

2-2 結果

各々の糊料の脱落状態を図 2に、また水洗開始後5

分聞の変化を図 3に示す。
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図3 各種糊料の初期脱落 図3 各種糊料の初期脱落

(a)綿、50℃ (b)ボリエステル、 50℃

図に示される通り各糊料は、各々巽った脱落状態を や温度の変化以上に大きな効果を与えている。武部は

示す。すなわち、 一般に言われている通りアルギン酸 アクリル繊維のモスリン地 （短繊維）について、繊物

ソーダ(a)や加工ローカストピーンガム系の糊科（e) 内部の細隙が多いため、それに入り込んだ糊料の脱落

(h)、さ らにクリスタルガム(d)は脱落性が良好であ が妨げられ、同じ疎水性繊維であるポリエステルのス

り、プリティシュガム(C)やトラガントガム(f)はそ _7モスリン地、タフタ地に比べると糊落ちが悪くなる

うでない、という具合である。しかし、本実験で採用 と報告しているが、綿繊維 （綿糀物）のナ凸合、その影

したモデル水洗槽のように比較的緩やかな条件下にお 碑は更に杵しいものと考えられる。...... 
ける見かけの脱落平衡の高低は、前述したように糊料 3 あとがき

独自の物性の一面を表現するにとどまる。例えば、図 さきに記述したように、捺染特性の上からみた糊料

3に示されるごとく、水洗の初期にあっては、先ほど の脱落について評価する均合、特に注意しなければな

の平衡脱糊率の高低以上の開きがみられ、脱糊性判断 らない点は、各々の糊料の印捺状態における織 ・編物

の時間的基郎をどこに設定するかでその評価が変動す との入り込み方であり、それは被染布がポリエステル

る。 この点については、 30℃から70℃までの 3段階の やナイロンのような疎水性裁維であるとか、綿のよう

実験を行った 4種の糊料における、脱落に関する温度 に親水性繊維であるということ以上に、それらのマク

の影押について も同様である。さわに、実際の水洗機 口的構造が韮要な影牲を有することを意味するものと

のようにより過酷な条件の存在下では、これら各糊料 思われる。

の脱落性の差異は時間的にも っと圧縮されたものとな もちろん、その他の因千も各々大きさの大小は別と

るであろうという点に言及するなら、図3(b)の綿布 しても糊の脱落に関与していることはまちがいないこ

における初期の脱落の傾向は、プリティ ッシュガムを とであり、例えば、固滸条件によってもかなり影咽を

除きはとんど近似したものとして考える必要があるか 受ける。その点について、我々は現在注目を引いてい

もしれない。 るマイクロ波固済後の水洗の難易性とも含め検討中で

温度、時間に関してこのような予測が成立したとし あるが、これらについての報告は別の機会にゆずりた

ても、被染布の種類という因＋は、明確な形で糊科の い。

脱落に彩榔を与えるものと考えられる。実験に供した 参考文献

ポリエステル布は長繊維緻物であり 、綿の印捺布ほど 1)大萩、染色工業 28 541 (1980) 

には糊料と繊維が親密にからみ合わないと考えられる 2)武部、改定 「捺染技術のすべて」 293 (1974) 

が、図 2より明らかなように、この要囚が糊料の種類
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化学工場排水におけるCOD(JIS法）ーCOD
（自動測定装置）ーTOC-UV吸収間の相関関係

化学部 前田龍一沢田俊彦 中岡忠治

要 旨

化学工場20社のエ喝排水 (l社当り25試料、it500試料）についてJl S法CODとCOD自動測定

装詔、 UV計 (254mmでの吸収及び濁度補正後の254mmでの吸収）、‘TOC測定装笥間の相関係数を求め

R=0.7以上を相関あリとし各測定機器の適応率を調べた。

その結果COD自動測定装囲は適応率80%、UV計では52%、UV吸収に濁度補正を行った後では56

%、TOC測定装沼では60％であった。

1 はじめに

「瀬戸内海閑境保全臨時措沼法、及び水質汚濁防止法

の一部を改正する法律」により、従来から行われてい

る排水の濃度規制に加え水牧総拭規制が＃入され、昭

和56年 7月より実施されることになった。

水質総址規制によると指定地域内にある事業場で、

日平均排水砒が50m’以上のところでは、化学的酸素要

求砒を指標とする汚濁負荷屈の測定及び記録が義務づ

けられた。

日平均排水紐に対する測定頻度は 400m’／日以上の

事業場では毎日、 200~400m'/日では 1日／ 7日、100

~200m'/日では 1日／14日、 50~lOOm'/日、 1日／

30日となっている。

有機性物質による水1化の汚i蜀状態の代表的な指標が
化学的酸素要求枯であることから、 COD自動計測器

TOD自動計測器、TOC自動計測器、 UV自動計測

器などのような有機性物牧による水牧の汚濁状態を自

動的に計測できる機器を用いることとされている。

各事業場から出される排水の種類も異なるので上記

のような計測器を設囲するに当っては事業場の排出水

の性状に適応した機種選定をしなければならない。

以上のことから化学部においては、昭和54年度、 55

年度の 2年間にわたり公害巡回技術指祁で化学工北20

社の排水について機種選定時には必要不可欠な査料と

思い、 COD(JIS法）、 COD(自動測定装骰）

TOC 測定装沼、 UV~t間の相関関係を求め、各測定

値から、指定計測法であるJ1 S法COD値を推定出

来るかどうかも検討した。 炉

2 試料

試料は原則として総合排水とし 1日5~ 6回採取、

試料数は 1工場当り約25、試料総数計493検体。

3 測定方法及ぴ伎用機器
‘ `  1) COD: JI SK0102の13による。但し硫酸銀の

代＇）に 20％硝酸銀溶液を使用した。

2) COD自動測定装囲 ：柳本COD自動測定装詔c9
0 0-303型

3) UV  ~t: (I)島津製作所Uv-202型、 10mm巾セ
ル使用

(II)理工化学研究所有機汚濁モニターU

V-120型 (10mmセル内蔵）

4)濁度補正後の254nm吸光値 ：（3）での吸光値には濁

度による吸光屈も含まれているため、 546nmでの吸光

値をi蜀度とし (254nm吸光値ー546nm吸光値を濁度補

正後の254nm吸光値とした。

5) TO C測定装謹 ：オーシャノグラフィー社製全有

機炭素分折装附、(6)のTCから IOC （無機炭索）を

差引いた値をTOCとした。

6) TC （全炭索） ：オーシャノグラフィー社製0524

B-HR型

7)分析結果の解析 ：日立ハイタックlOII型ミニコン

ピュータを使用しデータの解析を行った。

4 分析結果について ・
試料数は20エナ易25種類で合計493、コンビュータへ

のインプットのデータ数は 5項目で2465である。

なお今回の実験では 0.7以上を相関あリとした。

1) J I S法CODとCOD自動測定装沼

20工場、25種類のうち0.7以上の相関を示したものが

20でCOD自動測定装沼の適応率が80％であった。

493試料全体では相関係数0.989と測定4項目中最も

高い。

2) J I S法CODとUV?,tについて
,. 

a) 254 nmでのUV吸光値では相関係数0.7以上が13、

UV計の適応率52％である。

b)濁度補正後の254nmでのUV吸光値では相関係数

0.7以上が14で適応率56％である。

3) J I S法CODとTOC測定装賄について

'_
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TOC測定装齢で相関係数0.7以上示したものが15、

適応率は60％であっ た`。

表 lに各測定機器の適応率及び各機器の相関係数0.7

以上のものの相関係数の平均値を示す。

表 1 適応率及ぴ相関係数の平均値

’ 適応率(%) 相関係数平均値

COD自動測定装骰 80 0.946 

UV測定装趾 52 0.875 

濁度補正UVifll]定 56 0.849 

TOC測定装詔 60 0.892 

表lから各測定装詔とも相関係数平均値が0.8以上と

強い相関を示している。

これらの中でも特にCOD自動測定装詔については、

適応率80%、相関係数平均値0.946と測定装詔中最も高

い数値を示し JI S法CODと相関の強いことを示し

てしヽる。

図l~4に各測定装沼で相関係数0.7以上を示したエ

場について JI S法COD｛直に対する各測定値のエ喝

間の絶対値の差を求めたものを示す。

図中横軸はR=0.7以上示した工場、縦軸には各測定

値の平均値を各々のエ楊のCOD(JIS法）値の平

均値で割った値を示す。

図 1 COD自動測定装置

図2 TOC測定装置

5 むすぴ

COD自動測定、 UV吸光 (254nmでの吸光、濁度

補正後の254nmでの吸光）及ぴTOCの各測定結果と

指定計測法との相関を求めるとともに各計測機器の適

図 3 UV計、濁度補正後

図4 UV計

応性を調べた。

その結果、 COO自動測定装匹については適応率80

%、UV計では52%、濁度補正後では56%、TOC測

定装笥”では60％の適応率であった。

試料全体 (493検体）を1エ暢の排水と仮定し全体

の相関をみた場合、 COD自動測定装沼、 TOC測定

装四とも非常に強い相関を示し前者が0.989、後者が

0.948であった。

一方UV計においては相関係数が0.265、濁度補正後

では0.266と両者とも相閲が認められない。

図1~ 4でも明らかなようにCOD自動測定装沼に
ついては、最高、最低の差が1.7倍と各工場間、あるい

は排水の性状の違いによる差は小さい。

次いでTOC測定装四の4.6倍、 UV計に至っては65

倍、濁度補正後では61倍と各工場間での差が非常に大

きい。

昭和54年度に行った10社について最大吸収波長の吸

光値でみると排水個々の相関はあまりみられなかった

が253試料全体では0.872と強い相関がみられた。

以上のことからUV計については排水中に含まれる

有機物質を限定した堪合は個々に強い相関が認められ

るが排水の性状が異なるものを同時に扱った場合相関

は認められない。

計測機器を設沼する事業場においては安価で維持牲

が安く、しかも保守管理のしやすさの面からも UV計

の適応を望むのが当然である。

UV計の適応できる事業場にあっても、特に当県の

ように多品種、少屈生産の多いところでは製造品目の

変更毎に相関を求め直すことが必要である。
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醸造用水調査

食品部

1 はじめに

誼造用水として頂要な仕込水を確保するため、酒造

組合内、新旧井戸の水牲調査を経時的に行っているが

前報 I)2)に続き昭和53年度以後の水質変化について検

討した。

2 実験

2 -1 分析方法

国税庁所定分析法(201)による。但し定性分析は、

NO:i"、 N02、NHtと性状の観察、色、濁、臭味につ

いて行った。

2 -2 分析値

表 1に酒造組合の旧井戸、表 2に新井戸の分析結果

を示す。

3 考察

3 -1 旧井戸

3-1 -1昭和53年度

性状の外観は無色透明、異臭味なし、 NO;は多盤、

NHtは12月中旬から54年 2月初旬まで痕跡であった。

NO；は 5～ 6月は不検出で、その後は痕跡または微蘇

である。

定砒分析で ce―は約23~35ppm、 Po!―は 0.4~0.7

ppm、Fe3+は8月～10月までは0.03~0.05ppmと高い

が、酒造期の11月以後は0.01末満～0.0lppm'.と滅少し

ている。

有機物はI.I~l.7ppm、 ドイツ硬度（以下硬度という）

は7.0~8.6の範囲であった。

3-1 -2 昭和54年度

性状は無色透明、異呉味なし、N03多祉、 NH;は

不検出、 NO;は4月～ 7月までと 55年 1月末～ 3月

が痕跡、他は不検出であった。

定批分析でロ―は21~30ppm、PO34―は0.5~0.8ppm、

Fe3十は0.01未満～〇．02ppm、有機物は0.8~l.4ppm、硬度

は6.3~8.7の範囲で比較的水質の安定した年であった。

3-1-3 昭和55年度

性状及びNO:i"とNH:は不検出で安定しているが、

NO；は8月と 9月が微罷で以後2月初旬まで痕跡で

あったが、中旬は不検出、3月に入って再ぴ微籠となった。

定屈分析でce―は21~30ppm、po3,―は0.4~0.8ppm、

Fe 3+ は0.01未満～0.02ppm、但し12月17日の0.06ppm

は採水容器の汚れが原因であった。 有機物は0.6~1.4

ppm、硬度は6.7~9.0の範囲であるが、前年度に比べて

やや変動が認められる。

3 -2 新井戸
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3-2 -l 昭和53年度

性状の外観は無色透明、異臭味なし、 NO3―は多屈、

NH“は不検出、 No;は7月4日に多爵を検出したが、

8月に痕跡となり 9月以後は不検出となった。

定祉分析はce ― は約34~47ppm、 P03~―は0.25~0.4ppm

Fe3'は、7月4日に0.08ppmを検出しているが、これ

は採水時の放水不足によるポンプ内のたまり水が混入

したものであり 、他は0.01未満～0.02ppmの範囲、有

機物は0.6~l.4ppm、硬度は8.5~10.3の範囲であるが、

平均で52年度の6.5に対し9.0と硬水に変化している

3-2-2 昭梱4年度 0 • 

性状の外観は無色透明、異呉味なし、 NO．；は多祉、

NO;、NHtともに不検出

定菌分析はC£ ―は約31~53ppm、POヤは0.3~0.5ppm

Fe3'は 5月に0.04ppmと少し多いが、以後は0.01未満

~0.0lppm、有機物は0.6~l.6ppm、硬度は8.I~9.5の範

囲である。特に11月～ 3月までの酒造期は水質の安定

した良水であった。

3-2-3 昭和55年度

性状及び定性分析は前年度と変化なく、定屈分析の

ce―は26~39ppm、P03,-は0.3~0.5ppm、Fe3+は0.01

未満～0.02加、有機物は0.6~l.3ppm、硬度は7.8~9.6の

範囲で、 9月以後は全成分ともに変化が少なく安定し

た良水であった。

4 むすぴ

3年間の分析値から両井戸を比較すると、旧井戸は

53年度にC『がやや増加したか、その後は20~30ppm

の範囲、 PO34―は新井戸よ＇）わずかに多いがN02 が痕｛~

跡たは微椛で不安定である。

新井戸も53年 4月頃から54年の7月頃までceーと硬
度が高くなり、その後は徐々に滅少しているが旧井戸

よりCR.―は約 10ppm 高く、硬度も逆転して新井戸がや

や硬水である。

各年度を比較すると、

53年度は新1日両井戸共にce―、硬度等が増加し水質の

不安定な年。

54年度は、両井戸共に水質が安定していた年。 ,,. 

55年度は、旧井戸のN02にやや変動が認められた

がまずは安定な年であったといえる。

現在は両井戸共に酒造期は良水で安定している。

参考文献

1)和歌山県工業試験楊年報 昭和51年度

2)和歌山県工業試験場報告 昭和52年度



表 1 旧井戸

層

．
 

性 状
N02 NH4 ＋ 

3- Fe3+ 加
有 機物 硬度

月 日 NO3 ct 叩 P04 叩 (KMn04 
CaO"'Jroomt CaCQ3四外 観 人,._,・ 味 消 ） 叩

53. 4. 7 無色透明 異臭味なし 多 痕 不 28.51 0.5 0.01 I 26 7.84 139.94 

ヽ 5. 9 II 

＂ 多 不 不 23.59 0.5 0.01未 1.11 7.09 126.56 

6. 5 II II 多 不 不 25.56 0.5 0.01未 1.26 7.42 132.45 

7. 4 II 

＂ 多 痕 不 29.49 0.5 0.01未 1.42 7.65 136.55 

8. 3 
＂ 

II 多 痕 不 28.51 0.5 0.03 1. 74 7.20 128.52 

9. 5 II II 多 微 不 33.42 0.5 0.03 1.58 7.65 136.55 

10. 3 II II 多 痕 不 35.39 0.4 0 05 1.11 8.56 152.80 

11. 2 II II 多 痕 不 30.47 0.5 0.01未 1.42 7.32 130.66 

11 20 II 

＂ 多 痕 不 30.47 0.5 0.01未 1.11 7.43 132.63 

12 1 
＂ ＂ 多 痕 不 33.42 0.5 0.01未 1.58 7 43 132.63 

12.20 II 

＂ 多 痕 痕 33.42 0.6 0.01 1.11 7.50 133.88 

54. 1.16 
＂ 

II 多 痕 痕 32.42 0.7 0.01 I 58 7.72 137.80 

2. 5 II II 多 痕 痕 32.51 0.7 0.01未 1 11 8.28 147 80 

3 16 II II 多 微 不 29.5 0.5 0.01 1.26 8.33 148.69 

54. 4. 5 II 11 多 痕 不 23.6 Q.6 0 01 l 11 7.39 131.91 

5. Jl II II 多 痕 不 21.6 0.6 0.02 0.79 6.27 111. 92 

6. 5 ＂ ＂ 多 痕 不 22.6 0.7 0.01 0.95 6.83 121.92 

7. 4 II II 多 痕 不 24.6 0.5 0.01未 0.95 7.28 129.95 

8. 7 II II 多 不 不 26.5 0.7 0.01 1.42 6.98 124.59 

9. 5 II 

＂ 多 不 不 21.6 0.7 0.01 1.26 6.72 119. 95 

10. 4. ＂ 
II 多 不 不 21.6 0.5 0.01未 1.26 6.58 117.45 

11. 5 II II 多 不 不 29.5 0.5 0.01 0.95 7.36 131.38 

12. 3 .JI II 多 不 不 30.5 0.6 0.01未 1.42 7.36 131 38 

55. 1. IO ＂ 
II 多 不 不 29.0 0.8 0.01未 0.95 8.70 155.30 

1.29 II II 多 痕 不 27.5 0.7 0 01未 0.95 8.03 143.34 

2.12 II II 多 不 不 28.5 0.7 0.01未 1.42 8.03 143.34 

2.27 ＂ 
II 多 痕 不 28.5 0.7 0.01未 0.79 8.40 149.94 

3.12 11 II 多 痕 不 28.0 0.5 0.01未 0.95 8.37 149.40 

55. 4. 1 II II '多 痕 不 25.6 0.5 0.02 1.11 9.04 161. 36 

l 5. 8 ＂ 
II 多 痕 不 26.5 0.4 0.01 1 11 8.03 143.33 

6. 3 ポンプ故障

7. 2 ＂ 
8. 7 無色透明 異臭味なし 多 微 不 29.5 0.7 0.01 1.11 7.10 126.74 

9. 2 ＂ 
II 多 微 不 28.5 0.5 0.02 1.30 6.90 123.17 

10. 7 II II 多 痕 不 26.5 0.5 0.01 0.63 6.69 119.42 

11. 5 II II 多 痕 不 27.5 0.6 0.015 0.95 7.10 126.74 

12. 4 II II 多 痕 不 21.6 0.8 0.01 0.79 6.70 119.60 

12.17 II II 多 痕 不 27.0 0.4 0.06 1.11 7.40 132.09 

56 1. 8 II 

＂ 多 痕 不 22.6 0.5 0.01未 0.95 7 28 129.95 

1. 22 II II 多 痕 不 22.1 0.7 0.01未 1.11 6.94 123.88 

2. 5 ＂ ＂ 多 痕 不 24.5 0.6 0.01未 1.26 7.02 125.31 

2.18 II II 多 不 不 25.0 0.7 0.01未 1.11 7.36 131. 38 

3. 6 II II 多 微 不 27.5 0.7 0.01未 1.42 7.36 131 38 

3.19 II II 多 微 不 24.6 0.5 0.01未 1.11 7 70 137.45 
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• 一

月
性 状

NO3 N02 NH, ＋ c:Q,- 血
3- Fe 3+ ppm 

布機牲 硬度
日
外 糾 ブ,.、,． 味

po4 加 (KMnO, 
ii'!) JllXl1 CaO苓叫 CaCO叩

53. 4. 7 無色透明 異臭味なし 多 不 不 34.41 0.3 0.02 l 42 9.41 167.97 

5 9 II 

＂ 多 不 不 37.18 0.3 0.01 0.95 9.23 164.76 

6 5 II II 多 不 不 43.25 0.3 0.02 0.95 8.89 158 69 

7. 4 ＂ 
II 多 多 不 41 29 0.25 0 08 1.26 8.33 148 69 

7 8 II II 多 痕 不 42.27 0.01未 8.67 154.76 

8. 3 II II 多 痕 不 37 35 0 3 0.01未 1.42 8.11 144.76 

9. 5 II 

＂ 多 不 不 41.29 0.3 ・O.01未 1.26 8.89 158 69 

10. 3 II II 多 不 不 41.29 0 4 0.01未 0.95 8.56 152.80 

11. 2 II 

＂ 多 不 不 39.32 0.3 0 01未 l 26 10 24 182 78 

11.20 ＂ ＂ 多 不 不 40.30 0 3 0.02 0.95 10.36 184.93 

12. 1 II II 多 不 不 43.25 0.4 0 01未 1 ll 8.78 156.72 

12.20 II II 多 不 不 41.2 0.3 0 01未 0.79 8.85 157.97 

54. 1.16 ＂ 
II 多 不 不 44.5 0 4 0.01, 1.ll 9.07 161.90 ． (• ( 

2. 5 II I} 多 不 不 42.3 0.4 0.01未 0.95 8.73 155 83 

3.16 多 不 不 47 21 0.4 0 01 0.63 9 68 172.79 
！ 

II II 

54. 4. 5 II II 多 不 不 41.3 0 3 0.01 0.95 9.18 163.86 

5.11 II II 多 不 不 38 3 0 3 0.04 0.79 8.96 159.94 

6. 5 11 

＂ 多 不 不 45 7 0.3 0.01 0.95 9.07 161 90 

7 4 ＂ 
II 多 不 不 53.6 0.4 0 01未 0.63 9.52 169.93 

8 7 II II 多 不 不 40 3 0.4 0.01 1.58 8.33 148.69 

9. 5 II 

＂ 多 不 不 34.4 0.4 0.01 1.42 8 51 151.90 

10. 4 II 

＂ 多 不 不 33.4 0 4 0.01 0.95 8.14 145.30 

11. 5 ＂ ＂ 多 不 不 30 5 0.4 0.01 l. 26 8.48 151 37 

12 3 ＂ 
II 多 不 不 38 3 0.4 0.01未 1.26 8.26 147.44 

55. 1. 10 II II 多 不 不 39.3 0 5 0.01未 0.95 8.70 155.30 

1.29 II II 多 不 不 37 4 0.4 0.01未 0.79 8.92 159 22 

2.12 II 

＂ 多 不 不 35.4 0 4 0 01未 0.95 8.90 158.87 

2.27 II 

＂ 多 不 不 32.4 0 3 0.01未 0.95 9 10 162.44 

3 12 II II 多 不 不 31.5 0.4 0.01未 0.79 8.70 155 30 

55. 4 1 II 

＂ 多 不 不 33.4 0.5 0.02 0 79 8 03 143.34 

5. 8 II II 多 不 不 33.4 0.4 0.01 0.95 8.03 143.34 ． (~ 
6. 3 ＂ 

II 多 不 不 31.5 0.4 0.02 1.00 8.50 151.73 

7 2 II 

＂ 多 不 不 26.5 0.4 0.01 1.10 9 60 171.36 

8 7 II 

＂ 多 不 不 38.3 0 3 0.01 1 10 9.40 167.79 

9. 2 II II 多 不 不 37.4 0.3 0.01未 1.30 8. 70 155 30 

10. 7 II II 多 不 不 37.3 0.3 0 01 0.63 8.25 147.26 

11. 5 II II 多 不 不 37 4 0.3 0 015 0.79 8.50 151. 73 

12. 4 ＂ 
II 多 不 不 35.9 0.4 0.01未 0.79 8.47 151. ]9 

12.17 ＂ 
II 多 不 不 35.4 0.3 0.01未 0.95 8.00 142.80 

56. 1. 8 II II 多 不 不 33.4 0.4 0 01未 0.95 7.84 139. 94~ 

1.22 ＂ 
II 多 不 不 33.4 0.4 0 01未 0.79 8.25 147.26 

2. 5 ＂ ＂ 多 不 不 36.4 0.4 0.01未 1.11 8.02 143. l 6 

2.18 ＂ ＂ 多 不 不 34.9 0.4 0 01未 1.11 8.14 145.30 

3. 6 II 

＂ 多 不 不 34.4 0.4 0 01未 1 26 8 03 143.34 

3.1 9 ＂ ｀ 多 不 不 30.5 0.4 0.01未 0 95、 8.14 145.30 
＂ 
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酒造米調査

食品部 南広己池本重明

., 1 目的

今年度梨内酒造場に入荷された原料米の内、主なもの

の試料を採取し、粒形、千粒重、師別、水分％を調査

し技術指荘の査料とした。

2 むすぴ

今年は冷夏による好適米の品質が懸念されたが、福

井県産五百万石は平年に比ぺ外観は光択でやや劣るが

干粒煎、師別、粒形ともに差がなかった。

県内産の福の花は平年よりもやや劣るも、台風で被

害を受けた548Yよりも良質であった。

日本晴は昨年よりやや悪く、地域的なパラッキも大

きかった。

毎年入荷最の多い兵h［県産米は、冷夏の被害が大き

く、代って長野県産米の トドロキワセ、トヨニシキ、

アキヒカリ、ヨネシロ等が入荷された。

．
 

．
 

表 1 昭和55年度酒造米調査

種 別 水分 1000粒 粒 形 (mm) 締 別（％）

ロ 種 産 地 等 ％ 重(g)
A B C AXB 2.4 2.2 2.0 1.8 1.8 un 
長さ 巾 厚さ XC mm mm mm mm 未満

五百万石 福井県 2 14.0 26.12 5 24 3.29 2.26 38 96 0.6 85.0 14.1 0.3 0.0 

II 3 13.5 26.45 5.25 3.18 2.25 37.56 0.7 47.5 45.2 5.8 0.8 

福 ノ 花
和歌山県

2 13.6 26.08 5.32 3.13 2.26 37.63 0.2 66.2 26.9 6.4 0.3 伊都郡

＂ 3 14.0 25.80 5.12 3.20 2.25 36.86 0.7 62.2 33.5 3.6 0.0 

日 本 暗 和歌山市 1 13.3 22.00 5.29 2.96 2.06 32.25 0.1 10.3 70.8 18.2 0.6 

II '1 14.3 21.92 5.18 2.98 2.11 32 57 0.0 11. 7 72.3 15.8 0.2 

日高郡 1 14.0 22.82 5.29 2.92 2 05 31.66 0.1 6.2 74.4 18.8 0.5 

南部町 1 13.5 23.87 5.31 3 03 2.11 33.95 0.1 30.9 59.3 8.9 0.8 

岩出町 1 13.5 23.34 5.39 3.02 2.14 34 83 0.1 8.3 70.4 19.7 1.5 

II 2 13.5 23.50 5.37 3.04 2.11 34.45 1.0 27.6 61. 3 9.3 0.3 

滋賀県 1 15 4 22.25 5. 18 2.89 2.09 31. 29 0.1 12.4 71.3 16.3 0.1 

トドロキワセ 長野県 1 14.5 22 55 5.05 2.79 2.11 29.73 2.0 29.5 56.9 11.5 0.1 

トヨニシキ II 2 15.1 21.51 5.16 2 93 2.09 31.60 0.0 14.9 64.8 18.9 1.4 

アキヒカリ ＂ 2 1 4.”5 23.67 4 97 3.11 2.23 34.47 0.3 57.4 31.6 10.4 0.3 

ヨネシロ II 2 14.7 24.61 4.89 3.04 2.23 33.15 2.4 76.4 18.0 3.1 0.1 
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清酒の簡易除鉄法の検討

紅品部 南広己池本重明今井武

要 旨

鉄混入による異状沼色消酒を矯正するため、除鉄剤として活性炭、粒状炭、キレー ト樹脂UR-60、

ポリフェノール系樹脂P-Fを、簡易的なバッチ方法での効果について比較検討した。

活性炭は迦効性で特に希釈法式（低アルコール浪度）が有効であるが、粒状炭は余り効果が認められ

なかった。

キレート樹脂は遅効性であり、 UR-60は1％で1ヶ月、 10％で4日目、 20％で2日目、 30%1日で

有効である。

ポリフェノール系樹脂P-FはUR-60よりやや劣る。

1 はじめに

琺瑯タンクのピンホール等による、鉄混入異状箔色

消酒を矯正するためぎレート樹脂等の処理方法が報告
1121 

されている。

樹脂による処理はカラム方式が一般的であるが、簡

易的なバッチ式と活性炭処理との比較を行い、より有

効な利用法について検討した。

2 実験及ぴ結果、考察

2 -1 試料及び試験方法

試料消酒 ：ll乎蔵中タンクのピンホールより鉄が溶出

し異状滸色したもの。 1表 1)

一般成分及び鉄分析は国税庁所定分析法による。

表 1 試料の成分

日 本 酒 度 - 6.0 

アルコール 20.0 

酪 度 1. 7 

アミノ酸度 2.1 

鉄 分 （防） 0.5 

2 -1 -1 活性炭による除鉄試験

試料を原消酒と水で2倍～ 3倍に希釈したものを調

製し、各 100mtずつピーカー(200mt)にと り活性炭を

（表2)のように使用し、常温で4時間放沼後、ミリ

ポアフィルター (AP250)でろ過し、ろ液の鉄含有

屈を測定し除鉄効果を表3に示した。

その結果、除鉄率はG>E>C>F>D>B>Aの

順となるが、効果のある G、Eはいずれも 3倍、又は

2倍希釈調整酒である。

単位活性炭址当りの除鉄効果は、 F>D>E>G>

A>B>Cで、原消酒換算に対して 3倍、又は 2f音希
‘ `  釈消酒0.3％の（F、D)、0.6%(E)が上位で、3倍

表 2 活性炭

記号
調製後lOOmf-当 原消酒100叫当

活性炭(g) 活性炭（g)換算

A 0 30 0.30 

原消酒 B 0.60 0.60 

C b.90 0.90 

D 0.15 0.30 
2倍希釈

E 0.30 0.60 

F 0.10 0.30 
3倍希釈

G 0.30 0.90 

表 3 鉄含有量と除鉄について

記 鉄

＂ 
除鉄屈総将激除鉄率 単位活性炭当

号 処理前処理後 叩 屈加 ％ 除鉄効果

A 0.50 0.40 0.10 0.10 20.0 66.7 

B 0.32 0.18 0.18 36.0 60.0 

C 0.28 0.22 0 22 44.0 48.9 

D 0.25 0 15 0.10 0.20 40.0 133.3 

E 0.08 0.17 0.34 68.0 113.3 

F 0.17 0.10 0.07 0.21 41. 2 137.3 

G 0.03 0.14 0.42 82.4 91.6 

希釈0.9%(G)が中位、原消酒の0.3%(A)、0.6%( 

B)、0.9%(C)と効果が低い。 r 

2 -2 キレー ト樹脂等による除鉄処理

除鉄剤はキレー ト樹脂UR-60、ボリフェノール系

樹脂P-F、粒状炭の 3種を用いた。

試料は前項と同じ消酒を使用した。

．
 

．
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ヽ

2-2-1 希釈法による除鉄比較試験 除鉄効果（除鉄剤の 1％使用当）を比較すると、 U

試料を原泊酒と水で2倍希釈したものを調整し、試 R -60 (1%) が最も高く、そ／）½程度でUR-60 ( 
験管に20叫ずつとり除鉄剤1g (5%)を各々添加放 2.5%)とP-F(1%)、他％～％と低い

群後、経時的に30日間鉄含有屈を測定し、その変化を 2 -2-3 UR-60の除鉄能力試験 (1)
図1に示した。

0:l x x x - x - X——- x - X --—-X 

0.4 ・

：。こ口：
。。

10 20 30 

図 1 希釈法による除鉄比較試験

● U R-60 o--- P-F *一粒状炭

R 

その結果、原清酒の場合UR-60、P-Fはいずれ

も7日目程度までは大差がなく除鉄しているがそれ以

後、 P-Fがやや劣り30日目ではUR-60の方が良好

であった。

粒状炭は効果がほとんど認められず、 10日目頃より

鉄の溶出のためか逆に増加している。

21音希釈の消酒はUR-60、P-Fいずれも大差が

ないが、 UR-60は5日目までの初期でわずかに劣る

が長期になると良好である。

粒状炭は 1日目でわすかに除鉄しているが、それ以

後ほとんど効果が認められない。

2 -2 -2 U R-60とP-Fの除鉄試験

試料100m.eを三角フラスコ(100叫）にとり、除鉄剤

U R-60、P-Fを1%、2.5%、5％を各添加し、 1
ヶ月間放沼後ろ過し、ろ液の鉄含有益を測定、表4に

示した。

表4 U R-60、P-Fの除鉄試験

除鉄剤 鉄 加 除鉄罷除鉄率 単位除鉄剤当

％ 処理前処理後 加 ％ 除鉄効果

UR 1.0 0.5 0.08 0.42 84 84.0 

I 2.5 0.5 0.06 0 44 88 35.2 
60 5.0 0.5 0.04 0.46 92 18.9 

p 1.0 0.5 0.32 0.18 36 36.0 

| 2.5 0.5 0 24 0.26 52 20.8 
F 5.0 0.5 0.20 0.30 60 12.0 

試科lOOmtを三角フラスコ (100mt)にとり、除鉄

剤UR-60を0.1%、0.25%、0.5%、1%、2.5%、5%

を各添加し放謂後 1ヶ月毎にろ過をし、新しい試科を

入れ替、ろ液の鉄含有罷を測定し図2に示した。

Fe Ill' 

0.5 

0.4 

0.3 

0.2 

〇．1[— -シ—△ • — • l.0% 

o o o o 2.5% 

゜゚

••• • 50% 

4 回

図2 U R-60除鉄能力試験

その結果は、許容鉄含有祉を0.15ppmとすれば添加

屈0.5％以下の場合は 1回を除いて許容罷を越えるが、

1.0%、2.5%、5.0％では4回の試験であるがまだ可成り

の使用回数が可能のように思われる。

樹脂の再生可能な点と併せて有効利用の方法を検討

する余地がある。

2-2-4 UR-60の除鉄試験 (2)

試料を50m£ずつ三角フラスコ (100叫）にとり、 U

R-60を5%、10%、20%、30%、各々添加し放慨後、

経時的に 5日目まで鉄含有最を測定し図3に示した。

Fe Ill" I 
0.5 ! 

0.4 

0.3 

o. 2, _ゞ三―-O

0.1卜゜＼芝。

゜゚

許容鉄含有紐 0.15四

図3 U R-60除鉄試験

5 8 

その結果は、許容鉄含有握を0.15ppm （市販酒とし

て0.12ppm)とすれば、 10％で4日目頃より、 20％以

上では 2日目で有効であるが、当然使用握が多く実用

その結果、除鉄率はUR-60の方が店く、 P-Fの 的でない。

1.5~2倍である。
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3 まとめ

除鉄剤として活性炭、粒状炭、キレート樹脂のUR

-60、ポリフェノール系樹脂P-Fを、簡易的なパッ

チ方法で比軟したが、活性炭は速効性で特に希釈方式

（低アルコールi農度）が有効であるが粒状炭は余り効

果が認められなかった。

キレート樹脂は遅効性であるが、 UR-60の1％添

加 1ヶ月処理で有効である。短期処理では、 30％で1

B、20％で2日目、 10％で4日目が有効である。

カラム方式でも 7-8％を使用しているので接触方

法、接触時間を十分検討すれば簡易化の可能性があり

樹脂の再生可能な点と併せて有効利用の余地がある。

P -F樹脂も UR-60に次いで効果があるが、やや

劣る

参考文献

l)早川進勝、横山樹雄、日本醸造協会雑誌 64 

1085 (1969) 

2)難波康之祐、大鳩俊輝、北本勝ひこ、綱本博孝、

日本峨造協会雑誌 74 619 (1979) 

しょうゆの分析調査

食品部 冨岡登中内道世

＇ 

．
 

県内しょうゆエ励の技術指迎参考のため県内産市販

しょうゆ、こいくち本醸造（特級） 10点、こいくち（

上級） 26点、こいくち（標準） 18点、うす〈ち14点の

分析をJAS検査法により行った。その平均値を昨年

度の結果と共に下表に示す。

同種類のしょうゆのそれぞれの分析項目を比較す

ると昨年とほぼ同じ数値を示している。ただ、昨年よ

リも無塩可溶性固形分が増加の傾向を示し、うす〈 ち

は色が淡〈なっている。

種 別 年度 調査点数 食塩(%)
無塩可i容性

全窒索(%) 色 度 アルコール 備 考
固形分(%)

こいくち 昭 55 10 17.23 21.18 1.65 4.0 1.84 
本醍造

昭 54 （特級） 6 17.30 20.43 1.63 5.0 1 73 

こい〈ち 昭 55 26 17.37 17.35 1.51 5.8 

（上級） 昭 54 25 17 41 17.46 1.54 4.4 

こい〈ち 昭 55 18 17 90 15.05 1. 39 4.0 

（標準） 昭 54 15 17 52 14 80 1.34 4.1 

昭 55 14 18.35 13.03 1 14 28.0 
うす〈ち

昭 54 17 18.54 12 60 1.15 26.4 

．
 警

- 60 -



清酒貯蔵中の香気成分の変化

食品部 中内道世南広己

要 旨
ヽ

仕込方法の異なる 4種類の消酒について、温度を変えて、暗所に24ヶ月間貯蔵し香気成分の変化と祐

色度を試験し、次の結果を得た。

1)高温貯蔵でアセトンが増加した他は、全般的に滅少の傾向を示した。

2)高温貯蔵では低温I酌蔵、中温貯蔵に比ぺて香気成分の減少が著しく、特に純米酒においてアセトア

ルデヒド、酢酸エチルの滅少が瀕著であった。

3)アルコール成分の滅少は貯蔵温度にはあま＇）影靱されなかった。

4)低温貯蔵、中温貯蔵、高温貯蔵の各々の間における祈色度の差は純米酒が最も大きく、次いで普通

酒、吟醸酒、三増酒の順であった。

l. 1 ；：：；中における香気成分の変化については、
古沢らI)'佐藤ら21-61によって多くの報告がなされてい

‘るが、仕込方法の異なる消酒について試験したものは

少ない。そこで、今回それら 4種類の異なる消酒（普

通酒、吟醸酒、純米酒、三増酒）を低温貯蔵区 (0~

5 ℃ --0一 ）、中温貯蔵区 (15~18℃・・・・・• •・・・・・ ・ ）、

高温貯蔵区（30~32℃-.-X-. -)に分けて24ヶ月間

暗所に貯蔵し、各々の香気成分の変化と被終時の祐色

度を試験し、それらについて比較検討した。

2 試験方法

2 -1 試料消酒

538 Y新酒、火入済、 S社酸造。成分値は表1に示

す。

表 1 試料の成分値

．
 

アルコール 日本酒度 i酸 度 アミノ酸度

普通酒 20.0% - 5.0 1. 95 2.4 

吟醍酒 16.7 + 4.5 1 30 1. 5 

純米洒 18.7 - 1.5 2.50 3.1 

三増酒 19.6 - 7.4 1.35 1.1 

2 -2 操作

香気成分試験は、ヘッドスペース法の前報＂によリ、

また名色度測定は自記分光光度計 （日立製556型）に

よる。

での滅少が大き〈 、特に、図l-3に示すように純米酒

の翡温貯蔵での滅少が著しい。

アセトアルデヒドの増滅は、佐藤ら41,5lによると、

初発含祉と、その変化に関与する成分との紐的パラン

スに左右され、アルデヒド屈が相対的に多い場合は見

かけ上滅少し、少ない場合は増加し、それは貯滅温度

が翡温で額著に現われる。またアルデヒドの滅少は単

に揮散だけでなく、 Try.,Met．等のアミノ酸との反応

によると考えられている。したがって今回、表 1で示

されるようにアミノ酸の多い純米酒が高温で著し〈反

応が促進されたものと思われる。

3 -2 アセトン

図2-1～図2-4に示すように低温、中温貯蔵では、

滅少傾向であるが、研温貯蔵で増加している。

これは消酒中のアミノ酸の分解、第ニアルコールの

酸化等が考えられるが、図2-2に示す吟醸酒のように

原料米を十分粕白し 、アミノ酸を滅少させることによ

りアセトンの増加がおさえられることがわかる。

なお、佐藤ら6 は96年長期貯蔵泊酒において、 728

ppmもの多屈のアセトンを検出したと報告している。

3-3 酢酸エチル

図3-1～図3-4に示すよ うに漸次滅少しているが、

図3-3の純米酒の窃温貯蔵では著しい滅少を示してい

る。これは揮散の他、酢酸とエタ ノールヘの分解が考

えられ、純米酒のようにいろいろな成分、特に酸、ア

ミノ酸を多く含む試料では、それが莉温で行し〈促進

されたと考えられる。

3 -4 nープロピルアルコール、isoープチルアルコ

ー）レ

3 結果と考察 図4-1～図5-4に示すようにいずれも漸次滅少傾向

3 -1 アセトアルデヒド にあり、貯蔵温度にあまリ影特されない。

図1-1~1-4に示すように貯蔵初期での減少が大き アルコールは酸化されて、アルデヒドまたはケトン

くしだいに緩悛になっている。三妍酒を除き店温貯蔵 の形でカルポニル化合物になったと考えられる。
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3 -5 酢酸isoーアルミ

吟醸香を有する香気成分の1つであるが、図6-1~

図6-4に示すように各々滅少傾向にあり、酢酸エチル

と同様純米酒の高温貯蔵での減少が著しい。エステル

の酢酸とiso —アミルアルコールヘの分解が考えられる

が、絶対飛の少ないせいか、iso —アルミアルコールの

増加はみられなかった。

3 -6 isoーアミルアルコール

図7-1～図7-4に示すように漸次滅少傾向にあり、

貯蔵温度の影響はみられない。

ロイシン等のアミノ酸の脱アミノ、エステルの分解

などにより増加するはずであるが、全体的な屈的パラ

ンスの関係か、滅少を示した。

なお、佐藤ら 6)は貯蔵年数が増すにつれてisoーアミ

ルアルコールが増加し、酢酸iso —アミルが滅少すると

報告している。

3 -7 祐色度 (ABS)

各試料について、貯蔵24ヶ月後に自記分光光度計で

吸光度を測定し、各仕込別の貯蔵温度による苅色度の

差について比較したものを図8-1～図8-4に示す。な

お、波長430nmでの吸光度を箔色度として示す。

滸色度はいずれも高温貯蔵程大きく、また低温、中

温、高温貯蔵の各々の間における府色度の差は純米酒

が最も大きく、次で普通酒、吟醍酒、三増酒の順であ

った。これは貯蔵消酒の滸色原因物牲といわれている

メラノイジン、あるいはその中間体である 3-deox-

yglucosonに由来し、8)~9)またその着色は温度が高い程、

アミノ酸が多い程進みやすい、 IU¥-Illとのことであるか

ら、純米酒、普通酒においては原料米からくるアミノ

酸等の消色物牲が多〈、さらにそれが貯蔵温度の上昇

と共に苅色も増進したものであり、一方吟醸酒及び三

増酒はこれ等の成分が少ないためと考えられる。

なお、各試料について官能検査をした結果、低温貯

蔵のものは初期の頃と大差なく、特に吟醸酒では吟醸

香が十分残っていたが、中温貯蔵では多少老香がみら

れ、高温貯蔵ではそれが強くなり、特に純米酒では苦

味を感じた。

参考文献

l)吉沢、小柴、大塚 ：醸協 61 (9) 824-826 ('66) 

2)佐藤、蓼沼、大場、闊橋、冠木、介沢 ：誼協

71 (9) 714-717 ('76) 

3)佐藤ら：醸協 71 (10)799-802 ('76) 

4)佐藤ら ：醍協 72 (8) 605-609 ('77) 

5)佐藤ら ：醸協 h (9) 662-666 ('77) ● 
6)佐藤ら：醸協 73 (8) 643-647 ('78) 

7)窃岡、南、中内 ：和工試報告 53年度 P56-59 

('79) 

8)岡、井出、清水、坂井 ：煤化 39 (II) 415-419 

('65) 

9)岩野、来間、衣山、中村、河地：醸協 65 (1) 

59-62 ('70) 

10)西川、佐藤 ：誼協 53 (II) 930-933 ('58) 

11)西川、佐藤 ：醸協 54 (6) 421 -424 ('59) 

．
 ’ 
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清酒分 析調査

紅品部 池本重明南広己

‘ 
1 はじめに 3)緩衝能は試料lOmR.に対するpH7.0から10.0までの

昭和55酒造年度の消酒研究会、消酒鑑評会において O.IN NaOHの滴定屈 (mt)である。

哨酒審査した結果を上、中、下に区分して一般分析を 4)甘辛度、i農淡度は国税庁所定分析法注解付表によ

行い、消酒品質管理指導の参考衣料とする。 る。

2 方法 3 結果

2-1 試料 消酒研究会 ：表 1、表2

清酒研究会86点 （普通酒56点、三増酒30点） 消酒鑑評会 ：表3

((. 

消酒鑑評会 111点

2-2 分析項目及び試験方法

l)日本酒度、アルコール分、直接遠元糖、酸度、ア

ミノ酸度、箔色度は国税庁所定分析法による。

2) pHはpHメータによる。

4 考察

消酒研究会 （粋通酒、三増酒）、消酒鑑評会のいず

れも上位級は、酸度、苅色度が低い。

ここ 2、3年の分析結果を比較してみると、全体的

に大きな変化は見られないが、酸度、着色度が少しず

つ低くなって来ている。

表 1 清酒研究会（普通酒）

日本酒度 アルコール分 直接遼元糖 酸 度 アミ ノ酸度 pH 緩衝能 滸(X色I0-度3) 甘 辛 度 i農淡度

上 -0 40 18 32 3.58 1.32 2.00 4.56 2.51 4.34 + 0.1 - 0. 6 

中 -3.50 18.36 3.78 1.46 1 97 4.47 2 48 6.84 + 0.2 士 0.0

下 -2. 70 18 22 4.02 1.48 1. 90 4.43 2.42 10.40 + 0.1 - 0.1 

平均 -2.20 18.30 3.79 1.42 1 96 4 49 2.47 7 19 + 0.1 - 0.2 

表 2 清酒研究会（三増酒）

゜
日本酒度 アルコール分 直接還元糖 酸 度 アミノ酸度 pH 緩衝能 牙色度 甘 辛 度 沿淡度(x10-3) 

上 - 9.10 18.50 5t40 1 00 1.09 4.43 1.52 4.90 + 1.3 - 0.7 

中 ~ I0.40 18 70 5.70 1.17 1 49 4.45 2.16 6 14 + l 1 - 0.3 

下 - 8.00 18.37 5.08 1.11 1.28 4.41 1. 95 7.06 + 1.1 - 0.6 

平均 - 9.20 18.52 5.39 1.09 1.29 4.43 1.88 6.03 + 1.2 - 0.5 

' 表 3 清酒鑑評会

日本酒度 アルコー／け｝直接還元糖 酸 度 pH 緩 衝能 培色度 甘 辛 度 甘 辛 度 浪淡度(x10-3) 

上 +l. 70 18 38 3.53 1.12 1. 41 4 54 1. 94 6.98 + 0.1 - 1.0 

中 -o 25 18.24 3.46 1. 29 1.59 4.45 2.21 6.26 + 0.1 - 0.6 
下 +0.50 17. 72 3 44 1 29 1.35 4 52 2.25 9.26 土 0.0 - 9.6 

平均 +0.65 18.11 3.48 1.23 1.45 4.50 2.13 7.50 + 0.1 - 0.7 
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ヨー素法（カタラーゼ処理）による

食品中の過酸化水素の試験

住品部 中内道世富岡 登

1 はじめに

本試験は、食品中の過酸化水紫を、硫酸酸性のもと

でヨウ化カリウムを加え、遊離するヨウ紫をチオ硫酸

ナトリウムで滴定して求めるのであるが、紅品中、特

にうどんなどには過酸化水素の他にヨウ紫を遊離させ

る KBr釘などの小麦改良剤が含まれていることがあ

るため分析誤差が生じやすい。そこで試料を 2つに分

け、その一方にカタラーゼ処理を行い、未処理のもの

との差を求めて過酸化水素の品とする。

ここでは、これらの方法を用いて、各々の食品につ

いての過酸化水索の検出限界を検討する と共に、市販

品の過酸化水素含有批を調査した。

2 試験方法

衛生試験法1)に準じて行った。

3 試験操作及ぴ結果

3 -1 カタラーゼ活性

本試験に使用するカタラーゼ (BovineLiver P-L 

Biochemicals Inc．製）の活性を調べるため、カタラ

ーゼ標定法に基づき、過酸化水素のリン酸基竹溶液を

硫酸酸生のもと0.005N-KMnO,で標定した結果0.01%

カタラーゼ溶液1叫はO.lmo]過酸化水素溶液 5m]を完

全に分解し、十分使用できることがわかった。

なお、上記カタラーゼ溶液は、冷蔵雌に保管するこ

とにより 5日後にも十分使用できた。

3 -2 試料別検出限界及び検屈線

2に従って過酸化水素の添加実験を行い、各試料別

の検出限界を試験した結果、ゆでうどん、ゆで中華め

んが滴定終点近くで淡黄色を呈し、終点がわかりにく

2.0 

5

0

5

 

l

l

o

 

3E),ozs•~N

-
NZO

· o 

2
 

3 4 

th 02 (mg/kg) ．
 

く、過酸化水紫としてlOmg/kg、その他しらすが5mg 

/kg、ちくわ、かまぽこ及びとうふが1mg/kgであっ

た。

なお、ちくわ、かまぱこ及びとうふの検屈線を図 l

に示す。

3 -3 市販品の過酸化水素含有祉の調査

2に従って市販されているゆでうどん 3点、ゆで中

華めん 2点、しらす 1点、 ち〈わ 3点、かまぽこ 3点

とうふ 3点の計15点について過酸化水索の含有祉を調

査した結果、ち〈わ 1点に 2mg/kg検出された他、い

ずれも不検出であった。

参考文献 ・
1)日本薬学会編 ：衛生試験法注解 317-319 ('80) 

’’ 
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座式生活空間における家具

デザイン・試作

ヽ

木材工業部 小川幸夫北口 功

日本の住生活様式は、西欧化が形として源在化する中で、質的側而として日本個有の生活行動が存在

し続けている。 『くつろぎ」の場としての届間では西欧的な椅子によるくつろぎよりも座臥によるくつ

ろぎが優先する生活実態のあることから

1 祝点の低い座臥の姿勢で使用できる道具

2 独立した機能も主張しながら多目的機能を有する道具

の2点をテーマに、居間における 「〈つろぎ」と「収納」と 「台」の共有を提案している。

．
 

主材料 ：ラワン材

ポリエステ

ル化粧合板

チーク材
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カーテンフローコーター塗装における

塗料粘性と気温に関する研究

木材工業部 浦野健三

要 旨

カーテンフローコーターによる襖緑塗装において、塗装時に発生するクレーターやピンホールは気温、

塗料枯度、被塗物表面性状が深く係i)発生原因となっている。その原因を追求し高品竹と批産を目的と

した現場塗装工程条件を検討した。

1 はじめに

塗膜に起きるクレーターやピンホールの発生原因は

大半、急激な温度変化によって起きる。これは気温や

塗料循珠経路で塗料温度が上昇し低沸点溶剤が蒸発し

て高粘度により被塗物と塗料温度差が大き〈なるにつ

れて素地空隙の空気が離脱できずピンホールやクレー

ターの原因となると思われるので試験の上、塗装工程

条件を検討した。

2 供試材及ぴ塗装工程

l) 米杉 形状 20X 15X 1800mm 天然乾燥

含水率 13％土2% 

2) 塗料 セラックニス、ポリウレタン樹脂、オ

イルサフ L ーサー、カシュウ系樹脂

3) 塗装機 フローコーター FL-S300 

（岩田塗装機工業K.K.)

4) 塗装工程

A工程

(1) ポリウレタン樹脂 1回刷毛塗り

(9 オイルサフェ＿サ＿ーフローコーター塗り

り研磨—# 320 軽く空研ぎ

白上塗＇）（カシュウ系樹脂） ー フローコーター塗

I) 

＇ぷ/.l10°c 

B工程
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図 1 塗料循環時間と

塗料温度の関係
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図2 気温と塗料温度差によるクレーター・ピンホール発生数
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り研磨―#320軽く空研ぎ

日上塗＇）（カシ丑ウ系樹脂）ーフローコーター塗

I) 

3 試験結果と考察

3-1 塗料循王灯時間と塗料温度

カーテンフローコーターの運転時間が長〈な

』 るにつれ塗料循閑温度が上昇する。気温力哨吊ナれば

それだけ塗料温度の上昇速度か速〈なる。循哀

時間が30~40分で揮発性の高い溶剤が急激に蒸

発する。これは塗料ボンプの循閑摩擦による溶

剤の蒸発である。 （図 1)

3--2気温と塗料温度差

多孔質のサフェーサー表面は沢山の空気が含

まれ、空気は上塗＇）塗料の温度を吸収して膨張

し、ビンホールやクレーターが発生し、特に気温

と塗料循環温度差が10℃以上の時は、小クレー

ターからピンホールと順に起きる。下塗りから

サフェーサー表面の塗膜孔の空気が離脱できず

ピンホールの原因となリ一部お〈れて離脱した

気泡が表面でわれて、クレーターが起きるのは

気温と塗料温度が一番大き〈関係している。し

たがって塗料循巧温度を一定温度に保つことが

重要である。これを図2で示している。塗料循

哀中に発熱する塗料タンクに冷却装匹と塗料ポ

ンプ（無段変速装沼）を取りつけ、気温と循棗

塗科の温度差を 5℃に調整、塗料粘度FCNo. 

-O 
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図3 気温と塗料循環温度 5℃内の

クレーター・ビンホール発生状況

4、200Sec スリ ット巾0.6mm、塗料ポンプ回転

数2600rpm、コンベアスピード毎分90m、平均

塗布痛30cm'l6X 18 gで塗装実験をした。（図3)

ほとんどピンホールやクレーターの発生は無〈

なったが、まだ少秘起きた原因は素地より塗膜

孔があり、下塗り剤の塗装法及び希釈率との関

連と思われるが一応の目的に達した。

4 おわりに

ビンホールやクレーターの起きる原因は、気温、塗

料温度、前後の塗装工程であるが、微妙に関係する

塗装工程表を作製し、塗料名、希釈率、粘度、スリッ

卜巾、コンベアー速度、気温、循環塗料温度を記録す

ることが必要である。

． 

-71 -

一



曲げ加工法によるチーク材の取手の試作

木材工業部 平田重俊

1 はじめに

曲げ加工に不適応材とされている南洋材チークを近

年研究が進められている曲げ加工法~クロ波に

よる木材の塑性曲げ加工巴ーによって曲げ加工性試験

を行い、家具及び建具金物である取手を試作加工を行

った。

2 曲げ加工性試験

企業として生産に値する製品となることを条件とし

て試験した。

2 -1 曲げ条件及ぴ試験方法

1) マイクロ波加熱装匹

出力200V、2KIV、内法35X50X 45cm、周波

数2450MHz

2) 供試材

チーク（ソード単板）

3) 試料寸法

長さ 250mm 巾30mm 厚さ 3mm 

4) 曲げ条件

第 1図 （曲率半径R60mmのSカープと逆Sカ

ープの組合せ） 2プライ

5) 接箔剤

工ポキシ系接済剤（商品名セメダインスーパ

-1500) 

6) 型

木型（チーク）

7) 当て板

2.7mm厚ベニャ

8) 曲げ方向

柾目面（木表同志接苅）

9) 圧締用具

ねじ式簡易プレス（木製）

2 -2 マイクロ波照射による曲げ加工フローチャート

水中没滋 (1日間以上）

↓ 

ラップ包装

↓ 

マイクロ波照射 (3分間）

↓ 

庄締（材温が下がるまで）

↓ 

ラップ包装をはずす

↓ ` 

ー
／ 

¥¥ /§ 三 I

¥¥ !姦'1/ 9 
l !/ 
¥ ; /I 
五十― -685-+20→

第1図曲げ条件

マイクロ波照射(1分間）

↓ 

圧締（材温が下がるまで）

↓ 

マイクロ波照射 (1分間）

↓ 

接着剤塗布（材が乾燥していることを確か

める）

↓ 

圧締

3 結果及ぴ考察

チークは、環孔材で年輪を有する南洋材である。年

輪を有するため材の組綿的強度は、組織が粗なところ

と密なところで差がある。

試作品は取手でS字と逆S字カープの組み合せとい

う過酷なものであるため、木柄を十分考慮しなければ

いくらマイクロ波を照射しても曲げによる組綿の引張

り破壊は生ずる 。 2プライの曲げ加工品なので、上

府板と下府板では相反する応力がそれぞれの部分で生

試作品 ‘ 

． 

．
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ずる。そして、引張リ破壊は引張り応力を受けるとこ

ろに起き 、縮み破壌は圧縮応力を受けるところに起き

る。変形破壊は、縮み破壊が生じてから引張り破壊が

生ずる。

予備実験の中で縮み破壊が生じても引張リ破壊が発生

しない曲率半径を求めた。曲率半径の小さい方がデザ

イヽン的にも有効であるけれども、引張り破壊がその製

品として価値をな〈するものである。そこで、曲率半

径 R60mmを実験的に求めた。マイクロ波を照射するこ

とは、木材を短時間に内部まで蒸すというように利用

したもので、ガラス転移温度になるまで加工するもの

ではなし ‘o

また、マイクロ波 3分間照射については、深い意味

はないが、 3分間以上照射すると材がこげつくのでは

ないかという不安からこのようにした。子備圧締後のマ

イク ロ波 1分間照射を再々行っているのは、材中の含

有水分を放出させる乾燥作業の意味である。木材内部

への加熱の媒体として、水を利用したが、水の材中へ

の没透を促進するために少屈の洗剤を加えて浸透を行

った。

つぎに、チーク材は難接苅材として知られているが、

含水率が高いとさらに接消が困難となる。試作品は 3

mm肛のソード単板の 2プライであり、接箔府は 1府で

ある。ソード単板の曲げに対する応力に耐えうる接済

屑が必要であり、この一府の接培府だけでこの品物の

強度を持たせなくてはならない。そこで直感的に考え

てエポキシ系の接苅剤が必要となる。しかし、接箔剤

に関しては、硬化時間、コスト、作業性など検討の余

地がある。

参考文献

1) ffiJ元京 京都大学木材研究所

木材研究査料 No.. 14、13(1979)
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バーミキュラ黒鉛鋳鉄の実用化研究

機械金屈部 岩鶴昭中村嵩

永坂博文 田口義章

要 旨

最近、パーミキュラ黒鉛鋳鉄の利用が増大し、業界からの要望もあり、当場でも早急に試験溶解を実

施した。

接種剤には、最も一般的で保持時間の長いFe-Siを使用し、 Ni添加による引張強さ 、硬度、組織、

切削性等の検討を目的に溶解試験を行った。

その結果、機械的性質では、 Ni凩2.43％が引張強さ42kgf/mm':抗折荷頂1660kgf、硬度HH 269で

良好であった。

組織的には、基地組綿はパーライト組織であったが、セメンタイトの折出も少なく硬度に比して切削性も

良好であった。

2)バーミキュラ黒鉛鋳鉄の強度を30kgf/mぷ以上を

目標として、C、Mnを一定にし、Fe-Siの最適値を求める

ための溶解を行った。

3)上記の予備溶解を基に、 Niを0.5-3.0％の範囲で添

加し、引張強度等について試験を行った。

なお、溶解は、サイリスタ式高周波誘導溶解装囲、

定紐分析はクーロマチック ‘‘C’'分析装四及び螢光X

線分析装囲を使用した。鋳型は生型を使用し 、試験片

はJIS-G-5501による鋳放し、径30mmの丸棒を鋳

造し、 8号試験片で引張試験を行った。

3 試験結果

1) Fe-Siの接種について、炉頂添加の楊合は、接

種直後の数分間 (8~12分）は効果があり引張強度も

満足な値が得られた。

しかし、経時と共に接種効果も下降し、組織試験結

果からも明らかなように黒鉛形状も接種直後の芋虫状

から、ネズミ鋳鉄に見られる針状組緻となる故、歩留 ~

． 
1 はじめに

一般に、鋳鉄中の黒鉛は外部からの要因、例えば、

接種、球状化処理、酸化、遠元等により、片状黒鉛か

ら球状黒鉛に移行する過程で、黒鉛は微細共晶状形態

となる。このように中間過程での黒鉛形態をバーミキ

ュラ形黒鉛といわれている。

バー ミキュラ黒鉛にする方法は、理論的には半成りの

グクタイルということになるが、その製造法の確立に

種々の研究が行われている。当場も、最近業界からの

要望もあリ、実用化すぺ〈試験溶解を実施した。

今回は接種剤として、一般的によく利用され保持時

間も比較的長いフェロシリコン (Fe-Si)を用いた。

そして、 Ni添加による引張強度等の影騨にういて研

究を行ったので報告する。

2 試験方法

1) Fe-Siの接種効果について予備試験を行った。（

炉頂接種と炉前接種による効果）

表 1 機械的性質及ぴ分析値

只 機械的性竹
分 析 値

(w t%) 

Ni目楼仙，j|張強さ抗折荷頂たわみ硬 ）変 Ni C Si Mn p s 
(wt%) (kg/mポ） （kg) (mm) (H叫

1 

゜
32 1,595 10 0 223 0.06 2 71 2 67 0 682 0.085 0 022 

2 0.5 36 1,575 10.0 241 0.54 2 74 2. 72 0.676 0.109 0.021 

3 I. 0 37 1,600 10.0 255 I 03 2. 70 2 69 0.677 0.085 0.02h 

4 1.5 37 1,645 9.5 255 1 47 2 71 2 66 0.665 0 110 O Ol5 

5 2 0 41 1,650 9.0 262 1.96 2.69 2 70 0.659 0.086 0.023 

6 2.5 42 1,660 9 0 269 2 43 2 70 2 71 0.659 0.080 0 020 

7 3.0 41 1,520 9 5 269 2 89 2 71 2 66 0.659 0 086 0.020 
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まりの問題等もあるが、 Siのの接種効果を最大限に利 顕微鏡写真による組緻試験の結果を写真I.Ni:無派

用すべ〈炉前接種を行い良好な結果をもたらした。 加の組様、写真2.Ni: 1.03％の組織、写真3.Ni:1.96 

2)バーミキュラ鋳鉄の引張強度を30kgf／砿以上にす ％の組識、写真4.Ni: 2.89％の粗織、写真5,§i接種前

るためにC: 2. 7wt%、Mn:0.7wt%、Si:2.7wt％の の組緻、写真6.Si接種後の組織に示す。

結果を得た。

3)上記の結果より引張強さ30kgf/mm’以上のバーミキ

ュラ鋳鉄の製造には成功したが、より以上の引張強さ

を得るためにNiの添加を行った。その結果、黒鉛組織

の改良、強度等の性質改善に効果があリ、 4~lOkgf 

/m而の強度の増加が認められた。

機械的性質及び分析値を表 lに、Ni秘と引張強さ、

抗折荷重、硬度との関係を図 1に示す。

引張強さと抗折荷頂は、 Ni砒の増加に従って強くな

り、引張強さ及び抗折荷頂は、 No.6が最強であった。

硬度は、 Ni最の増加に従って硬くなっている。
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N,il (wt%) ___,  

図 1 Ni量と引張強さ、抗析荷重、硬度との関係

写真 1 Ni0.06％の組織

倍率200倍、腐食液 5％ピクラル

写真2 Nil.03％の組織

倍率200倍、腐食液 5％ピクラル

写真3 Nil.96％の組織

倍率200倍、腐食液 5％ピクラル

写真4 Ni2. 89％の組織

倍率200倍、腐食液 5％ピクラル

I'‘ ` • 下·` :、

写真5 Si接種前の組織

倍率100倍

写真6 Si接種後の組織

倍率100倍
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4 結果に対する考察

1) Fi-Siの炉前接種の効果 ：無接種の場合には、強

度24~27kgf/mni'であったが、炉前接種を行うことに

より強度は32kgf/mm'となり 5~8  kgf/mm'の向上が認

められ、 FC30程度の溶湯に Fe-Si、又はCa-Siを

接種するだけで35kgf/mm'の強度が得られると思われる。

2)、Ni磁と引張強さ ：図1より引張強さは、Ni址の増
加に従って強度が上昇し、 Ni秘2.43％が、引張強さ42

kgf /mm'が最強になり、 Ni砒2.89％になると強度が低

下している。

3) Ni祉と抗折荷重 ：図 1より抗折荷重は、 Ni紐の増

加に従って強度が上昇し、 Ni:utl.47％が抗折荷狙1660

kgfと強い値が得られた。

4)たわみ屈 ：表 1よりたわみ品は、 Ni罷0.06~1.03

％までは同じ値が得られ、Ni品1.47％以上になると徐

々に低下している。

5) Ni祉と硬さ ：図 1より、 Ni:l.Jの増加に従って硬度

は硬くなり、 Ni屈2.43%、2.89％が硬度(HB)269で

最も硬い結果が得られた。

6)・切削性 ：硬度に比してセメンタイトの析出が少な

いため非常に良好であった。

7)組織 ：顕微鋭写真 1、2、 3、4より、基地組織

はパーライト組織になリ、セメンタイトの析出はほと

んど見られなかった。フェライト屈はNi此が増加する

に従って滅少している。

写真5、6より 、黒鉛形状はSi接種前よ＇）、接種後

の方が黒鉛が小さくなリ、丸く芋虫状になっているの

が認められる。

8) Fe-Si炉頂添加で、 Ni炉前接種する方法を試み

たが、接種効果が経時と共に滅少するに従って強度の

低下が認められ、 Ni添加による効果は明確に認められ

なかった。

5 おわりに

機械的性竹より、 Ni屈2.43％が、引張強さ42kgf/

mni抗折荷頂1660kgf、硬さ(Ha)269 -C:目標値通＇）であ

り十分実用化に供されると思われる。

今回は、バーミキュラ黒鉛鋳鉄の実用化を目的とし

たため、 Niの添｝JU屈は 0~3.0% (目標値）までで、そ

れ以上の旅加屈についての溶解試験は行っていないた

め、強度低下部での詳細なデータを得ていないが必要

で：：（、il、二：：：：口｀｀。た装骰は、自転車・
振興会から競輪収益の一部である設備拡充補助金の交

付を受けて講入したものである。

参考文献、

l)加山、中村 ＇‘鋳鉄の材牧’'日本鋳物工業会編

2)松田公扶＇‘特殊鋳鉄鋳物’'日刊工業新聞社

3)阿部、島取｀鋼鋳物鋳鉄鋳物＇＇日本鉄鋼協会

，， 
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NC加工のための座標値の計算プログラムの開発
ゃ

機械金属部 林健太郎古田茂

要 旨

9』

NC加工に必要な工具軌跡の座標1直を求めるため各種の図形定義をミニコンのFORTRANを用い

計算し、迅速にかつ容易に結果を得られるようなプログラムを作った。

(‘●
 

9

.
 

1 はじめに

近年、 中小企業においても、 NC工作機械の導入が

固発で、今やNCなしに機械加工は考えられないとい

っところさえある。

当場においても昭和44年にNCタレ ットミラーを設

骰し、普及のため、試験、研究、指達を行ってきた。

機械加工をするにはNC機に限らず工具軌跡を求め

る必要があるが、簡単なものはともかく、形状が複雑

になってくると、手計符では無理であり、卓上計符機

を用いても容易でない。そこで工具軌跡の座標値を迅

速に求めるため、ミニコン (HITAC lOIIA 16 

k語）を利用して、操作も容易なプログラムを作った

ので報告する。

2 プログラムの設計

2 -1 方針

プログラムはFORTRAN言語を用い、点、龍線

円でもって構成される二次元の図形処理とする。

計算はすべて四則派打と組込関数として使える SIn、

COS、tan・1、平方根の使用によるものとする。

操作は簡単に行え、将来自動プログラミングまで発

展させるため一度得た結果の格納、変更、参照は確実

なものとする。

以上を方針に、 2点を通る直線、 1点を通り X軸と

のなす角で定まる直線、直線か凶ある距離だけ離れた

直線、 2直線の交点、直線と円との交点、 2円の交点

1点を通り円に接する直線の接点などについて図形を

定義することにした。

2 -2 図形の計符機内での表現と格納

計符機では点、血線、円の定義をそれぞれ1つの形

にした方が処理しやすいため、計算機内では、点(p)

は直交座標系の座標値(X'y)とし、直線は原点から

直線に下した法線のX成分(i)、 Y成分(j)、長さ（

e) ix+iy=e (i2+j2=1) で表し、円は中

心点(x,Y)と半径rでもって表現した。

2 -3 計符式の例

1)点P,(Xぃ払）を通ってX軸とのなす角 aにより

直線Sn(in, in, en)を定義する。

直線Snの式は

(y-y,) =tana (x-x,)、tana =sin a/cos a 

であるから、これより内部表現の形(ix+iy=e)に

すると

(sin ~ X +(-cos a) Y =(X,・sin a -Y, ・cos a)と

なるが(sina)2+(-cos a)2= 1であるから結局

］こ口:;a:ǹ"cis:al]：：言贔玉を紹介
2)点P1(X1，払） と点P匹，釦）を通る龍線Sn(in, 

in,.en) 

｛］： ：言：ご芸
R,n =士（X2・Y,-X,・YilIM  
（戸;=V面←・X1）勺（約一y,)りとする

呼番号

(N) 

点 p (N) 直線 S(N) 円 C(N) 

PX(N)i PY(N)I SI(N)I SJ(N)I SL(N)I CX(N)I CY(N)I CR(N) 

1
2
 

図 1 図形の格納形式
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3)直線S1(i1,j1,e1)から距離dだけ離れた平行

線Sn(in , jn,  Qn) 

(4x：ヽ：：：言］;,~:)直線S釦， 1 2 ，紛との交占pn
7)点P1(X1，弘）を通り円C2m,Y2,r2）に接する

直線の接点Pn,Pm 

{Xn=X叶D ・ (x, —ふ）！瓢T • (Y1- Y2)1試
Yn  =YけD ・ （払一約） I謬—T · (X心） I瓢

{Xm=Xけ D ・（かか瓢—T ・（叶あ） I瓢
珈 ＝約＋D・（払―y2)I屈屈＋T・(X1ーエ）／屈万2

（同屈＝J（X2-x]+(y2ーリ沢， D ＝r2り同丙，

{ Xn  =(Y心 ーj1も ）I （i l •j 2 - i 2 j 1) 

Yn  = (i l • £2 - i 2 •e 1) I (i l. j 2-i 2 • j 1) 
T =["fl=oり とする

2-4 FORTRANプログラム式
5)直線S1(i1, j 1，Q,)と円C2(X 2, Y2,r 2) の交点Pn

(Xn,釦 ）， Pm (Xm,  Ym) プログラムを図 2に示す。

{ Xn  ＝功＋D・i1 +T• j I 

Yn＝約＋D・jl―T・i, 

{Xm＝ふ＋D・i1 -T •j I 

Ym＝約＋D・j1+T•i l 

3 プログラムの実行と結果

(D=ム -if功一jI • Y2, T=./rFr52)とする

プログラムの実行は、必要とする点、匝線、円にあ

らかじめ番号をつけてやり、(1)図形の定義番号、 (2) 

求めるもの （点、直線、 円）の番号 （3)計鉗に必要

6)円C屈，Y,,r,) と円C2(X 2，釦ぶ）との交点Pn

(X n,  Yn) , Pm  (Xm,  Ym) 

な要紫 （点、直線、 円などの呼番号や角度、距離など） こ

＇ (4)必要なら上、下、右、左の識別番号、を順次入力し

てやれば、出力結船よ図3の形で直ちに得られる。

lXn ＝かD ・（ふ—ふ） ！謬＋T・（約一弘）I謬
しY n ＝払＋D ・（約一払） ／て高—T ・ （ふーふ）斤尻百―2

{xm=x1+D ・（ふーふ）！謬—T ・ （約一弘）疇
Ym＝払＋D ・（約一弘）/0百け T ・(X 2ー叩！瓦ふ

（丙ふ＝」（ふーふ）‘＋（約ーy沢、D＝（丙国＋r，2

一吋）／ 2．冨，T＝只下りとする

C ZAHY•J CH I •IC KE I SA' 
C 

001 DI IIÈJS I ON PA (1 uo)、PY(9 00),ŝ (8し） ，
15Yl80)、SL(80), cx (30),cY(30),CIt(JC) 
¥-/RITE(1,1Q1) 

101 FOR'1ATll/16H NC. IJYURYOKLl-CIII// 
122H 1 P/CJO XCHI YCHI/ 
222H 2 5パ/C Pl『IO X/JOI 
322H 3 S/(9C PIno pバ10/
422H 4 CltJO PINO HAr:K/ 
S22H 5 PltJO s1:,0 s1r:01 
630H 6 PINO S/C>O c,r:e I ICHI)/ 
730H 7 P/ne CItIO CI10 (I CH I)/ 
6JOH 8 Pmo P/C!O CICIO c ICHI)/ 
9JOH 9 S/NC SI、JO KYOR IICHI)/ 
A14H 10 (こ V D)I) 
10 WRITEC1,102> 

102 FORMATl/19H ZUKEI 0 TEIG>SEYO// 
12X,17HKEISAN NO KEK,.A/l 
PAl:J.1415926 

20 RこA011,206)I 
IF! I)21,21,22 

21 GC TO 10 
22 IFll-10)2J,90,10 

2J GO TO 11000,2000,J000,4000,5000, 
16000, 7000, 6000,9000), I 

1000 REA011,201lCJP,PX1,PY1 
PA(f.'P) =PX1 

PYINPJ=PY1 
1 01 0 KR I TE (1 ≫ 301)UP, px (NP),py (̀IP) 
GO TO 20 

20DO READ I 1,202)̀.s,fJP, xKA99U 

RAD=CKAKU•PA 1/180.Q 
ANS=PY(NP)•COS(RAD) -PAI trP)ぞS IN(RA0) 
SXI9)S)=Srt9(RAD) 
sy(rIS)=-COSIRAD) 
SLINS)=-At:s 

JO IFCANS>2010,2010,J1 

39 5XIrJS)=-SX(r9S) 
sy(91S)=-SY(KS) 
SL(NS)=-SLItIS) 

2010 WR I TE C 1,302 !IJS,SX("IS >,SY C:•S>,SL<i!S) 
GO TO 20 

3000 READ11,20J H>S,NP1,r,e, 
X1 =PXlrlP1) 
Y1 =PYWP1) 

X2=PXWP2) 
Y2=PY INP2 > 

P1P2=SQRTCIX2-X1 >--2•( Y<一Y1) •パ2)
IF C P1P2l100, 1 00, JS 

35 ANS=1x2•Y1-A1 三Y2)IP1P2 
sxc・,s>=IY2-Y" l/P1P2 
SY(ns)=1X1 -A2)IP1P.., 
SL ft:S>=- A•JS 
GO ;c JO 

-UOO Rこ＾）（ 1,2.,i · •c , ",.,, 
L:x (':C I =P..• <'.p) 
CYC'C)=PY<'.?) 
C．で（べC)=CRJ 

¥ •R I TE (9, 333) ̀s, c. (•:C) , c ((..C), cへ(.c) 
G9 TC 20 

JOOO REA3(9, 203)1IP , •IS 9, t!Sと
X1 =SX(NS1) 

Y¥ =SY{::S1) 
S1-SJ.(:;S1) 
X2=SXC:!S2) 
Y2=SY(9JSと）
S2=SL (f:S2) 
A•:S二X9 JY2-Aと••Y 1

I F 9 A'.S) 3 7, 1 Jo, J7 
37 Px(NP) = (Y2•51- Y9 • 32)/A..s 
PY (:JP l = (X1 JS2-X2ゞ51)/A'S

G3 Te 109 0 
6000 REAOCJ,204).」p,f:s,・JC,:
A=Cx C:.C l 
3=CY(::C l 
R=CR (..:C) 

,.,=SX{1IS) 
YJ=SY(rS) 
a=SL { •:S)-A• X I -3ゞ り
39 IF {R亭亭2-9`•2)1 00,40,',0 
40 T:SQRT< R.,2-C宣•2 J

XI =A＋コ亭XI•T • YJ 
Y t =B+J •YJ - T•X) 
x2=A+3バ 1-hYJ
Y2=a+3*YJ+T●X I 
Ge TO (A9，ム2，43,44),"

49 I F (Y2-Y9) As, 4s, 46 
42 IF(Y1-Y2l45,45,46 
43 1 F (X2-X9 J A5,4s,46 

4ム 1F (X9 -X2) 45, 45, 46 
AS P.;(NP)=X9 

PY (1.P)=" 
Ge TO 1010 

46 px (NP)=X2 
PY (N? l =Y2 

Ge Tt 1010 
7000 READ C¥、204),:P,r:C,NC2,N
A2:CX<l'C2) 
82:CYCl!C2) 
R2=CR(NC2 J 
A=CXCl!C) 
B=CYPlCl 
R=CRC'!C) 

01 02=SCRT< (A2-A) •・ 2●932-3 J., 2 J 
"c  e1e211 oo, 1 o,、50

50 D=(C9 C2•`2•Rマ•2-n2干•2 )/(a. 9•O9 02 J 
m X I = (A2-A l /e1 :2 

YJ=C32-3l/0102 
5~ T! J9 

図2 プログラム
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2‘)ヽ；〇てE•\C (1,」34) ••P , ••P ¥, ・'C,9I 
A<=PX ; •9P1) 
3:=PY (9:01) 
A=C.: 9 •:c) 
B=CY,.'C) 

.s=ce<・:c, 
09 C?.=SonT ((A2-A）` 亭2＋(B2-B）亭＊2）

IF (0¥ 02 J¥00, ¥00,55 
55 O=R><2/C102 
GC TO 51 

990O REAU (1,203):.s,NS1,o, N 
Ge TO (61,62,63,64),rJ 
、:9 F 9 5Y (9lS9 9) 7o, 71、71
62 9F (-SY (•:S9) 9 70, 71、71
63) r、SX(nS9)9 70, 7 1, 79 
0と 1F (-SA(::S1)) 70, 79, 71 
73 1 F (SL (NS1)-C)75, 76、76
75 S1.(r:S)=-SX(ES1) 
SY (̀)S) =-SY (NS1) 
SL (9:S) =D-Sl 9 99S1 9 

GO T: eo 
76 SL (1SJ =SL (r S1)-D 

GO " 79 
71 Sl 9 9:S)=SL (•:S1 ) +El 
,. sx(「S)=SX(rlS1)
SY 9tlS) =:Y(9•S1) 

6C CC T9 2090 
90 ••In I TE (1 9ム01)
REA2 9 1、206ll
I F (1 -1)91、91、10

91 '°11TEC1,402l 

GO TC 99'1 
103 ・.,RI TE 9 1、30<>
GO TC 20 

209 FCR••9AT (1 5,2F) 0．ム）
202 fOP.!<AT(215、F10. 4) 
203 FOR”AT (3 1 5) 
204 FOR9)AT(4 I S) 

20S FORMAT(215,F10,4, 15) 
206 FOR"ATCl5l 
301 FC9MAT (4x, 1 HP、13,JX，ムH（ x ,F1 0. 4, 5H 
1, y、F10.4,2H l l ' 

302 FeRFAT （ムx、） HS,13,3X,4H(I ,f10.7,5H
2, J,'10.7,SH, L,F10.4,2H lJ 

3り3 FOP.11AT(-X,1HC, 13 , J X,•SC X ,f10,4,5H 
3, Y ,'10.4,SH, R ,Ft0,4,2H ll 

304 FenI9AT (4x ,22H●●亭• KAI f!ASHI ●●“*) 

409 FCRt9AT (I4x,33HSYU Rvo SH I MASUKA 

“-YES 2-•:el 
402 r~WAT C//1 0X, 7HE . . D> 
999 ST'" 
cr c 



_p (X . 0000, Y . 0000 

p 2 (X 30. 0000, Y 40.0000 

s 1 (I 7071067, J . 7071067, L 49. 4974) 

., C 1 (X -8 0000, Y 120. 0000, R 12. 5000) 

＊ ＊ ＊ ＊ KAI NASH! ＊ ＊ ＊ ＊ 

図3 出力結果の例

4 おわりに

今同のプログラムでは図形定義の種類がまだ少ない

が、特に NCフライス作業のような工具中心軌跡の座

標値を必要とする計尊用として、図形定義を良く使わ

• :［： ：言l：こ言：：。、た＇いだいの範囲ではさし

この計符機での出力はASCI Iコードであるが、

EI Aコードヘの変換プログラムもすでに作成してお

リ、今後、図形定義の種類をふやし、また自動プログ

ラミングとしての機能をもたせてやりたい。

なお、使用したミニコンは昭和53年度に自転卓振典

会からの補助金を得てデータ処理装置付万能材料試験

機として設沼したものの一部である。

参考文献

機械技術 21 (13) 「NCソフトウェアシステム

設計のための数学」 (1973) 

- 79 -



高分子材料の複合化に関する研究

第 2報 ポリプロピレン及び木粉充てんポリプロ

ピレンの射出成形加工

高分子部

要

内田昌宏 岡本良作 山口和三

旨

ポリプロピレン、木粉充てんポリプロピレンの射出成形条件が府出成形品の物性に及ぽす影咽につい

て検討するため、射出温度 180、220~260℃、射出圧力29.4、55.9、83.4MPa、射出時間10、20、30秒で

成形した成形品の引張特性、表面硬さ、成形収縮率を測定し、最適成形条件について検討した。

1 緒言

前報liこ引続きポリプロピレン（以下pp)、木粉

充てんポリプロピレンの射出成形における射出温度、

射出圧力、射出時間などの加工条件が、成形収縮率、

表面硬さ、降伏強度、降伏ひずみなどの力学的性質に

及ぽす影碑について検討したので報告する。

2 実験

2 -1 成形材料、射出成形機

成形材料としてPP（束燃J215) と50％木粉充て

んPPを使用した。射出成形機は立型インライン ・ス

クリュ式射出成形機SAV-60型 （腑山城精機製作所）

を使用した。

2 -2 成形条件、試料片形状

PP及び木粉充てんPPの成形条件を表1、2に示

す。

試料片寸法及び形状を図1に示す。肛さは 3mmである。

表 1 ppの成形条件

射出温度

220℃ 

240 

260 

射出圧力

29.4MPa 

55.9 

83.4 

般出時間

10sec 

20 

30 

土

120 

図 1 試料片の形状と寸法

3 ! 4 

1 20 

図2 表面硬さ測定位置

2-5 成形収縮率

試料片のたて方向長さをノギスで測定し、次式より

符出した

s (%) =_M豆m X100 

s ：・成形収縮率
M:詣温の金型寸法 (mm)

m :常温の成形品寸法 (mm)

｀ ~ 

．
 

、
し

表2 木粉充てんPPの成形条件

射出温度 射出圧力 射出時間

180℃ 29.4MPa I 10sec 

55.9 I 20 

83.4 I 30 

2-3 引張試験

3 結果及ぴ考察

3 -1 射出温度、射出圧力及び射出時間が降伏応力

と降伏ひずみに及ぼす影靱について

前報1と同様に種々の成形条件で成形した PP成形

品は 7~ 8％ひずみで降伏現象を示し、その後600% 

以上にわたり伸長するので、当試験機では切断にまで

インストロン万能材料試験機1123型を使用して つ 至らなかった。

か凡間隔80mm試験速度 5mm/minで行った。 射出温度、射出圧力の変化にかかわらず射出時間10

2-4 表面の硬さ 秒の成形品は表面にひけが発生しており、適切な射出

J I S K 7215 プラスチックのデュロ メータ硬さ試 条件でないと考えたので、測定値としては参考にとど

験方法（こもとづいて1子った。試料片を図 2のように 6 めた。

ヶ所に区切って、硬さを測定した。 射出温度 220、240、260℃で成形した PP成形品の
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図3 ボリプロピレンの射出圧力と降伏応力、降伏ひずみの関係
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ボリプロピレンの射出温度と降伏応力、降伏ひずみの間係

射出圧力と降伏応力及び降伏ひずみの関係を図 3に示

す。図中で●印は10秒、 0印は20秒、①印は30秒の射

出時間を表す。

降伏応力は射出温度220、260℃では射出圧力が55.9

MPaで最大値を示している。ま た射出時間が20秒のほ

うが30秒より少し大きい値を示している。しかし射出

温度240℃での降伏応力は他の温度と比較して低い。

降伏ひずみは射出玉力、射出温度、射出時間に依存し

ないで約8％である。

図4は29.4、 55.9、83.4MPaで成形した PP成形

品の射出温度と降伏応力、降伏ひずみの関係を示して

いる。 各圧力ともに射出温度240℃において最小値を

とり 、特に射出圧力55.9MPaにおいて滅少が著しい。

射出圧力55.9MPa、射出温度240℃における挙動の原

因は不明である。 図5
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50％木粉充てんPP成形品の射出圧力と降伏応力、

降伏ひずみの関係を図 5に示す。 PPと比較すれば逆

に射出圧力の増加により降伏応力は著しい滅少を示し

ている。 降伏ひずみは図3と比較すれば約 8％から約

2 ％まで滅少している。

3 -2 射出温度、射出圧力及び射出時間が表面かた

さと成形収縮率に及ぼす影靱について

各射出温度における射出圧力と表面硬さ及び成形収

縮率の関係を図 6に示す。 射出時間10秒では表面にひ

けが発生していたので参考にプロットしておいた。表

面かたさ及び収縮率はともに射出圧力に依存しないで

はぽ一定である。

図 7に各射出圧力における射出温度と表面あらさ及

ぴ収縮デの関係を示｀す。表面かたさは、各射出圧力と

もに射出温度に依存しないでほぼ一定となっている。
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しかし、収縮率は 220から 240℃まで一定であるが、

260℃になると大き〈なる。特に商圧力の楊合はほぼ

大きくなる。

50％木粉充てんPP成形品の射出圧力と表面硬さ及

び収縮率の関係を図8に示す。表面硬さ、収縮率は射

出圧力に依存しないでほぼ一定となる。さきはどの図

6に比較すれば表面硬さが約70から78、収縮率か1.2%

から0.5％に変化している。 PPに木粉を充てんするこ

とにより表面硬さが増し、収縮率が低下している。

さらにPP及び50％木粉充てんPP成形品の各測定

位匹における表面硬さの変化を図9、10に示す。射出

圧力、射出温度、射出時間に著しい依存性は見られな

いが、測定位骰5、6における表面硬さは、どの試料

においてもやわらかい傾向にある。

4 結論

ポリプロピレン、木粉充てんポリプロピレンの射出

成形時における成形条件がその物性に及ばす影咽につ

いて検討した結果、

1)降伏応力は射出圧力、 射出温度の影碑を受ける。

2)木粉充てんPPは特に射出圧力の影靱が大きい。

3)降伏ひずみ、表面かたさは成形条件にあまり依存

しなし ‘o
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図10 50％木粉充てんPP成形品の各位置

における表面硬さ

4)成形収縮率は射出温度に影靱を受ける。

5)木粉を充てんすることにより表面硬さ、成形収縮

率が改良された。

今後は木粉充てんPPの成形条件と諸物性について

検討を続けてゆきたい。
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クロム革の染色性に及ぼす再鞣剤ならびに

カチオン染色助剤の影響

皮革分肋 石原矩武中城真津田郁太郎

ヽ

クロム革の染色性に及ぼす再鞣剤ならびにカチオン染色助剤の影響について検討を行い、染色性が再

鞣により低下し、この改善にカチオン染色助剤が有効であることを認めた。

1 はじめに

皮革製造合理化のためには、クロム鞣製まで同一の

処理を行い、それ以後の工程で用途に応じた処理方法

により種々のタイプの革を製造することが望ましい。

特に再鞣方法は、革の性状に大きな影咽を及ぽす、そ

の一つとして染色性に及ぽす影咽が重要な問題である

種々の再鞣剤がクロム革の染色性に及ぽす影響ならぴ

9コ再鞣革の表面荷鼈の調整という惹味からカチオン染

色助剤が染色性に与える効果についても検討した。

2 実験方法

2 -1 供試革

供試革は、厚さ1.5mm、クロム含有枇3.5%、灰分10.0

タンニン代替用 1種類、植物タンユン 3種類、さらに

グルタルアルデヒド 1種類である。以後、中和剤と再

鞣剤は、表1の略号で記述する。なお、カチオンレジ

ン系の再鞣剤は、カチオン染色助剤として用いたもの

である。

染料は、プラウン系のアニオン染料16種類を用いた。

中和、再鞣方法は、再鞣剤の種類によ，つて異なり、

表 2にまとめて示 した。表 2には、カチオン処理、染

色、加脂方法も併せて示した。

加脂後、革は一夜間平積みし、翌朝熱板乾燥した。

A)中和と染色性についての実験

中和は、 A-1、2%A-2及び2%H-2の 3種類で行

い、染色は、 16種類の染料を使用益1％として行った，

B) 再鞣と染色性についての実験

中和は、 A-1で行った。再鞣は、 23種類の再鞣剤を

用い、その中で芳香族系の再鞣剤の使用祉2%、その

他の再鞣剤の使用屈4％として行った。

表 1 実験に用いた中和剤、再鞣剤の一覧表

中和剤

略号

l

2

3

 

一

＿

一

A

A

A

 

主 成分

0.5％ギ酸ナトリウム＋0.5
％炭峻水紫ナトリウム
リン峻塩の混合物

同上

A-4 有機塩無機塩の浪合物

アニオンレ。ジン

1

2

3

 

――

―
 

B

B

B

 

レジン （含窒紫塩甚）
含アミドスルホン化炭化水
紫の縮合レジン

同上

%、pH3.6のクロム成牛革を 5X 10cm'に裁断し、 2枚 カチオンレジン

1組と して用いた。

2-2 染色革の製造方法

実験に用いた中和剤は 4種類、再鞣剤は29種類であ

C-1 レジン

C-2 ジシアンジアミドレジン

C-3 ホルマリン縮合物

C-4 レジン （含窒紫縮合物）

C-5 同上

り表1に示した。

なお、再鞣剤はその主成分によ り系統分けし、アニオ

ンレジン系3種類、カ・チオンレジン系 5種類、白鞣用

3種類、アクリルポリマー系 2種類、クロム含有合成 アクリルポリマー

鞣剤 2種類、無機鞣剤4種類、芳香族系 5種類、植物

白鞣用

． 

D-1 ナフタレン系

2

3

 

―― 

D

D

 

同上

同上

E-1 アクリルポリマー

E-2 同上

クロム含有
F-1 クロム含有

F-2 同上

無機鞣剤

G-1 アルミ贔柔剤

2

3

4

 

―

―― 

G

G

C

 ．
 

同上

クロム社剤

ジルコニュウム鞣剤

芳香族系

植物タンニン代替

↓
コ
コ

7

二

H

H

H

H

H

K

 

芳香族スルホン岱

同上

同上

同上

同上

ナフタレン系

ケプラチョ

ワットル

チェス トナット

Q

w
c
 グルタルアルデヒ ド GA 
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表2 中和、再鞣、染色、加脂方法

※ 1 ※2 ※3 
処法 1 処法 2 処法 3

水洗 水洗 水洗

400% 水 10分間 400% 水 10分Itl 400% 水 JO分間

中和 再粘 再 9t
100% 水 100% 水 30% 水（60℃)

x% 中和剤 30分間 x% tt剤 60分間 0.5% 酢岐

pH 3.5に滋整

水洗 水洗 x% グルタルアルデヒド 60分問

400% 水 10分間 400% 水 IO分/UI +y% ギ欣ナトリウム 60分間

pH 4.5に調整
再 [1 中和

100% 水 100% 水 水洗

x% ft剤 60分間 x% 中fl)剤 30分間 400% 水（50℃) JO分間

水洗 水洗

400% 水 （50℃)10分IUI 400% 水（50℃ ) 10分,~1

（カニ：ご： （50℃) ) 

2% カチオン系染色助剤 20分間

染色

100% 水（50℃)

lor5%染料 30分間

加脂

+5% 硫岱化油 30分間

+0.5or0.3％ギ酸 10分問

※ 1 処法1は、再贔£にレジン系、白鞣用、植物クンニン代杵用の鞣剤及び植物タンニンを用いる場合に適用

する。

※2 処法2は、再はにアクリルポリマー系及ぴ無機系の鞣剤を用いる場合に適用する．
※ 3 処法は．再鞣にグルタルアルデヒドを用いる場合に適用する。

水及ぴ桑剤の使用甜は、シェーピング革fil:f.1に対する百分率で示す。

染色は、 2-2A)の結果から中和剤A-1との色差

及びK/Sの差の大きい染料1種類を選ぴ、使用位を0.5

％として行った。なお、対照革とじて A-1による中和

． のみで染色した革も調製した。

C)染科の使用紐と染色性についての実験

の染料GあるいはMを用いて行った。

2-3 L、a、 b、色差及びK/Sの測定方法

L、a、b及び色差は、測色色差計を用いて測定し

た。ただし、色差は、 A-1で中和したのみで染色した

革を基準として求めた。なお、これらの測定を行った

のは 2-2、A)とB）である。再鞣は、 2-2、B)の結果から対照革との色差及

びK/Sの差が大きい再鞣剤7種類を選ぴ、さらにGA

を加え計8種類で行った。

染色は、 2-2、B)で用いた染料及び2-2、A)

の結果から中和剤による色差とK/Sの差が最も小さい

染料の 2種類とし、使用批を0.2、0.5、1.0、2.0%と変化

させて行った。なお、対照としてA-1あるいはA-2に

よる中和のみで染色した革も調整した。

D)カチオン処理と染色性についての実験

中和はA-1で行った。再鞣は、 8-3、D-1、E-1、

F-1、H-5及ぴkを用い 2-2、B)と同様にして行

った。カチオン処理は、再鞣後に 2％カチオン染色助

剤を用いて行った。染色は、カチオン処理後に 0.5%

-85 

K/Sは、積分球反射装誼を用い、製出革が最小反

射率Rを示す波長の測定値から次式により求めた。

K/S= 
(1 -R)1 

2 R 

3 結果及ぴ考察

A)中和と染色性

中和方法の異なる革を種々の染料で染色した革の測

色結果を表3に、色差と K/Sの測定結果及ぴK/S

の測定波長を表4に示した。

L、a、b色差及ぴK/Sからみた革の染色性は、

いずれの染料においても中和剤により変化している。



表3 中和方法の異なる革を種々の染料で染色した革の測色結果

中 和 剤

染料 A
 

A
 
2
 

H
 
2
 

L
 

a
 

b
 

L
 

a
 

b
 

L
 

a b
 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

o

p
 

ヽ

20.4 

34.2 

13.7 

18.3 

22.8 

16.6 

15.2 

17.6 

14.8 

14.3 

30.8 

21. 2 

24.1 

19.8 

14.5 

14.3 

15.1 

21. 9 

0.4 

3.6 

16.4 

2.0 

2.0 

3.3 

3.2 

2.2 

12.0 

17.9 

15.4 

4.4 

1.0 

0.6 

7.5 

18.9 

0.2 

5.3 

9.9 

2.8 

1. 7 

4.2 

2.1 

1.6 

15.9 

7.9 

10.2 

6.5 

1.6 

1.3 

23.7 

38.5 

14.l 

20:5 

28.4 

18.0 

15.2 

18.7 

15.5 

15.1 

40.3 

27.9 

30.l 

20.7 

15.9 

15.7 

17.5 

20.7 

0. 5 

5.2 

20.0 

3.8 

1.8 

4.5 

4.9 

3.3 

14. 7 

21.0 

18.1 

4.1 

3.0 

1.8 

9.9 

22.5 

1.1 

7.6 

14.5 

4.3 

1.6 

5.7 

2.7 

2.2 

22.5 

12.9 

15.1 

7.0 

2.8 

1. 9 

32.1 

42.7 

14.4 

29.6 

30.8 

27.1 

17.8 

26.6 

17.1 

16.9 

44.4 

24.2 

39.8 

23.7 

18.2 

15.9 

17.9 

19.0 

1.1 

6.1 

18.7 

5.4 

3.5 

5.3 

6.7 

5.8 

13.3 

17.9 

15.6 

4.2 

3.7 

2.7 

14.2 

25.0 

0.2 

13.6 

16.6 

8.7 

3.9 

10.6 

4.2 

3.2 

24.7 

10.2 

19.7 

8.7 

4.0 

2.5 

． 
表4 中和方法の異なる革を種々の染料で染色した

革の色差及ぴK/S

染料の

種類

△ E k/S 関眉
A -2 H -2 A -1 A -2 H -2 nm 

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N

o

p
 

7

9

9

6

1

8

1

3

0

6

6

1

2

9

7

0

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

4

5

0

3

8

2

0

2

2

1

1

9

8

0

2

2

 

ー

13. 7 

10.3 

1.0 

13.9 

10.8 

12.6 

3.7 

11. 2 

4.7 

4.7 

16.3 

4.1 

18.4 

4.4 

5.2 

2.9 

19.8 

20.8 

24.0 

20.8 

24.0 

19.0 

19.8 

19.0 

24.0 

19.8 

19.0 

19.0 

20.8 

21. 7 

20.8 

20.8 

19.8 

21. 7 

22.8 

19.0 

18.2 

16. 9 

17.5 

l 4. 2 
19.8 

20.8 

14.2 

22.8 

16.3 

20.8 

18.2 

19.8 

8.5 

14.2 

19.8 

16.3 

18.2 

9.9 

19.0 

12.2 

20.8 

16.3 

12.2 

20.8 

10.9 

24.0 

17.5 

19.0 

470 

450 

400 

440 

430 

470 

440 

480 

450 

470 

480 

430 

430 

400 

460 

460 

その中で中和剤A-1との色差及びK/Sの差が最も小

さい染料はGで、逆にこれらの最も大きい染料はMで

あった。

そこで以下の実験に用いる染料にGとMの2種類を

選択した。

B)再鞣と染色性

再鞣方法を変え染料Mで染色した革の測色結果及び

K/Sの測定結果を表5に示した。

表5 染色性に及ぼす再鞣方法の影響 染料M

再
方
鞣
法 L
 
a
 

b
 
△E K/S 

A-1 27.8 15.6 13.6 21. 2 

1

2

3

 

―
―
―
 

B

B

B

 

26.0 

34.2 

43.9 

17.6 

18.2 

15.4 

11.2 

17.0 

22.4 

3.5 

7.6 

18.8 

17.5 

12.9 

8.8 

1

2

 

―― c
c
 

47.4 

26.1 

17.2 

16.8 

24.2 

12.2 

22.3 

2.5 

6.7 

19.8 

1

2

3

 

―
―― 

D

D

D

 

58.9 

52.5 

52.1 

14.3 

15.5 

17.3 

24.8 

22.9 

24.4 

33.0 

26.0 

26.7 

2.2 

3.4 

4.3 

1

2

 

―― 
E

E

 

51.1 

50.4 

12.3 

11.3 

22.4 

23.1 

25.1 

24.9 

3.7 

3.9 

1

2
 

―― 
F

F

 

57.1 

28.9 

9.0 

15.5 

20.9 

14.2 

30.9 

1.3 

． 
1. 9 

18.2 

1

2

3

4

 

―
―
-

l
 

G

G

G

G

 

20.4 

27.6 

28.5 

26.0 

15.0 

17.6 

17.1 

17.5 

6

5

3

3

 

．

．

．

．
 

6

3

4

2

 

l

l

l

 

10.3 

l. 9 

1. 7 

3.0 

17.5 

16.3 

18.2 

16.3 

2

3

5

 

―
―
―
 

H

H

H

 

50.5 

45.0 

51.8 

11.6 

16.0 

13.4 

22.0 

22.1 
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革の染色性は、いずれの再鞣剤を用いた勘合にも対

照革よりも低下している。この中で、無機系の鞣剤を

用いた場合、他の再鞣剤に比較して染色性の低下が小

さくなる傾向を認めた。これ以外の系統においては、

染色性の迫いは、系統別よりも個々の再鞣剤によるも

ののほうが大きいことを認めた。

，， 以下の尖験に用いる再鞣剤として各系統において染

色性の最も低いもの、8-3、0-1、E-1、F-1、G-4

H-5及ぴKの7種類を選定した。

なお、色差と K/Sとの間には、色差の大きいものほ

どK/Sが小さくなるという関係が認められた。そこ

で、以下の実験においては、K/Sから染色性を検討

することにした。

C)染料の使用屈と染色性

B)で選択した 7種類にCAを加えた計8種類の再靭
ヽ

剤を用いて得られた再鞣革を0.2~2.0％の染料Gで染色

した革のK/Sを図 1に、同じく染料Mで染色した革

のK/Sを図 2にそれぞれ示した。なお、図 1と2に

は、A-1あるいはA-2による中和のみで染色した革の

K/Sも併せて示した。

K/Sは、 G、Mいずれの染料において も再鞣剤

8-3、D-1、E-1、H-5及びKでは、染料使用秘の増加

にともなって大きくなる傾向を認めた。しかし、これ

らの再鞣剤における K/Sは、他の再鞣剤における0.2

％の染料使用時よ りも低〈 なっている。

再鞣剤F-1、G-4及びGAのK/Sは、いずれも染料
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． 
10 

s

〉

r 

← 

卜

I l l l 
。

20 

10 

染料f吏911;,t
％ 

は
法
lliJi 

20 

11012 0 0 12  1101 :l 001 2 0012 001 2 0012 0012  0012 00 12 ．． ．．．． ．． ． ... . 
2 5 0 0 2 5 1 i t i 2 5 I l t i 2 5 t i ( 9 ・と 5 { i ¢ ) 2 5 i ) t i .l. 5 t l ! 1 .l. 5 I ) I t 2 5 0 0 2 5 0 0 

A A ll D E F c H K G 
I I | | I | I l A 
I 2 3 I I I 4 5 

図 1 染色性に及ぼす再鞣方法の影響（I)染料Gの場合
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使用散とは無関係にはぽ一定となっている。このこと

は、これらの再鞣剤を用いた場合、染料が革の表面に

吸沼するいわゆる表面染着となるため、少址の染料で

もK/Sが大となるものと思われる。

D)カチオン処理と染色性

5種類のカチオン染料助剤でカチオン処理し、染料

Mで染色した革のK/Sの測定結果を図 3に示した。
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図3 染色性に及ぽすカチオン処理の影響 染料M

K/Sは、いずれの再鞣剤においてもカチオン処理

により大きくなることを認めた。

C-4をカチオン処理に用いた楊合の K/Sは、いず

れの再鞣剤においても比較的な大きくなり、また再鞣

剤間の差が小さい。これに対して、 C-2をカチオン処理

に用いた場合のK/Sは、再鞣剤間の差が大きい。そ

して、.C-2は再鞣剤によリ効果に差があることを認め

た。

4 まとめ

クロム革の染色性に及ぽす再鞣剤ならぴにカチオン

染色助剤の効果について、中和剤、再鞣剤、カチオン

系染色助剤の種類を変え、染料も種類と使用址を変化

させて革を染色し 、主としてその革のK/Sから検討

した結果は以下のとおりである。

1) クロム革の染色性は、再鞣により低下する。

2) 染色性は、再鞣剤によって比較的少紙の染料で高

くなる楊合と、染料使用屈の増加にともなって店＜

なる揚合がある。

3) 染色性は、カチオン処理によりいずれの再鞣剤に

おいても高〈なる。カチオン染色助剤によっては、

再鞣剤の種額にかかわらず店い染色性が得られるも

のと、再鞣剤ごとに染色性が変化するものがあるこ ~
とを認めた。

,. 
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再鞣剤がクロム鞣革の機械的性質に及ほ‘すヽ影響

皮革分場 宝山大喜 津田郁太郎

要 旨

北米産塩蔵ステァハイドを用い、 9グループ25種の再鞣剤個々について、それらの特徴が箪にできる

だけ明らかに現われる方法により再鞣処理を行い、製出革の機械的性質から再鞣剤がクロム革の性状に

及ぽす影響を検討した。その結果、再鞣剤が機械的性竹に及ぽす効果は、特性別に分類したグループこと

にも特徴がみられるが、再鞣剤個々に差がみられた。

1 はじめに 添加し、 60分間回転した。さらに水切後15分間水洗し

現在、製造されている革で全く単独の鞣剤だけで処 た。

． 

． 

理されているものはなく、特にクロム革では多種多様

な品種の革を製造する目的で、植物鞣剤、鉱物鞣剤、

合成鞣剤及びその他の鞣剤を種々の割合で混合使用す

る再鞣処理が行われている。 これらの再鞣処理は、

同ークロム革に対しても全く異なった特性を付与する

ことができるほど製品革の品質に大きな影靱を与える。

しかし、再鞣処理に関しては、使用する再鞣剤の種類

が多く、また処理方法もいろいろあ＇）、さらに中和以

降の種々の要因も加わるため非常に複雑である。そこ

で本試験においては、再鞣剤個々の性質をは握するた

め、各種の再鞣剤がその特徴を現わすような再鞣処理

を行い、製出革の機械的性牧に及ぽす影騨を検討した。

同時にこれらの結果が、再鞣剤の影響によるものかあ

るいは再鞣革の組成の差によるものかを検討するため

隣接部位での化学分析も行った。

2 実験方法

2-1 クロム鞣革の調製

北米産塩蔵ステァハイド (24~25kg)216枚を試料

皮とし、ハイドプロセサーを用いて次の条件で行った。

A)予備水漬 ：200％水 （22℃)i、0.1％ソフタノール

90とともに30分間没濱後、 60分間回転、水切り、水洗

を30分間行った。

B) 200％水（22℃)、 0.02％デニサイドNSlOO（防

腐剤）とともに10分間回転、その後翌朝まで2時間ご

とに10分間回転した。

C)脱毛石灰漬 ：温度28℃に本水濱浴液を調整し、 0.2

％ソフ タノール90を添加し 5分間回転、 2.5％水硫化

ナトリウムを添加10分間回転、次いで1％水酸化カル

シウムを添加し15分r"1回転した後、 60分間没憤した。
さらに2.5％水酸化カルシウムを添加し15分間回転、そ

の後 1時間ごとに 5分間回転した。 4時間没漬後、翌

朝まで2時間ごとに 5分柑1回転した。翌朝10分間回転

し、水切り後、 40分間水洗した。

D)脱灰 ．酵解： 200％水 （33℃)、1％塩化アンモ

ニウムとともに 5分間回転し、次いで2％硫酸アン

モニウムを椋加し30分間回転後、 0.5％クラボン PCを

E)没酸処理 ：20％水（25℃)、 5％塩化ナトリウム、

0.2％ノニポール95とともに10分間回転し、次いてil.8

％ギ酸（85%)を8％水に希釈して添加後20分Rll回転

した。さらに1.5％硫酪（75%)を15％の水に希釈し添

加後 2時間回転した。

F)クロム鞣 ：没酸浴中に 6％ペアクロム、 0.1％ヒド

ロリ シ＃ 600を添加し 2時間回転した。 次いで1.6%

狙炭酸ナトリウムを20％水に溶解し10分間ごとに％ず

つ添加 し、合計90分間回転した後、 40％水 （40℃)を

添加、 60分間回転した。さらに、 40％水（45℃)、 0.1

％デニサイドC3 （防かぴ剤）を添加し 3時間回転し

た。その後90分柑1ごとに 5分間回転し翌朝まで鞣製を

行った。なお、翌朝30分間回転した後、クロム革を出

し、革は平台に積み頂ねた。

クロム革は一週間静閻後、試料革の均ー化のため、

大き さ、銀面の状態を考慮し、試験ロ ットを組み、試

験順序に従って水絞り、分割及び衷削りを行った。 な

ぉ、クロム鞣直後のク ロム革の分析値は下記のと おり

であった。

水分 ：57.12~58.10%、脂肪分 ：2.41~4.00%

全灰分 ：4.48~6.60%、酸化クロム ：2.44~2.49%、

皮質分 ：75.02~76.91%、液中熱収縮温度： 97.2~98

.7℃、pl-I: 2.95-3.10 

2-2 再鞣処理の方法

2 -1により調製されたクロム革を1.6mmに裏削りで

調製し、再鞣剤ごとに各8枚使用した。クロム革の再

鞣処理時期のずれを考慮して、 同時期処理のグループ

ごとに再鞣剤を使わない処理を 5回行い、おのおのの

コントロールとした。再鞣剤は次の9グループを1史用

した。

グループ 1（分子祉の比較的小さな補助鞣剤）

1-A、1-B、1-C、1-D

グループII（四換型鞣剤、充てん性あり）

II-A、II-B

グループIll（四換型鞣剤、充てん性あり白革に使用）

Ill-A、lll-B、III-C 
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グループN (クロム塩混合鞣剤）

N-A、N-B

グループV （樹脂鞣剤、アニオン性）

V-A、V-B、‘v-c
グループVJ（樹脂鞣剤、カチオン性）

VJ-A、VI-8 

グルーフ•VII （合成樹脂ポリマー鞣剤）

VII-A、VII-B 

グループVlll（鉱物鞣剤）

Vlll-A（クロム鞣剤）

Vlll-B （ジルコニウム鞣剤）

vm-C （ジルコニウム鞣剤）

VIlJ-D（アルミニウム鞣剤）

グループIX（植物タンニン）

IX-A （ワットル） 、IX-B(ケプラチョ）

IX-C（チェストナット）

再鞣処埋は90X160 cmの木製太鼓 (18r.p.m)を使用

した。原則として中和剤は重炭酸ナトリウムを使用し

再鞣剤は各 5％使用した。また、途中の水洗はふた閉

め洗いとし 、染色は50℃で始め、染色後のpHを3.5~

3.6となるように、ギ酸で調整した。その結果、}]JI脂後

の温度は42~48℃、pHは3.2~3.8の範囲になった。

次に各グループに対する処理方法を記載した。なお

％は衷削り革重拡に対する値で示した。

(1) コントロールの処理方法

水洗 ：300％水（20℃)、10分「J1回転、水切り
水洗 ：300％水（20℃)、 5分間回転、水切り

中和 ：200％水 （20℃)、1.5％巫炭酸ナトリウム

(1 : 10にi容解） 、60分間回転、水切り

水洗 ：300％水（50℃)、 10分間回転、水切 I)

染色 ：200％水（50℃)、 0.5％パイゲナール ・プラ

ウンCR(l:20に溶解）、 30分伯1回転

X％拿Iギ酸（ 1: 10に希釈）、10分間国転、水切り

加脂 ：100％水（50℃)、 0.15％マルセル石けん、

1.5％硫酸化鯨油、1.5％生牛脚油（ 1: 10に希

釈、乳化）、 30分,m回転
賽2

Y％ギ酸（ 1: 10に希釈）、 10分間回転

※I pHカ'3.5~3.6になるように調整

※2最終pHが3.5~3.8になるように調整

(2) グループ Iの処理方法

pHの高い再鞣剤 (1-A、1-B)は、中和を行わず、

pHの低い1-Dは脱強酸剤としての作用能力があるの

で加脂工程まで進めたが、最終pHが低か ったので、

重炭酸ナトリウムでpHを瀾整した。1-Cは中和の補

充及びpHの批1整のため1.5％の重炭酸ナトリウを使用

した。

水洗 ：300％水（20℃)、10分間回転、水切＇）

水洗 ：300％水 "(30℃)、 5分間回転、水切 ＇）

再鞣 ：200％水（35℃)

5 ％再鞣剤、 60分間回転、水りJリ

水洗 '.300％水（50℃)、 10分柑1回転、水切＇）

染色 ．）］II脂はコントロールに柑4ずる

(3) グループIIの処理方法

分［•屈が大きいため、短浴で咽炭酸ナトリウムを同

時に使用し、処理時のpHを湖格した。

水洗 ：300％水（20℃)、 5分措1回転、水切り

中和 ・再鞣 ：l.5％亜炭酸ナトリウム］混合

5％柑鞣剤
20分1廿1回転

80％水（20℃)、40分「J1回転、水切り

水洗 '.300％水（50℃)、 10分柑1回転、水切 ＇）

染色 ，｝JIl脂はコントロールにi.＼炉ずる

(4) グループ[IIの処理ガ法

グループ11に郡ずる

(5) グループNの処埋方法

このグループは、f典型的な再鞣剤使用方法である。

水洗 '.300％水（40℃)、 5分措l同転、水切＇）

再鞣 ：5％再鞣剤、 30分11¥1回転

80％水（35℃)、60分間回転、水切り

中和： 200％水（30℃)、1,5％爪炭酸ナトリウム

(1 : 10に溶解）、 60分問回転、水切り

水洗 ：300％水（50℃)、10分惜1回転、水切り

染色 ，｝JII脂はコントロールに準ずる

(6) グループV(T)処理方法

アニオニックの樹脂鞣剤のため、クロムの表面荷地

を陰イオン性にするためOrotanSNを併用した。

水洗 ：300％水（40℃)、10分間回転、水切＇）

水洗 ：300％水 （50℃)、5分問回転、水切り

中和 ：100％水（50℃)、

1％巫炭酸ナ トリウム
］混合

2 %Orotan SN 60分間回転

再鞣 '.同浴に添加

5 ％再蹂剤、 60分料1回転、水切り

水洗 ：300％水（50℃)、 10分間回転、水切＇）

染色 ，｝JII脂はコントロールに部ずる

(7) グループV1の処理方法

再鞣後の浴のカチオニック荷’心が強過ぎるため、

Orotan SNで処理を行った。

水洗 ：300％水（30℃)、 10分lil回転、水切 ＇）

水洗 ：300％水（40℃)、5分間回転、水切 ＇）

再鞣 ：100％水（35℃)、

5％再鞣剤、60分IIJl回転、水切り

中和 ：100％水（35℃)

2 %0rotan SN、60分間回転、水切り

’̀  

染色 ．）JII脂はコン トロールに禅ずる

(8) グループV11の処理方法

アニオニックな合成樹脂ポリマー鞣剤であるから 、

グループVに粘じOrotanSNを使用した。

．
 

凰
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水洗．’300％水（35℃)、 10分間回転、水切り

水洗 ：300％水へ（35℃)、5分間回転、水切り

中和 ：200％水（35℃)、 2 %0rotan SN、

0.5％頂炭酸ナトリウム、60分間回転、水切り

水洗 ：200％水（45℃)、 3分間回転、水切り

再鞣 ：100％水（40℃)、 5％再鞣剤 (1: 1に溶

解）、 60分間回転、水切り

水洗 ：300％水（50℃)、 10分間回転、水切り

染色 ・加脂はコントロールに準ずる。

(9) グループVllIの処理方法

このグループの鉱物鞣剤では、それぞれの鞣剤の効

果を明らかにするため、次のような処理を行った。

Vlll-A（クロム鞣剤）の場合

水洗 ：300％水（40℃)、 5分間回転、永切＇）

再鞣 ：100％水（40℃)

［5％クロム鞣剤 (VllI―A)
0.7％重炭酸ナトリウム濠

90分間回転、水切り、馬掛け、一夜放骰

水洗 ：300％水（30℃)、 10分間回転、水切り

中和： 200％水（30℃)、 1.5％重炭酸ナトリウム、

60分間回転、水切＇）

水洗 ：300％水（50℃)、 10分間回転、水切り

染色 ・加脂はコントロールに計いずる

※塩基度を50％に調整した。

VllI-B、VllI―C （ジルコニウム鞣剤）の場合
水洗 ：300％水（30℃)、5分間回転、水切り

再鞣 ：浴無し

2％ジルコニウム鞣剤 (Vlll―B、Vlll-C)、
15分間回転

3 ％ジルコニウム鞣剤 (Vlll-8、Vlll-C)、

75分1サ1回転

烏掛け、 一夜放昭

水洗 ：300％水（30℃)、 10分問回転、水切り

水洗 ：300％水（30℃)、 5ぷ阻1回転、水切り、

中和 ：200％水（30℃)、1.5％重炭酸ナトリウム（

1 : 10に溶解）、 60分間回転、水切り

水洗 ：300％水（50℃)、 10分間回転、水切＇）

染色 ・加脂はコントロ・ールに準ずる

Vlll-D （アルミニウム鞣剤）の楊合

水洗 ：300％水（30℃)、 10分間回転、水切り

水洗 ：300％水（35℃)、 5分間回転、水切り

再鞣 ：浴無し

5％アルミニウム鞣剤 (Vlll-D、1: 3に希

釈）、 90分間回転、馬掛け、一夜放骰

水洗 ：300％水（30℃)、2分間回転、水切り

中和 ：200％水（30℃)、1.5％煎炭酸ナトリウム（

1 : 10に溶解）、 60分間1回転、水切り

水洗： 300％水（50℃)、 10分間回転、水切り

染色 ・加脂はコントロールに準ずる

(IO) グルーフO IXの処理方法

充てん性が強く、没透が遅いと考えられるので、グ

ループII及びIllと同じ〈高pHで短浴で処理した。

水洗 ：300％水

中和 ・再鞣 ：1.5％重炭酸ナトリウム

5％再鞣剤
］混合

20分間回転

80％水 （20℃) 40分間回転

0.5％ギ酸 (1: 10に希釈）、10分間回転

X％ギ酸（ 1: 10に希釈）、

20分問回転、水切リ

水洗 ：300％水（50℃)、 10分間回転、水切り

染色 ・加脂はコントロールに準ずる

・pHを3.5~3.6になるように調整した。

以上の中和、再鞣、染色及ぴ加脂における温度、pH

を表 1に示した。

2-3 加脂工程以降の処理

2-2で澗製された試料革は、すぺて次の条件で同

ー処理を行った。

1)水紋リ 、2)真空乾燥 (70℃、2分30秒、逆圧0.5気圧）、

3)つり下げ乾燥（60℃、 5時間）、 4）味付け（水分26

~28%)、5)パイプレーション・ステーキング）中程

度 2回）、 6）ネット張乾燥 (45℃)、 7) トリミング

2-4 再鞣革の機械的性質測定方法

2-1~2-3により調整した試料革 240枚につい

て、官能検査を終えた後、図 1 (a)に示すW1及びW2

の2部位から15X15cmの革片を2枚採取し、次いで図

1の (b)に示す部位からそれぞれの機械的性質測定

用試験片を採取した。

機棟的性牧として、匝さ、引張強さ、引裂強さ、切

断時の伸び及び7kg荷重下の伸びをJI S K-6550に

地じ、また銀面割れ試験として荷重、高さ及び5mm翡

時の荷重をJI S K-6548に泄じて測定した。また、

図 1(b)で機械的性質測定用試験片を採取した残り

の革片 (W,+Wけについて、クロム含有紐及び脂肪

分をJI SK -6550に禅じて測定した。

2 -5 測定値の処理方法

半裁革内でのW1とW2の部位間における母平均の有

意差検定は、対応のある勘合の検定法により機械的性質

のすぺての項目について行った。その結果、半裁革内

で最もパラッキの少ない部位であり、また、ほとんど

隣接した部位であるためか危険率5％以下で有意差が

認められなかった。従って以降の統計処理にはW1と

W2の部位による差を考應せず、半裁革内での繰返し数

とした。すなわち、四さ 、引張強さ、引裂強さ及び伸

びについての 1試験における繰返し数は、 W1及びW2

のおのおのの4つの測定値を平均して 2つの代表値＇と

し、半裁革8枚分の合計16とした。また、銀面割れ荷
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表1 中和～加脂処理終了後の浴液のpHおよぴ温度

グル 中和処理終了後 再鞣処理終了後 染色処理終了後 加脂処理終了後
再鞣剤

ープ pH 温度(C) pH 温度('C) pH 温度('C) pH 温度re)

コントロール(1) 6.20 20 0 40.0 3.80 44.5 

I-A  3 80 30.0 3.65 45.0 3.70 44.0 

I 
I -B 4.20 30.0 3.60 43.0 3 40 44.0 
1-C 6.70 20.0 3.20 44.0 3.55 4:3.0 
I-D  l 90 20.0 3.60 44.0 3.75 44 0 

コントロール(2) 6.35 21 0 3.55. 43.0 3.80 45.0 

II 
II -A  5.68 20.5 3.55 43.0 3.45 43.0 
II -B 4.85 20.5 3.40 43.0 3.65 45.0 

III-A  5 95 24.5 3.60 43.0 3.60 44.5 
III IlI -B 5 20 24.5 3.50 43.5 3 60 44.0 
III -C 4.70 24.0 3 35 43.0 3.42 44.0 

コントロー叫3) 6.58 20.0 3.80 41.0 3 60 43 5 

N 
N-A  5.37 30.0 3 00 31.0 3.60 42.0 3.60 44 5 ,. 
w-B 5.25 31.0 2 82 30.5 3.50 47'.5 3 70 48.0 

V-A 5.30 39.0 5.90 43.0 3.90 46.5 3.50 45.5 
V V-8 5.50 38.0 5.70 46 0 3 90 46.0 3.65 48.0 
v-c 5.55 39 0 5.60 47.5 3 90 45.5 3.65 46.0 

コントロール(4) 6.45 21.0 3 70 41 0 3.60 42.0 

VI-A 3.55 33.5 3.25 31.0 3.50 44.0 3 68 46.0 
VI VI-B  5.20 3.75 42.0 3.60 43.0 

VII-A 4 .8~ 32.0 4.90 37.5 3 45 46.0 3.70 47.0 
VII VII-B  4.52 31.0 3.80 37.5 3.85 46.5 3.20 47.0 

コントロー／以5) 6 60 21.5 3.85 42 5 3.70 44.0 

VIll-A  5.90 28.0 3 18 33.0 3 50 45.0 3.60 46.0 
vm —B 5.38 19.0 1.60 20.0 3 40 43.0 3.60 44.5 
VIII VIII-C 5.70 27.0 • 0 95 24.5 3.30 46.0 3.32 44.0 
VIllー D 5.90 27.0 3.60 32.0 3.70 45.0 3.65 46.0 

IX-A  6.05 22.0 3 45 44.0 3.45 45.5 
IX IX-B 6.30 20.5 3.40 44.0 3.50 45.0 
IX-C 6.00 20.5 3.25 47.0 3.30 44.0 ． 

重とその高さ及び5mm高時の荷菫については、W1と 2 -6 機械的性竹と革の化学的組成との相関関係

W•t内での測定｛直が 2 つである以外は厚さ等と同じで、 2 -5で行う統計処理による有意差検定結果が再鞣

1試験における繰返し数も16とした。 処理によるものか、あるいは革の組成の差によるもの

再鞣を行う前に分離したロット間の差をコントロー かを検討するため、機械的性質と革のクロム含有最及

ル(1)~(5)について有意差検定を行った。すなわち、水 び脂肪分との間の相関関係数をもとめ、危険率5％で

準数5、繰返し数16の一元配置法により有慈差検定を これらの値の有意差検定を行った。

行い、有意差を生じなかった項目については、コン 3 結果及ぴ考察

トロール(1)~(5)を区別せず、紐返し数が16X5 =80の コントロール試料革及び再鞣革の機械的性質測定結， 
1水地とし、おのおのの再鞣処理を行った25水準とで 果を平均値と危険率5％での信頼限界について表2に

分散分析を行った。また、コントロール間に有慈差が 示した。また、それぞれの試験項目別に平均値をグラ

生じた場合は、そのロ ットを分離し、それぞれのロ ッ フ化し、同時に危険率5％でコントロール試料革との

トで再鞣革の測定値と比較した。さらに、この誤差分 平均値の差の有慈差限界を図 2~ 4に示した。

散から危険率5％でのコントロール試料革とおのおの

の再鞣革との平均値の差の検定を行った。
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図1 物理及ぴ化学試験用試料採取部位
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匝さについては、図2 (A)にみられるように、ク

ロム革の厚さは再鞣処理を行う！とにより、すぺて増

加する傾向がみられ、グループI-BとC以外はその

傾向が著しかった。

引張強さについては、図 2 (B)にみられるように

再鞣処理を行うことにより滅少するものが多く 、特に

グループIII-AとB、V-AとC、VII-AとB及びVJII

--A で滅少した。これらに対し 、 グ／ピ—プ I- B 及び V

-Bで増加した。

うに再鞣剤によ ＇）異なるがグルーフ•VllIの鉱物鞣剤 を使

用した場合に増加する傾向がみられた。

7 kg荷重下の伸びについては、図 3 (B)にみられ

るように再鞣剤により異なるが、グループ W-AとB

及びVlll-Aのクロム塩を含有する再鞣剤で培加する傾

向がみられた。

銀面制れ荷重については、図4 (A)にみられるよ

うに引張強さとほとんど同じ結果が得られた。

銀面割れ高さについては、図 4 (B)にみられるよ

引裂強さについては、図 2 (C)にみられるように うにグループI-C、V-B及びVII-Aを除きほとん

再鞣処理により増加するものが多く、グループ I-B ど滅少し、特にグルーフ•IXの植物鞣剤を使用した勘合

とC、V-B、VI-AとB及びIX-BとCとDでその に著しかった。

傾向が著しかった。逆に、グループN-B及びVII-A 5 mm高時の荷重については、図 4 (C)にみられる

では滅少した。これら 2つの再鞣剤はいずれもクロム ようにグループl[l-B、VII-A及びVIII-Aの再鞣剤を

塩を含むものであり、革中のクロム含有屈の増加にょ 使用した楊合に滅少し、植物鞣剤を使用した勘合に増

るものと考えられる。 加した。

切断時の伸びについては、図3 (A)にみられるょ 以上の結果が、再鞣処理の影咽によるものか、ある
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図2 再鞣革及ぴコントロール試料革の厚さ、

引張強さ、引裂強さの母平均とそれらの

差の検定結果
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図3 再鞣革及びコントロール試料革の伸ぴの

母平均とそれらの差の検定結果
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図4 再鞣革及ぴコントロール試料革の銀面割れ

荷重とその高さ、5mm高時の荷重の母平均

とそれらの差の検定結果

いは革中のクロム含有絨及び脂肪分の差によるものか

を検討するために機械的性質と化学分析値との相関係

数を求め、それらの有意差検定結果を表3に示した。

この結果から、グループWとVIll-Aのクロム塩を含

有する再鞣剤を使用した楊合、革中のクロム含有屈と

引裂強さ、銀面割れ高さ及び5mm店時の荷重で負の相

関が、また、 7kg荷頂下の伸びで正の相関がみられた。

この傾向は、コ ントロール試料革と再鞣革との間にみ

られた傾向が同じであるため、これらの項目について

は再鞣処理によるものか、あるいは革中のクロム含有

紐の増加に よるものかは明らかでないが、再鞣剤の吸

芍最を多〈すると上記の影評が強く現われるものと思

われる。また、グルーフ.VIIの合成樹脂ポリマー鞣剤の

引張強さと脂肪分の間に負の相関がみられ、同様にコ

ントロール試料革との間でも負の有意差がみられた。

従って、グループVI1の再鞣剤を使用したt訪合の引張強

さの滅少は革中の脂肪分の増加に起因する ことも考え

られる。しかし、これら以外の再鞣剤についてのコン

トロール試料革との有惹差は、革中のクロム含有批及

び脂肪分の影碑によるものでないことが明らかとなっ

た。
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表3 再鞣革の機械的性質と化学分析値との相関関係

グ／1,-プ％ 丙 原さ 引張強さ 引裂強さ
伸ぴ 銀面割れ試験

切断時 7 kg 荷重店さ 5mm時荷重

Cr203 

C 2.37 0.06 R ＊ 詞
2 36 0.08 ＊ R 

II 2.24 0.05 ＊ ＊ R ＊ 碑
lII 2.24 0.11 

w 3.13 0.07 認 ＊ ＊ 詞 碑
V 2.21 0.06 R R R 
VI 2.21 0.07 

VII 2 25 0 06 ＊ ＊ 

VIII 2.69 0.80 ＊ ＊ 碑 R *’* R 碑
IX 2.28 0.04 ＊ ＊ R 
脂脂分

C 4.94 0.44 ＊ R 
I 5.05 0.49 R ＊ R 
II 5.22 0.49 

Ill 5.15 0. 50 R 
w 4.99 0.38 認
V 5.00 0.43 

VI 5.62 0.46 R R 
VII 5.00 0.61 ＊ ＊ 碑 詞 R 
VllI 5.06 0.50 R 
IX 5.30 0.44 R 鍔
@ P <0.05 ｝ マイナスの有意差あり
認 P<0.01 

* P <0.05 ｝ プラスの有意差あり
* * P<0.01 

4 まとめ

9グループ25種の再鞣剤について、クロム革を単独

で再鞣し、これらの再鞣剤が革の機械的性竹に及ぽす

影咽を検討し、次の結果を得た。

なお、クロム革及び再鞣革の調製は仰ニッピで行っ、

たものである。

1) 厚さは、再鞣処理によりはとんどの楊合に増加し

た。

2) 引張強さは、合成樹脂ポリマー鞣剤と白革用笥換

型鞣剤の一部で滅少した。

3) 引裂強さは、カチオン性樹脂鞣剤と植物鞣剤で増

加した。

4) 切断時の伸びは、鉱物鞣剤で増加した。

5) 7 kg荷重下の伸びは、比較的分子屈の小さな補助

鞣剤と植物鞣剤で減少し、クロム塩混合鞣剤と鉱物

鞣剤のクロム塩で増加した。

6) 銀面割れ試験の荷重は、白革用沼換型鞣剤で滅少

し、高さは植物鞣剤で減少し、 5mm翡時の荷頂は植

物鞣剤と比較的分子屈の小さな補助鞣剤で増加した。

この研究は、昭和54年度通産省委託事業「クロム鞣

革（ウエット ・プルー）の再鞣技術の開発研究」の一

部で第27回日本皮革技術協会研究発表会で発表した。
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